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「おいしい――」

　ナイフを白いプレートの縁ふちに置き、右手で口もとを押さえた牧まき島しまさつきは、目を丸くしてそう呟つぶやいた。

「そりゃどうも」

　宮みや本もと伊い織おりは面白くもなさげに相あい槌づちを打った。やたらと愛あい想そうがない。

　しかし、この少年にとってはそれがつねのことなので、さつきが気分を害した様子はなかった。

　大量の古い本が放つ独特の匂いが満ちる書しよ斎さいに、甘いバニラとダージリンの香りがふんわり広がっていく。

　これまた古めかしいソファに座ったさつきは、フレンチトーストをもぐもぐやりながら、膝ひざの上に広げた本を読んでいる。あまりお行ぎよう儀ぎがいいとはいえないけれど、出窓のところに腰かけ、ナイフもフォークも使わずに手て摑づかみでトーストをむしゃむしゃ食べている伊織とくらべれば、それはよっぽど微笑ほほえましい姿だったし、何よりも読書好きな女の子らしくはあった。

「宮本くん」

　さつきがふと顔を上げた。心ここにあらずといった顔つきで天てん井じようを見上げていた伊織は、慌あわてて――しかしさりげなく動揺を押し隠して聞き返した。

「……何？」

「これ、どうやって作ったの？」

「いや、ふつうに」

「ふつうにって？」

「牛乳とタマゴの黄身を混ぜたヤツに食パンひたして焼く。――あ、でもバニラビーンズなかったから、ダッツ溶かして入れた」

「ダッツ？　ハーゲンダッツ？」

「うん。おれ、フレンチトーストにはバニラの香りがないと許せない人間だから」

　妙なこだわりである。

　さつきは首をかしげてさらに尋たずねた。

「……それ、ふつうなの？」

「知らん。ただ、結局バニラアイスは牛乳と砂糖とタマゴとバニラでできてるわけだから、フレンチトーストの材料としては別におかしくないんじゃないか？」

「ひょっとして……宮本くんてさ」

　さつきは上うわ目め遣づかいに伊織を見て笑った。おそらくそのセリフのあとには、「けっこういい加減な人？」と続くに違いない。

　悪戯いたずらっぽいその表情からふたたび視線を逸そらし、伊織はマホガニーの大きな机の上に空からになったプレートを置いた。

「ひとり暮らししてれば料理くらいイヤでもできるようになる。でも、別におれは調理師目指してるわけじゃないからな。面倒なら大だい胆たんに手抜きもする」

「え……宮本くん、ひとり暮らしなの？」

「厳げん密みつにいうと違うが、ほぼひとり暮らしだな」

　口の中の甘ったるさを熱い紅茶で流し、伊織は革の装そう丁ていの本を手にしてふたたび出窓に陣取った。が、実際には本なんかろくに読まず、機械的にページをめくりながら、ちらちらと天井ばかり見ている。かなり挙きよ動どう不ふ審しんである。

　もっとも、さつきのほうも充分に挙動不審だった。

「それじゃ――その、ほかに、誰だれもいないんだ、今……」

　フレンチトーストを食べ終えたさつきは、あらためて書斎の中をきょろきょろと見回し、ゆっくりと呟いた。何を考えているのか、かすかに顔を赤くしている。

「いや――」

　伊織が苦にが々にがしげに眉まゆをひそめて口を開こうとした矢先、ふたりの頭上から、どすん！　という重い音が降ってきた。

　さつきはびくっと首をすくめて天井を見上げた。

「……今の音、何？」

「あれは、その――おれの叔お父じさんだ」

「叔父さん？」

「学者をやっていて、一年の大半は海外に行っているんだが、ときどきああして日本に戻ってくるんだ。この家も、書類上はおれと叔父さんのふたりで暮らしてることになっている。ほぼひとり暮らしというのはそういう意味だ」

「あ……そうなんだ……」

　伊織の説明に、さつきはどこか残念そうなほっとしたような、何ともいえない微妙な顔をしている。

「それじゃ、急にお邪じや魔ましちゃって悪かった？」

「別にいいんじゃないか？」

　カップにポットから紅茶をそそぎ、伊織はウンザリ顔で続けた。

「――いつもああやって、家にいる時はたいてい寝ているからな。むしろおれのほうがあの寝ね相ぞうの悪さといびきの大きさに迷惑している」

「ふぅん」

　その間も、上のほうでは何かが転がるような音がしている。

「……ダイナミックな寝相だね」

「だろ？」

　肩をすくめ、伊織は本を閉じた。
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「それじゃ月曜日に返すから」

「別にゆっくりでいい。……どうせそんなすぐには読み終わらないだろうし」

「そだね」

　辞書のような厚さのハードカバーの本が五冊というのは、細身の少女にはけっこう重かろう。それをリュックに詰め込んで背負った牧島さつきは、無愛想な伊織の言葉に小さくはにかんだ。

「――きょうはどうもありがと。フレンチトースト、おいしかったよ」

「人にごちそうするほどのモンじゃあない」

　セルフレームの眼鏡めがねを押し上げ、伊織は門の外までさつきを見送った。

「…………」

　さつきの姿が曲がり角の向こうに消えると、おざなりにひらひらと手を振り続けていた伊織は、やにわに家の中に飛び込み、玄関の鍵かぎをかけて二階に駆け上がった。

「やばかったな……」

　額ひたいにじんわりと浮いた汗をぬぐい、大きく深呼吸して叔父の部屋に入る。

　伊織の叔父――宮本頼より通みちが、研究のために日本と海外を行き来する生活をしているというのは本当だ。しかし、その叔父の部屋はがらんとしていてろくな調度もなく、ベッドにはマットレスすら敷かれていない。もちろん、ベッドで寝ているはずの叔父の姿も今はなかった。

　代わりといっては何だが、作りつけのクローゼットの中から、どすりどすりと何かが転がるような音がしている。

「来客中に暴れるな。……焦あせっただろうが」

　伊織がぼやきながらクローゼットを開くと、防虫剤臭くさい空気といっしょに、中から幼い少女が転がり出てきた。

「んんんんーっ！」

　少女は猿さる轡ぐつわをかまされていた。おまけに服の上から全身をガムテープでぐるぐる巻きにされ、手足の自由を奪われている。こんな拘こう束そく状態にある少女にできるのは、顔を真っ赤にしてうんうん唸うなりながら、伊織を睨にらみつけることくらいだろう。

　恨うらみがましい少女の視線に、伊織は額に手を当てて溜ため息いきをついた。

「とりあえずバレずにすんだのはいいが……どうする、この先……？」

　抗議の意味なのか、伊織のその呟きに、少女はイモムシのまま激しく身もだえして鼻の穴をふくらませた。






















　ご近所のお子さまがたからは幽ゆう霊れい屋や敷しきと呼ばれている。

　宮みや本もと伊い織おりの自宅が、である。

　もともとこの界かい隈わいは古くからの高級住宅地で、築数十年というお屋敷もそう珍しくはない。その中でも伊織の家が特に人目を惹ひくのは、古こ色しよく蒼そう然ぜんとした――という表現がぴったりの、壁面にびっしりと蔦つたを絡ませた洋風建築だったからである。

　天気のいい日曜日の午前一一時すぎ。

　いつもより遅く起きてきた伊織は、キッチンに立って朝食兼昼食の準備をしていた。

　無む駄だに広い家の中に、ほかに人の気配はなかった。名目上の同居人であるはずの叔お父じは、伊織の中等部の卒業式に列席するために一時帰国していたが、今はまた渡米してしまって、今度はいつ帰ってくるか見当もつかない。

　その叔父のほかに、伊織に家族と呼べる人間はいなかった。

　母は伊織が幼い頃に病でみまかった。これまた学者をしていた父親は、フィールドワークと称して世界中を飛び回っているうちに行方ゆくえ知しれずとなり、今にいたるまで消息が知れない。

　たぶんどこかで野の垂たれ死じんだのだろうと、伊織は他ひ人とごとのように考えている。

「…………」

　伊織は大きな鍋なべに大量の水と大量の塩をぶち込み、コンロにかけた。眼鏡めがねのレンズが湯気で白く曇くもる。

　こうして自じ炊すいすることにも、伊織はとうの昔に慣れてしまっていた。伊織が大人になり、少年時代を懐なつかしく振り返ることがあるとしても、たぶんその時に思い出すのはオフクロの味ではなく、自分で作った素人しろうと料理の味だろう。すでに伊織は、早そう世せいした母の手料理の味なんかこれっぽっちも覚えていなかった。

　あちこち飛び回って家にいつかない夫の心配ばかりして、結局、自分のほうが身を細らせて先に死んでしまったわけだから、伊織の母は哀あわれな人だったのだろう。いっしょにすごした幼児期の記憶はほとんどないにしても、アルバムの中で見る伊織の母は、美しくはかなげで、やはり可か哀わい相そうな人としか思えなかった。

　一方、父のことは、自分や母親を放置して好き放題をしていた、学者とは名ばかりの道楽者としか思っていない。伊織の祖父はかなりの資産家で、この広い家も父が受け継いだ遺産の一部だったが、父が真ま面じ目めにはたらかずにロマンばかり追い求めるような学者崩くずれになってしまったのは、遊んでいてもどうにか暮らしていける家庭環境のせいだったのだろう。

　もっとも、その道楽者の父のために、宮本家の資産はずいぶんと食くい潰つぶされてしまった。だから伊織も無む駄だ遣づかいはせず、行方知れずになった父を日々恨うらみながら、こうして自炊をしている。食事の用意だけでなく、身の回りのことや家事ひと通りは誰だれの助けも借りずにできるような、宮本伊織はそんな所しよ帯たい染じみた高校生だった。

　駅前のスーパーの特売で買ってきたパスタの封を切り、タイマーをセットしてさあ茹ゆでようと思った矢先、テーブルの上の携けい帯たい電でん話わが鳴り始めた。液えき晶しようを確認すると、クラスメイトの男子の名前が表示されている。

　伊織は溜ため息いき混まじりにコンロの火をいったん消し、勝手口を開けて裏庭に出た。

「もしもし？」

『あ、宮本？　オレだよ、オレ！』

「……どこの詐さ欺ぎ師しだ？」

『違うって！　山やま崎ざきだよ、山崎！』

「判わかってるよ。……休日なのに朝からテンション高いな」

『あはははは！　おまえはあからさまにテンション低そうだな。寝起きか？　おまえ、血圧低いだろ？』

「知らん」

　裏庭には伊織の祖母が大事にしていた薔ば薇らの植え込みがあったが、世間では桜が散ったばかりの季節である。どの枝にもまだつぼみすらついていない。

　伊織はそのそばにあったペンキの剝はげかけた白いベンチに腰を降ろし、ぶっきらぼうに尋たずねた。

「――で、何の用だ？」

『おまえ、今夜ヒマか？』

「ヒマだといったら何かあるのか？」

『あるといえばある。――合コン来こねえ？　相手は女子大生なんだけど』

　わざわざ声をひそめて切り出したクラスメイトの表情を想像し、伊織は嘆たん息そくした。

「……パスだ」

『即決で否定かよ！　ノリ悪ィぞ、おまえ！』

「そんなものを求められても困る。……だいたい、どうしてそんな話がおれのところに回ってくるんだ？　もっとほかにうってつけの人材がいるだろうに」

　女子大生と合コンができると聞かされれば、大喜びで挙手しそうなヤツはクラスに何人もいる。むしろ伊織は、そういう時には絶対に手を上げずに、そっぽを向いて窓の外を眺ながめているような、確かにノリの悪いヤツといわれそうなタイプだ。

　伊織にはそういう自覚があったから、山崎がなぜ自分に声をかけてきたのかよく判らなかった。

『いや、ほかの連中だとちょっとアレなんだよ』

「アレとは？」

『実は俺のイトコがウチの大学にいてさ。そのイトコがよその女子大のおねえさんたちと合コンすることになったんだけど、きょうになって急にメンツが足りなくなったって話になってな』

「要するに数合わせか」

『そうそう。ふたり足りないんで、誰かもうひとり連れてくるなら混ぜてやるっていわれてさ。もちろん高校生だってことは内緒にした上でだぜ？』

「ふーん」

　花か壇だんの雑草をぶちぶちとむしり、伊織は無ぶ愛あい想そうに相あい槌づちを打った。

『ふーんじゃねえよ、ホント張り合いねえな！　相手は同じクラスのガキっぽい女子じゃなくて大人のおねえさんなんだぞ？』

「よかったな。いつも運命の出会いを求めているおまえには願ってもない話だ」

『こ、この野郎……！　ストイックにかまえてりゃカッコいいなんて思えるのは今のうちだけだぞ！』

「別にストイックなつもりもないし、ストイックならかっこいいとも思ってない。じゃあおまえ、インドの坊さんがかっこいいと思うか？」

『そういうハナシをしてんじゃねえの、俺は！　ったく、ンとにおまえはああいえばこういう――』

「そもそも、おれのところにお鉢はちが回ってきた理由がどうしても判らんのだが」

『そりゃアレだ、俺の知り合いの中で、大学生のフリさせて一番違和感がないのがおまえだったんだよ。ほかの連中じゃ、一発で高校生のガキだってバレそうじゃん？』

「五十歩百歩だ。おれたちみたいなひょろひょろと頼りない大学生がいるか」

　背丈はどうにか一人前でも、ついこの前まで中学生だった高校一年生が、合コンの席で大学生を演じきるにはいくらなんでも無理がある。そんなことを期待されても伊織としては迷めい惑わくなだけだった。

『それとも……ひょっとしておまえ、あのウワサ本当なのか？』

「噂うわさ？」

『おまえが牧まき島しまとつき合ってるってウワサだよ。確かにおまえら仲いいもんな』

「……そんな事実はないが」

　一瞬どきりとしたが、その動揺を声には出すことなく、伊織は静かに否定した。

「友達の少ない可哀相な読書好き同士が、単に本の貸し借りをしているだけだ。別につき合ってるわけじゃあない」

『ホントかよ？』

「ホントだ」

『まあ、おまえみたいな性格のヤツは、誰かとつき合うにしてもコソコソ隠したりしねえだろうしなあ』

「おれがそういう人間だと思い込むのはおまえの勝手だが、とにかくそんな事実はないというのは本当だ」

『だったら問題ねえじゃん。合コン行ったって怒るカノジョがいねえんだから』

「それとこれとは別問題だ。……そういうの、面倒なんだよ」

『もったいねえなあ。おまえ、絶対に年上にモテると思うんだけどなあ』

　山崎が心底惜おしそうにいうのを聞いて、伊織は思わず噴ふき出だしそうになった。お調子者だが、山崎は基本的に気のいい奴やつなのである。

「とにかく、おれは遠慮させてもらう。ひとり暮らしはそうそうヒマじゃあない」

『さっきはヒマだっていったじゃねえか』

「ヒマだといったら何かあるのかと尋ねただけだ」

『そうだっけか？　けどよ――』

「悪い、誰か来た。……月曜に戦果を聞かせてくれ。じゃあな」

　口からでまかせの理由をつけて電話を切った伊織は、青い空をまぶしげに見上げてキッチンに戻った。

　玄関のほうでチャイムが鳴ったのは、ちょうどその時のことだった。

「……本当に誰か来た」

　いつまでたってもブランチの準備にかかれない苛いら立だちを押さえつけ、伊織は玄関に向かった。
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「……こういうことってあるんだな」

　何度も申し訳なさそうに謝りながら運送会社の人間が帰っていったあと、伊織は書しよ斎さいに運び込まれた大きな木箱を見つめてひとりごちた。

　あちこちに染みの浮いた木箱は、行方不明になっている伊織の父が、アイルランドのダブリンから息子むすこに向けて送った船便だった。

　ただ、届いたのはつい今し方でも、発送されたのは七年前だった。とんでもない話だが、日本に到着したあと、何かの手違いで港の倉庫の片隅に七年間も放置されていたのだという。その倉庫が老ろう朽きゆう化かを理由に取り壊されることになり、よくよく中を調べてみたら、七年前に日本にやってきた荷がほこりをかぶっていた――とまあ、そんなところらしい。

　何かあったらご連絡くださいと、運送会社のけっこうエラい人がぺこぺこしながらいっていたが、送り主が父親という時点で、どのみちたいしたものは入っていないだろうと伊織は踏ふんでいる。まだ行方不明になっていなかった頃も、伊織の父はたびたび海外からデカい船便を伊織に送りつけてくることがあったが、中身は伊織や叔父への土産みやげと父にしか価値の判らない資料だった。割合にしたら、土産が一で資料が九である。

　つまり、伊織にとってはほとんどどうでもいいものばかりだということだ。

「それにしてもいまさらだな。……ヘタしたら親おや父じの形見だぞ」

　木箱の表面を指で叩たたき、伊織は苦笑した。

　伊織が受け取った父からの連絡は、確か八年前、フランスから送られてきた絵葉書が最後だったが、少なくともこの七年遅れの船便のおかげで、父がそのあとアイルランドに渡ったことだけははっきりした。

　もっとも、伊織もいまさら父に会いたいとは思っていない。伊織はただ、もし今でも父がどこかで生きているのなら、自分と母を放置していたことに対して文句のひとつもいってやりたいだけだった。

　だから、行方不明の父の手がかりになるかもしれないと思えば、信じられないような運送会社のこの大失態も、さほど腹立たしいとは感じなかった。

「さて――」

　伊織は物置からバールを持ってくると、木箱の解体にかかった。

「どうせバラすなら、ここじゃなく庭先にでも置いてもらえばよかったか」

　バールで釘くぎを引っこ抜き、ばきばきと細長い板を引っぺがしていく。どちらかといえば伊織はインドア派の人間だったが、幸か不幸か父親に放置され続けてきたせいで、ちょっとした日曜大工的な作業もこなすことができるのだ。

「……逆境は人間を育てるといういい見本だな」

　自じ嘲ちようとも自じ画が自じ賛さんとも取れる呟つぶやきをもらし、べきばきと作業を続ける。

　それから数分後、伊織が汗までかいて解体した木箱の中から出てきたのは、伊織の身長より少し小さいくらいの棺ひつぎだった。

「……はぁ？」

　一気に襲ってきた脱力感に、伊織はバールを放り出してへたり込んだ。

　まるで吸血鬼映画にでも出てきそうな黒塗りの棺である。巨大なオルゴールだとか、巨大なビックリ貯金箱だとか、そういうふざけた可能性を除けば、どう考えても棺以外の何物でもない。

「あの不良オヤジ、どうしてまたこんなものを――」

　伊織には審しん美び眼がんなどというご大層なものはなかったけれど、この棺が単なる実用的なものではなく、少なくとも今の時代には、それなりに骨こつ董とう的てきな価値を持つものだということくらいは判った。

　だが、それだけにあつかいに困る。ただのガラクタなら燃えるゴミの日にでも出してしまえばいいが、このサイズで、しかもヘタに価値がありそうなものとなると、邪じや魔まになるのを承知で家に置いておくしかない。

「叔父さんが帰ってきた時に相談するしかない、か……」

　凝こった彫刻のほどこされた棺の表面を指で撫なでていた伊織は、どこにも釘が打たれた痕こん跡せきがないことに気づいて目を細めた。釘が打たれていないということは、まだ埋まい葬そうに使われたことのない、未使用の棺だということである。

　ふと中身が気になって、伊織は棺のフタに手をかけてみた。

「――――」

　重量感のあるフタをごとりとずらして棺の中を覗のぞき込こむこと数秒、伊織は眉み間けんに深いしわを刻んだまま動きを止めた。

　ビロード張りの棺の底には、美しい金髪の少女が眠っていた。

　一瞬、「マジで死体かよ！」と目を見開いた伊織だったが、冷静に考えてみれば、まともな運送会社が死体の発送なんか受けつけるはずがない。そもそも、これが本当に死体だったら、七年も放置されていた間に腐ふ乱らんしきって、とんでもないことになっていたはずだ。

「人形か――趣味がいいというか悪いというか……」

　ほっと胸を撫で下ろし、あらためて少女に見入った伊織が脳裏に思い浮かべたのは、『不思議の国のアリス』の挿さし絵えだった。くるくるとした金色の巻き毛に白い肌、青いワンピースのドレス――たぶん誰もが同じ印象を受けるだろう。

　可か愛わいらしい人形には違いない。

　が、同時に、持ち主を厳しく限定する強烈なアイテムでもある。

　たとえ伊織がまだ八歳だったとしても、ふつうの男の子はこんな等身大の女の子の人形なぞ持たないものである。ましてや高校生となった今、もし伊織が自宅にこんな人形を置いているなどということが露ろ見けんしようものなら、たちまち妙なレッテルを貼はられてしまうことは必定だった。

「ビスクドールとかいう代しろ物ものか？　アンティークだと何百万もするだろうに、あの道楽オヤジ、いったい何考えてこんなもん買ったんだか――」

　初対面の瞬間にどきりとさせられた反動からか、伊織はことさら腹立たしげな声で毒づくと、父親のアイルランド土産に手を伸ばした。

　ぷにゅり――。

「え？」

　人形の頰ほおを指でつついた伊織は、その感触に戦せん慄りつし、慌あわてて手を引っ込めた。

　ビスクドールなら、その肌はなめらかでひんやりとした磁じ器きの手触りを持っているはずだった。けれど、その少女の肌はなめらかで、なおかつあたたかく、そして何より柔らかかった。

「――――」

　伊織は眼鏡のレンズを綺き麗れいに磨みがいてかけ直すと、棺の縁ふちに寄りかかり、今一度その少女の顔を間近から凝ぎよう視しした。

　しっとりと閉じられた瞳ひとみの縁で、長いまつげが淡くけぶるように落としているその影が、よくよく観察してみれば、ふるふると細かく震ふるえている。それに、形のいい小鼻もときおりぴくぴくと動いていた。

　すなわち――この少女は人形などではなく、少なくとも今この時点ではきちんと呼吸をして生きている、れっきとした人間なのであった。

「――！」

　伊織は一足飛びに窓辺に駆け寄り、誰もこの家の中を覗き込んでいないことを確認してから、暗幕のような重いカーテンを引いた。

「ヘンなレッテル貼られるどころじゃすまんぞ、こんなの……！」

　外からの視線を完全に遮断したあと、伊織はソファに腰を降ろし、額ひたいに手を当てて陰いん鬱うつな呻うめきをもらした。

　幼女誘ゆう拐かい――。

　ロリコン――。

　性犯罪者――。

　そんなネガティブな単語群が、混乱する伊織の頭の中で乱舞している。

「やばいな……どうする、これ――？」

　もちろん伊織はロリコンでも性犯罪者予備軍でもない。――と、少なくとも自分ではそう信じている。信じているけれど、棺の中で眠る時じ代だい錯さく誤ごな古風なドレス姿の美少女を見れば、たいていの人間は、そこに猟りよう奇き的てきな犯罪の匂いを嗅かぎ取とり、そういう目で伊織を見るに違いない。

「冗じよう談だんじゃないぞ、あの変へん態たいオヤジ――！」

　これまでの人生の中でもっともヒドい父からの贈り物に、頭をばりばりかきむしって吐はき捨すてた伊織は、しかし、はたと気づいて木箱の残ざん骸がいをかえりみた。

　死体なら七年の間に腐乱するが、生きている人間なら腐乱はしない。ただし、生きている人間が水も食料も口にせずにいたら、一年とたたずに死体の仲間入りを果たし、残り六年で見事に腐乱する。

　ならば――久方ぶりに日の目を見たこの少女は、納のう棺かんされた状態で港の倉庫に放置されていた七年間、どうやって生き延びてきたのか？

「冬眠じゃあるまいし、飲まず食わずで七年はありえないだろ。――そもそもこの子、いくつだ……？」

　伊織が見るかぎり、少女はまだ一〇歳ほどだった。仮に三歳の時にこの棺に放り込まれたとして、その後はるばる海を越え、極東の異国の倉庫の暗がりの中ですくすくと成長してきたとすれば――。

「……ありえん」

　そんなことがありうべくもないということは、狼ろう狽ばい気ぎ味みの今の伊織にもすぐに判る。

　伊織は足音を殺してふたたび棺に歩み寄り、慎重にその中を調べた。

　少女は相変わらず穏やかに眠り続けている。最初から彼女の寝床として作られたかのような、やわらかなビロード張りの棺の中には、白い薔薇のはなびらがまき散らされていたが、その中をそっと探っていた伊織の指先に、ちくりと何かが触れた。

　それは一枚の小さなメモだった。

　日光による褪たい色しよくをまぬがれた黒々とした万年筆の字を目で追いながら、伊織は我われ知らずのうちに、その一文を口に出して読み上げていた。

「この子を頼む……？」

　絵葉書くらいでしか見たことがないが、父の筆ひつ跡せきによく似ている。メモを書いたのは伊織の父でほぼ間違いないだろう。

　ただ、その意図が判らなかった。

「こんな……どう考えてもフツーじゃないモノを八歳児に送りつけてきたくせに、書くことがこれだけってことはないだろう？　だいたい、八歳児に一〇歳児の面倒を見させるか……？」

　驚きや怒りを通り越し、伊織はついつい笑ってしまった。あるいは、当時はまだこの家に同居していた叔父に宛あてたメッセージなのかもしれないが、たとえ叔父でもこんなものをいきなり託たくされたら途方に暮れるだろう。

　まったくやる気をかき立てられない父親のメモを机の上に放り出し、伊織は携帯を手に取った。この非日常的な事態に直面した伊織が頼れる人間は、今は研究のためにアメリカに滞在している叔父しかいない。

　――しかいないが、電話がつながらない。

「……土曜の夜だからって羽根伸ばしてんじゃないだろうな？」

　伊織は何度もリダイヤルを繰り返したが、留守電に切り替わるだけで、ついに本人が電話口に出ることはなかった。

「さすがにあの親父の弟だな。いざという時に役に――」

　留守電に至急連絡をくれとメッセージを残して電話を切った伊織は、叔父への不満を途中で呑のみ込こみ、目を見開いて硬直した。

「――――」

　青い双そう眸ぼうが無言で伊織を見つめていた。

　ついさっきまで眠っていたはずの少女が、いつの間にか棺から半身を起こし、ものいいたげなまなざしを伊織にそそいでいた。

「……っ！」

　緊張に息を詰めたまま、伊織は少女を凝視した。

　少女が生きているのは呼吸に気づいた時から判っていたが、それがこうして目を醒さまして動き始めると、また別の意味で心臓に悪い。もしこの少女が、ここはどこだとかあなたは誰だとか、子供特有のキンキン声でわめき出し、さらにそれをご近所さんに聞きとがめられたりしようものなら、その瞬間に伊織の人生は半分終わってしまうのだ。

　しかし、少女は特に怯おびえた様子もなく、伊織からはずした視線を書斎の中でひとめぐりさせたあと、日本の住宅事情に配慮したかのような小さな声で呟いた。

「…………」

「え……？」

　伊織には少女のいっていることが判らなかった。ボリュームが小さくて聞き取れなかったのではなく、少女が口にした言葉が理解できなかったのである。

「英語……じゃないな。何語だ？　日本語がしゃべれないのか？」

　金髪碧へき眼がんの見た目からして、この少女に日本語が通じると思うのは考えが甘すぎるかもしれないが、やはり少女は伊織の言葉に否定や肯こう定ていの意志を見せることなく、さっきと同じような奇妙な言語で何ごとか口走ると、棺の縁に手をかけて立ち上がった。

「おい――」

　伊織の言葉を無視し、少女は危なっかしい足取りで棺から這はい出でた。足元がどうにもおぼつかず、ふらふらしてまっすぐに歩くこともできないのは、やはり七年間の眠りの影響だろうか。もっとも、飲まず食わずで七年間も生き延びてきたという時点で、この少女を常識的なものさしで測ること自体が間違っているのかもしれないが。

「ん……」

　生まれたてのひよこのように、ひょこひょことドアのところに駆け寄った少女は、真しん鍮ちゆう製せいのドアノブを摑つかんでがちゃがちゃやり出した。

「それ、押すんじゃなくて引いて開ける――」

　伊織の言葉が終わるか終わらないかのうちに、

　――ごむっ！

　と重い音がして、少女が絨じゆう毯たんの上に仰あお向むけに倒れた。引いて開けるドアだということに気づいて、それまでとは逆に思い切りノブを引いた拍ひよう子しに、ドアの角のところを額にぶつけてしまったのだろう。

「うおっ」

　まるで我がことのように、伊織は反射的に額を押さえた。

「…………」

　白い額にうっすらと赤い線を引っ張った少女は――痛いなら泣けばいいのに――歯を食いしばってむくりと起き上がると、今度こそドアを開けて廊ろう下かに飛び出していった。

「ちょっ……こら！　よく見たら土足か、おい!?」

　ワンテンポ遅れて書斎を飛び出した伊織は、少女を追ってキッチンに駆け込んだ。

　少女はキッチンの中央に立ち、きょろきょろとあたりを見回している。

　いや、見回しているというより、何かの匂いを嗅ぎ取ろうとしているようだった。

「おい――」

　またも伊織の呼びかけを無視した少女は、手近なところにあった椅い子すを踏み台にすると、シンクの脇に置いてあったボウルを引っ摑んだ。

「あ!?」

　飛び散る果汁、響き渡る咀そ嚼しやく音おん！　摑んでは食べ摑んでは食べ、旺おう盛せいな食欲はまさに小さな野獣！　伊織がブランチのあとに食べようと思って洗っておいたイチゴが、少女の口の中へと次々に消えていく。

「こっ、こ、このガキ――！」












　伊織がはたと正気に立ち戻ってボウルを奪い返した時には、その中身はほとんどヘタだけになっていた。

「…………」

　唖あ然ぜんとする伊織をよそに、リスのように頰をふくらませてもちゅもちゅとイチゴを味わっていた少女は、今度はコンロのそばに放置されていた茹でる前のパスタに手を伸ばそうとした。

「……待て。乾かん麺めんをナマで食うとは、おまえ、どこの貧乏学生だ？」

　少女の可愛い魔の手からパスタを取り上げた伊織は、なかば強引に少女を年代物のテーブルに着かせると、冷蔵庫の中からコンビニのプリンを取ってきてやった。本当は夕食のあとに食べるつもりだったが、とりあえずこの少女に何か食べさせておかないと、それこそドングリをかじるリスのように、セール品のパスタをかりぽりかりぽりたいらげかねないと思ったのである。

「……それ食べながら少し待ってろ。今パスタ茹でてやるから」

　通じていないと知りつつ、伊織はぶっきらぼうに少女にいい含めて、みたびコンロの火をつけた。

　それにしても――と、伊織は嘆息ひとつもらして腕を組む。窓の向こうではさわやかな風に庭先の木々の枝葉が揺れているが、伊織の心はちっともさわやかじゃない。

　別段、これまでの人生で人さまから責められるような悪行を重ねてきたわけでもないのに、何の因いん果がで欠食児童のために食事の用意などしなければならないのか。それ以前に、そもそも納棺された状態で宮本家にやってきたあの少女は何者なのか。

　ボウルの底にわずかに残っていたイチゴをつまんで食べながら、伊織はあらためて少女の正体に思いをめぐらせた。

　――と、その矢先。

　またもや聞こえてきたごつんと鈍にぶい音に、伊織は眉まゆをひそめて振り返った。

　見れば、あの少女が冷蔵庫の前に仰向けに倒れていた。両手で額を押さえ、小さな身体からだをブリッジのように大きく海え老びぞらせて、相変わらず伊織には理解できない言葉で何ごとか呻いている。

　テーブルの上にはプリンの空からの容器とスプーンが転がり、苦く悶もんする少女の唇くちびるや頰には焦げ茶色のカラメルがこびりついていた。正直、あまり褒ほめられた食べ方ではない。

　半開きだった冷蔵庫のドアがゆっくりと閉じていくのと、それに少女の苦悶するさまとを見れば、少女が何をしようとしていたのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「懲こりないヤツだな……」

　ようやく沸ふつ騰とうしてきた寸ずん胴どうにパスタを投入すると、伊織は痛みに足をじたばたさせる少女へと歩み寄った。

「……いったいどこの生まれだか知らんが、それが初めてお邪魔したよそサマのウチで見せる態度か？　三つ四つのトドラー世代ならともかく、おまえ、どう見ても一〇歳くらいだろ。万国共通で無礼だな、おまえは。どういう親に育てられたんだ？」

　ぼやきながら少女を助け起こした伊織は、そのままひょいとかかえ上げてもとの席に座らせた。

「……とにかく、ここに座っておとなしく待ってろ。今度余計なことしやがったら椅子に縛しばりつけるからな」

「…………」

　伊織のいわんとするところを理解したのか、少女は軽く鼻をすすってうなずいた。涙とカラメルですごい顔になっている。

「やれやれ」

　伊織は苦笑しながら少女の顔を濡ぬれタオルで拭ふいてやった。

　短時間に二度も強打した額は、さいわいこぶにも痣あざにもなっていなかった。うっすら赤くなっているけれど、それもじきに消えてなくなるだろう。

「おとなしくしてれば可愛いんだがな」

　その肌は明るい陽ひ射ざしの下で見ても艶つややかに真白く、頰はほんのり薔薇色に色づき、唇はさっき食べたイチゴのように赤く、まぶたはアイシャドウを塗ぬったようにかすかに青みがかっている。タオル越しに感じる少女の身体はふにふにと柔らかく、後頭部を押さえた左手にはさらさらとした金髪の手触りが心地いい。

　あくまで伊織の個人的な評価でいえば――それこそ絵本の中から抜け出てきたような理想的ともいえる美少女である。

「…………」

　その少女が、じっと目を閉じ、伊織のなすがままになって顔を拭かれている。

　このシチュエーションに胸がどきどきしてくるのを感じた伊織は、首を振ると同時に雑念を振り払い、タオルを持った右手で少女の口と鼻を同時に軽く押さえつけた。

「む～～～～っ！」

　それまでおとなしくしていた少女が、息苦しさに手足をばたばたさせ始めた。

「いつまでも人任せにするな。あとは自分で拭けるだろう？」

　狼狽の色を隠すように笑って、伊織は少女の手にタオルを持たせた。

「……しかし、もしこれでトマトソースのパスタは食えないなんぞといい出したら、相手がガキでも本気で殴なぐるかもしれんな、おれ」

　ぶつくさいいつつ伊織は鍋の中身をかき混ぜた。

　ものの本には、パスタを茹でる時は無む闇やみにかき混ぜるなと書いてあることが多いが、伊織はいつもぐるんぐるんとかき混ぜる。そうしないと、たまにパスタがほぐれずに数本束になったままで茹で上がってしまうことがあるからだ。自分だけが食べるのならそれでもかまわないが、仮にも客人に食べさせるのにそんな無ぶ様ざまなパスタは出せない。

　伊織のゆうべのメインディッシュはチキンのトマト煮込みだった。その残りをトマトジュースで少しゆるく溶いてあたため直し、窓辺で育てていたバジルの葉を摘つんで添える。こういうところが所帯染みているといわれるゆえんであろう。

「――そら、食え」

　茹でたてのパスタにソースをかけ、粉チーズといっしょに少女の前にどんと皿を置いた伊織は、すぐにキッチンペーパーを持ってきて、少女のドレスの襟えりに突っ込んだ。

「おまえ、いかにもソースで汚しそうだからな」

「…………」

　しばらくくんくんやっていた少女は、ごくりと喉のどを鳴らして伊織の顔を見上げた。

　迂う闊かつに手を出すと、また伊織に怒鳴られると思っているのかもしれない。伊織は唇を吊つり上あげて少女の手にフォークを握らせると、さっさと自分のパスタを食べ始めた。

「――朝からあれこれあって、今までろくに何も食べられなかったんだ。おまえが食べないといってもおれは遠慮せずに食うぞ」

　伊織が食事を始めたのを見た少女は、ほっと安心したように小さく笑うと、こちらも皿をかかえ込んでパスタをすすり始めた。

　伊織が危き惧ぐした通り、少女のパスタの食べ方は壊かい滅めつ的てきなまでにヒドかった。

　が、いったん食べ始めると、そのペースは異様に速い。

　空腹感にせっつかれてパスタをかき込む伊織の向こうを張るように、少女もまたずるずるとパスタをすすり、あっという間に皿を綺麗にしてしまった。

「――――」

　すると少女は、何ごとか呟いてさっさとキッチンから出ていってしまった。

「……今のはごちそうさまって意味か？」

　伊織は食べ終わった食器をシンクに放り込むと、口もとをぬぐって嘆息した。耳を澄すましてみると、書斎のほうから何か聞こえてくる。

「……今度は何をやらかしてるんだ、おい？」

　書斎を覗くと、少女はソファにでろんと浅く腰かけ、両足をぷらぷら揺らして本を読んでいた。ただし、彼女が読んでいるのは絵本ではなく、父がイギリスで買いつけてきた古書だった。当然、古めかしい英語で記されたものである。たとえ少女に英語が理解できたとしても、子供が読んで面白い本だとは思えない。

　実際、少女は挿絵くらいしか見ていないようで、ぱらぱらとおざなりにページをめくっては、読んだ本をソファの脇にどんどん積み上げている。すでにそこには少女の身長に匹敵するほどの本の柱ができていた。

「幼稚園児か、まったく……ジェンガじゃないんだぞ」

　派手に崩ほう落らくする前に、伊織は軽く舌打ちして本の山を片づけ始めた。

　ひとまず腹は満たされたが、依然、伊織には最優先で片づけなければならない問題が残っている。ほかでもない、この傍ぼう若じやく無ぶ人じんで無邪気な少女だ。

「いったいどうしたものか――」

「名前は？」

「――え？」

　伊織はぎょっとして振り返った。

　少女は相変わらず本を読んでいる。何かの聞き間違いかと思ってふたたび本の片づけに戻ろうとしたその時、少女が伊織も見ずに口を開いた。

「ねえ、名前は？」

「――――」

　さっきまで意味不明の言葉しか口にすることのなかった少女が、流りゆう暢ちような日本語で伊織に名前を尋ねていた。

「おまえ……日本語話せたのか――？」

「クリスタベル」

「何？」

　少女は本を閉じてソファから飛び降り、伊織に歩み寄ってシャツの裾すそを摑んだ。

「おまえじゃなくてクリスタベル。じゃなきゃクリスでもいいけど。――名前は？」

「おれは――宮本伊織」

「……ヘンな名前なの」

　少女の感想に、伊織は眉根を寄せていい返した。

「……日本人からすればおまえもけっこうヘンな名前だ」

「ミヤモトイオリ、お茶は？」

「は？　お茶？」

「お茶は飲まないの？」

「……ガキのくせにアフタヌーンティーの催さい促そくまでしやがる」

「ガキ？」

「……何でもない」

　伊織は肩をすくめて少女をキッチンに連れていった。

　言葉が通じない異国の少女が相手では、正直、伊織に手の打ちようはなかったが、日本語がしゃべれるのなら話は別だった。聞きたいことはいろいろとある。

　お湯を沸わかし、アッサムティーの用意をしながら、伊織はまず尋ねた。

「――で、おまえはいったい何者なんだ？」

「だから、クリスタベル」

「名前を聞いてるんじゃない。つまりおれが聞きたいのは――」

「ウォーライク」

「は？」

「ウォーライク。クリスはウォーライクなの」

　もはやここは自分の特等席なのだとでもいいたげに、少女クリスタベルはさっきと同じ椅子に座って足をぷらぷらさせ、にこにこ笑っている。

　もっとも、少女が口にした言葉の意味が理解できない伊織にとっては、決して笑える気分ではない。

「……何なんだ、その、ウォーライクというのは？」

「知らないの？」

「知らないから聞いてる」

「…………」

　クリスは少し困ったような顔をしてお茶ちや請うけに出されたクッキーをかじった。

「……判んない」

　たっぷりタメてから切り出されたクリスのセリフに、伊織は瞬間的に脱力した。

「判らない……？」

「んとね」

　伊織がミルクをたっぷり足してぬるくしてやったアッサムをひとすすりし、クリスはうなずいた。

「クリスはウォーライクなの」

「それは聞いた」

　ぎゅんぎゅんぎゅんぎゅん……！　伊織の心の中で、少しずつ苛立ちゲージが上がっていく。それを必死に抑えつけ、伊織は繰り返した。

「だからおれは、そのウォーライクというのは何なんだと聞いている」

「んとね、それが判らないの」

「……おまえ？　アタマ大丈夫か？」

「うん、大丈夫」

「あのな……」

「ええとね、クリスはクリスがウォーライクだってことは判ってるの。でも、ウォーライクが何なのかが判らないの」

「…………」

　伊織はチェスの模様が焼きつけられた甘いクッキーを頰張り、ぼりんぼりんと荒々しく咀嚼しながら、胸の中で口早に数を数えていた。そうでもしなければ、テーブルを思い切り叩いてクリスを怒鳴りつけてしまっていたかもしれない。

　高カロリーのクッキーを立て続けに三枚嚙かみ砕くだき、次々に熱いアッサムで喉の奥へと流し込むと、伊織はふ～っと長い溜息をもらした。

「……とりあえず、おまえがろくでもないガキだってことは判った」

「ガキ？　ガキって？」

　クリスがきょとんと首をかしげて聞き返すが、伊織はそれを無視した。

「おまえがウォー何とかだろうと吸血鬼だろうと不思議ちゃんだろうと、とりあえずはどうでもいい。……おれの親父はどこにいるんだ？」

「オヤジ？」

「ファーザーだ、マイファーザー！　おれの父親だよ！　知ってるんだろ？」

　この少女を箱詰めにしてアイルランドから発送してきたのは伊織の父である。クリスが伊織の父のことを知らないはずがない。

「んー……」

「まさかおまえ――」

「知らない」

「…………」

　伊織は額に手を当ててうつむいた。

「ん？　どうしたの、ミヤモトイオリ？」

「……いちいちフルネームで呼ぶな」

「え？　フルネームなの？」

「宮本がファミリーネームでファーストネームが伊織なんだよ。……そういえば、おまえ、ファミリーネームは？」

「え～と……」

「……それも判らないとかぬかすんじゃなかろうな？」

「判らなくないもん！　ただ――」

「ただ？」

「ただ――ないだけだもん」

「ない？　名字がない？」

「うん」

「どうしてない？　ないということはないだろう？」

「さあ？　でも、生まれた時からないよ」

「…………」

　この少女はいろいろなところがおかしい――。

　いまさらながらに伊織が嫌な汗をかき始めたところに、携帯電話のメール着信音が鳴り出した。

「あ……！」

　その音に現実に立ち返った伊織は、メールの内容を確認して頓とん狂きような声をあげた。

「忘れてた……！　もうこんな時間か!?」

「どうしたの、ミヤモトイオリ？」

「きょうは人が来る約束があったんだ。もう近くのコンビニまで――」

　さっき食べたパスタの食器を洗おうとエプロンに手を伸ばしかけた伊織は、きょとんとしているクリスタベルの顔を、「しまった……！」といった表情で見つめた。

「……どうする？」

「どうするって？」

「おまえに聞いたんじゃない」

　伊織は焦しよう燥そう感かんと格闘しながら自問自答した。

　これから客が――クラスメイトが来ること自体は、まあいい。お茶の用意くらいは慣れたものだから、鼻歌混じりにいくらでもできる。

　だが、この少女はどうする？

「見られたら……まずいな……」

「何がおいしくないの？」

「おまえがだ」

「クリスが？」

「ああ。非常にまずい」

　伊織はシンクの下の収納を開き、水周りの洗剤やらゴム手袋やらがしまってあるあたりを探ると、黒いビニールテープを引っ張り出してきた。水みず漏もれ時の応急処置なんかで大活躍してくれる、伊織の頼もしい味方だ。

「――とりあえず、イレギュラーなのはこいつのほうだしな。少しくらい我慢してもらってもいいだろ」

　みずからにそういい聞かせた伊織は、ビニールテープをび～っと引っ張り、クリスを振り返った。

「おまえ、ちょっと両手出してみろ」






















　いかにも春らしい陽気に恵まれた休日の昼下がり、赤レンガ敷じきのプロムナードに並んだ丸いテーブルは、そのほとんどがカップルか若い女性のふたり連れによって占められていた。たびたび雑誌などで紹介されるこのオープンカフェは、本格的なエスプレッソとスイーツで知られる有名店だ。

　頰ほお杖づえをついてあたりを見回している早はや瀬せ薬くす子この視線は、世を恨うらむかのようにじっとりと陰いん湿しつな輝きを帯びている。

「……当たり前といえば当たり前だけど、こういう光景見るとへこむわ～」

「おや、何がお気に召さないんでやすか？」

　薬子の正面に座っていた少女が、少女らしからぬ噺はなし家かのような口調で聞き返した。

「――ははあ」

　薬子がふたたび口を開くより早く、少女がにやりと笑ってつけ足した。

「さてはアレでやすね？　世間の女性たちが充実した春の休日をすごしているというのに、ひるがえって我が身をかえりみれば、愛をささやき合う恋人も悩みを打ち明け合う友人もいない。――やつがれ、今の薬子さまの溜ため息いきに、そんなさびしい三〇女の悲ひ哀あいをば読み取りやした。いかがでやす？　図星でやしょう？」

「…………」

　立て板に水といった調子で一気にまくし立てた少女を、じめじめっぷりはそのままに、薬子の視線が真正面から捉とらえる。

「……エルク。オーダー、キャンセルするわよ」

「おおっと、そいつはいささか遅きに失したようでやんすねえ」

　顔の両脇に垂れた巻き髪をくりくりと指でもてあそびながら、少女――エルクがちろりと目線を動かした。薬子がそれを目で追うと、ちょうどカフェの店員がトレイを捧ささげ持もってこちらにやってくるところだった。

「お待たせいたしました。エスプレッソとアイスアールグレイ、セットのティラミスでござます」

「わ～い」

　エルクは数秒前までの噺家口調を引っ込め、無邪気に笑ってフォークを手にした。

「わたしティラミス大好き～。ありがとう、ママ～」

「ごゆっくりどうぞ」

　つられて微笑ほほえみながら店員が去っていくと、薬子はテーブルの下でエルクの足をかなりの力で蹴け飛とばした。

「あうっ！　い、いきなり何をするでやんすか!?」

「誰だれがママですって？」

「いやあ、つい流れで……」

「わたしはこんなデカい子供のいるような年じゃないわよ」

「そいつは存じてやすが……えっへっへ、こいつぁうめえね、どうも」

　ぞぶぞぶとティラミスをフォークで削けずって口に運び、エルクは顔をほころばせた。

「――おう、こいつは茶のほうも上等な葉を使っていやがる！　薬子さまもどうでやす、ひと口？」

「わたしが甘いもの嫌いなの知ってるでしょ？」

「へえ、知っててお勧めしたんで」

「…………」

「おおっと、そのおみあしで一撃なさるのはどうかご勘かん弁べん」

　薬子の細い眉まゆがひくりと震ふるえたことに気づいたのか、フォークを煙管キセルのようにくわえたまま、エルクはおどけた仕し種ぐさで両手を上げた。

「――代わりに、薬子さまにひとついいことを教えてさしあげやしょう」

「何よ？」

「あそこの植え込みの向こう、若造と小娘の面白いカップルがおりやす」

「カップルなんか見たって面白くも何ともないわよ。……むしろ余計に腹が立つわ」

　薬子はエスプレッソカップを傾けて苦にが々にがしげに吐はき捨すてた。

「そうおっしゃらずにどうぞご覧ください。薬子さまの暇ひま潰つぶしくらいにはなるんじゃねえかと、へえ」

「――何よ？」

　エルクの意味ありげな物言いに、薬子はいぶかしげに目を細めてそのカップルを凝ぎよう視しした。

　若造と小娘ということだったが、実際にエルクが目線でしめしていたのは、高校生風の眼鏡めがねの少年と、エルクと同い年くらいの少女というふたり連れだった。カップルというにはやや無理があるが、かといって兄と妹という感じでもない。少年のほうは黒髪の東洋系なのに、少女のほうは見事な金髪碧へき眼がんの持ち主だったからである。

　不ぶ躾しつけな女の視線に気づくことなく、ふたりは買い物を続けている。少女が楽しそうに服を選んでいるのに対し、少年のほうはどこかしぶしぶといった表情を浮かべていた。気まぐれな少女の買い物につき合わされてうんざりしているのかもしれない。

　ふたりをじっと見つめている薬子に、てきぱきとティラミスを片づけながらエルクがいった。

「――やつがれには、あのふたりの周囲に蛍ほたるが飛んでいるのが見えやす」

「冗じよう談だんでいってるわけじゃないのよね？」

「もちろんでやすが――薬子さま、どうかなさいやした？」

「あの子……」

　薬子が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「あの子てェのはどっちのことをおっしゃっておいでで？」

「男の子のほうよ」

「あの若造が何か？」

「あの子、知ってるわ……」

「おおっと、こいつは予想外の展開！」

　エルクは自分の額ひたいをぺちんとはたいて面白そうに笑っているが、薬子の表情は深刻そうなままだった。

「行くわよ、エルク」

　まだ半分以上残っているエスプレッソをそのまま放置し、薬子は伝票を摑つかんで立ち上がった。

　薬子が手早く会計をすませているところへ、ティラミスをたいらげたエルクが腹を撫なでながらやってきた。

「よう、ねーちゃん、うまかったぜ」

「は？　はぁ――」

「期待通りの味だ。近いうちにまた寄らせてもらっぷ!?」

　べらんめえな口調で店員に語りかけるエルクの後頭部を、薬子がハンドバッグで一撃した。

「いいからさっさとついてきなさい」

「……へえ」

　ブッ叩たたかれた頭を押さえ、エルクは足早に歩いていく薬子を追いかけた。ただでさえ身長差があるおかげで、小走りに走っていかないと、エルクの足ではとても薬子についていけない。

　エルクは薬子を見上げ、

「薬子さま、あの若造をご存じということは、ひょっとして――？」

　薬子はエルクを一いち瞥べつしただけで何もいわなかった。
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　正直、いたいけな美少女をビニールテープでぐるぐる巻きにしたのは、やはりやりすぎだったかもしれない。

　犯罪まがいのその行為で、どうにか牧まき島しまさつきからクリスを隠し通すことには成功したが、代わりにクリスの機嫌を完全にそこねてしまった。こうして少女の着替えをあれこれと買わされているのはその埋うめ合あわせである。

「ガキの服って、案外高いんだな……」

　カラフルな色彩の中で嬉き々きとしている少女に引きずり回されながら、伊い織おりは人知れず嘆たん息そくした。

　本当なら、見ず知らずの少女に服を買ってやる義理など伊織にはない。しかし伊織は、いまさらクリスをどうすることもできないのだと気づいてしまった。

　クリスを連れて警察に駆け込もうとも考えたが、常識的に考えて、「この子、七年遅れで届いた父親からの船便の中で眠っていたんです！　引き取ってください！」などと伊織が主張しても、それをすんなり信じてもらえるとは思えなかった。それどころか、逆に未成年者略りやく取しゆの容疑者にされないともかぎらない。

　かといって、「おまえなぞ知らん！」とクリスを家から放り出して知らぬ存ぜぬを決め込むこともできない。もしクリスが誰か近所の人にでも見つかって、「あのね、えとね、ミヤモトイオリに縛しばられたあと、ぽいって放り出されたの」みたいな迂う闊かつな証言などされようものなら、その日のうちにやっぱり警察のお世話になるはめになる。

　結局のところ伊織には、唯一自分の味方になってくれるはずの大人――アメリカにいる叔お父じと連絡が取れるまで、近隣のみなさまがたや警察権力に見つからないよう、クリスを自分の家にかくまうくらいしか選せん択たく肢しがなかった。

　もうひとつ、クリスの存在そのものを含めてすべてをなかったことにする手段がないわけではなかったけれど、自分がその残ざん酷こくかつ悪あく辣らつな手段を選べないことに、伊織はちょっとほっとしていた。

「……まあ、不良親おや父じの唯一の手がかりといえば手がかりだからな」

　瞳を輝かせて服を選んでいるクリスをぼんやりと見つめ、伊織はみずからをなぐさめた。そう――行方ゆくえ不ふ明めいとなった父親のたったひとつの手がかりかもしれないと思えば、意味不明な言動を繰り返す少女との同居も、少しくらいなら耐えられるだろう。

「ミヤモトイオリー！」

　呑のん気きに自分を呼びつけるクリスに、伊織はひきつった笑みを浮かべて歩み寄った。

　天気のいい日曜日の午後、赤レンガの通りに面した小こ洒落じやれたブティックの店内はけっこう混み合っている。その大半が、小学生くらいの少女とその母親とおぼしき組み合わせだった。男子高校生と金髪の美少女などという組み合わせは、おそらくこの街全体を見回してもほかにはいないだろう。

　ざくざくと容よう赦しやなく突き刺さる奇異の視線に耐えつつ、伊織はクリスにそっと耳打ちした。

「……さっきもいったが、いちいちフルネームで呼ぶな。それと、無む駄だに声がでかい。もっと静かにしろ」

「え～？　どうして～？」

「どうしてもだ」

「じゃあイオリって呼ぶ～」

「……ギリギリで許可する」

　ガキに名前で呼び捨てにされることに軽い屈くつ辱じよくを覚えた伊織だったが、人前でゴネられるよりはまだマシだった。

「ねえイオリー、こっちとこっちどっちがいい？」

　渋い表情の伊織をよそに、クリスは二着のワンピースをしめした。色はともかく、どちらもフリルとレースがうざったいほどごてごてとついている。

「…………」

　伊織は無言で脳内シミュレーションをしてみた。

　そのへんの子供がこれを着たら、親ががんばりすぎてしまった我が子の学芸会か、でなければ下へ手たなコスプレのように見えてしまうだろうが、はっとするような美少女のクリスが着るなら、どちらでもよく似合うだろう。装そう飾しよくの多い衣装に着られるという無ぶ様ざまな事態は避けられるはずだ。

　――がしかし、伊織の本音をいえば、どちらも買いたくはない。

「……フリルやレースの量と価格は比例するのか……。ここはおれの知っている世界とはまったく別の法則に支配されているんだな……」

　服の細かなデザインより先に値札に書かれた数字を確認し、伊織はうつろな目をして呟いた。

「何をぶつぶつゆってるの、イオリ？　どっちが似合うかいってゆって」

「似合う似合わないでいえば……まあ、どっちも似合うと思うが」

「えへへ……♪」

　伊織の言葉に、クリスはふるふると身体を揺らしてはにかんだ。

「じゃ、イオリが褒ほめてくれたからどっちも♪」

「待て」

　二着のワンピースを伊織に押しつけ、さらに別の服を選びにかかったクリスを、たまらず伊織が引き止めた。

「似合うとはいったが買うとはいっていないぞ、おれは」

「え～」

「え～じゃない。ガキの服なんぞ消しよう耗もう品ひんだ。すぐに汚したり破いたりするに決まっている。それが判わかっていてこんなバカ高い服を買えるか」

「汚さないもん！」

　頰をふくらませるクリスを見下ろし、伊織は容赦ない現実を突きつけた。

「さっきおまえのパスタの食べ方を見ていなければ、少しは信用してやる気にもなったんだがな。――とにかく、ほかにもいろいろ買かい揃そろえなきゃならんものがあるんだ。勝負服じゃあるまいし、ガキの服にそんな何万も出せるか」

「だ、だってだって――買ってくれるってゆったじゃん、イオリ！」

「着替えくらいは買ってやるとはいった。だが、こんな高いところで買う必要はない」

「ヒドい！」

　クリスは青い瞳ひとみに涙の粒を浮かべ、ホントにアリスが履はいているような革かわ靴ぐつで地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「ヒドいヒドい！　クリスにあんなヒドいことしたクセに！」

「ちょ――!?」

「クリスのことヘンなテープで縛ったりせまいとこに閉じ込めたりしたクセに！」

「待て！」

「あれこれした代わりに可か愛わいい服買ってくれるって約束したじゃん！」

「あ、あれこれって――」

　伊織は慌あわててクリスの口をふさぎ、あたりを見回した。案の定、周りのお母さまがたの視線が痛さを増している。ただでさえ奇妙なふたり組だったのに、クリスが聞き捨てのならないことをいい始めたおかげで余計に注目を浴びてしまっている。

「馬ば鹿か野や郎ろう……！　おれの人生を終わらせる気か!?」

　押し殺した声でクリスを怒鳴りつけ、伊織は少女の口を押さえた手をそろりそろりとはずした。

「だって、イオリが悪いんだもん！」

　上うわ目め遣づかいに伊織を睨にらみつけ、クリスはまたもや半泣きでわめき出した。

「だって、い、イオリが、あ、あんな――」

「判ったから泣くな、もう！」

　目の前で女の子に泣かれるのは幼よう稚ち園えん時代以来だ。伊織はクリスをなだめてどうにか泣きやませると、大きく肩を落としてレジに向かった。

「いらっしゃいませ」

　レジにいたおねえさんがにこにこ笑っているのを見て、伊織はいっそ死にたいとさえ思った。きっと駄だ々だをこねるクリスと伊織のやり取りを見られていたんだろう。

　いまさら何を取りつくろっても無駄だと悟った伊織は、大きく深呼吸してレジに身を乗り出し、小声でいった。

「すいません。これといっしょに、あれくらいの女の子に合う下着とかパジャマとか、ひと揃い見つくろってもらえませんか？　デザインとか色とかはどうでもいいんで、とりあえず、なるたけ安くお願いします」

「はい、かしこまりました。少々お待ちください」

　おねえさんにチョイスを任せ、伊織はレジに寄りかかって重苦しい溜息をついた。

「とんだ散財だ……」

　近所の量販店でなら、たぶんこのワンピース一枚の値段でクリスの三日分の着替えくらいは買い揃えられただろう。それを承知であえてここまで買い物にきたのは、とにかく知り合いに見られたくなかったからだ。ワゴンに山と詰まれた子供服や下着を選んでいるところなんかクラスメイトに見られでもしたら、あすを待たずして妙なウワサが学校中に広まってしまう。

「イオリ」

　伊織が何度も溜息をついていると、ブティック内の散策に飽きたクリスがやってきて、無む造ぞう作さにシャツの裾すそを引っ張った。

「イオリ、おなか空いたでしょ？」

「あ？」

「おなか空いてるでしょ？」

「あ、ああ……そういわれれば――腹が減るのが早いな、きょうは」

　気苦労が多いせいかな、というひと言を呑のみ込こみ、伊織はクリスの頭に何の気なしに手を置いた。

「ねー、何か食べようよ」

「買い物がすんだらな」

「え～？」

「服を買ってくれといったのはおまえだ。用事がすむまで我慢しろ」

　ちょうどいい高さにある少女の頭をぽむぽむ叩き、伊織はわずかに溜りゆう飲いんを下さげた。
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　わしわしと泡まみれの頭を洗っていたさつきは、脱衣所に人の気配が入ってきたことに気づき、顔を上げた。

　すりガラスの向こうに、青い人影が見える。

「むつきー？」

「んー」

　さつきが手を止めて問いただすと、くぐもった声が返ってくる。相手が妹だと知ったさつきは、ほっとしてふたたび頭を洗い始めた。

「入ってくるならひと言声かけてよ。おとうさんが入ってきたのかと思ったじゃない」

「はあ？」

「だってこの前なんか、わたしが服脱ごうとしてるところに平気で入ってきたのよ？　信じられなくない？」

「まあ、家の中に年頃の娘がいるって自覚に欠けてんのは事実だけどさ」

　洗面台で顔を洗っているのか、無責任な笑い声の合間合間に、ぱしゃぱしゃと水の音がする。さつきと違ってスポーツ万能のむつきは、所属している部の朝練もあって、かなりの早寝早起きだ。たぶんもう寝るつもりなんだろう。

「――ところでさあ」

「んー？」

　シャワーで泡を流していると、逆にむつきが尋たずねてきた。

「あんた、昼間いなかったじゃん？　どっか行ってたの？」

「ああ――」

　何と答えていいか判らず、さつきは曖あい昧まいに口を閉ざした。

　きょうは昼すぎから同じクラスの宮みや本もと伊織の自宅へ行っていた。学校はもちろん、街の図書館にもないような珍しい本があるというので、それを借りにお邪じや魔ましたのだ。

　本当に本を借りるのが目的だったのか、それとも別に目的があったのか、さつき自身にも実はよく判っていない。

　ただ、クラスの中で一番気になる男子が伊織だというのは本当のことで、だから反射的に、むつきに真実を告げることをためらってしまったのである。

　いったんシャワーを止め、さつきはあらためて聞き直した。

「――ねえ、今何かいった？」

「だからー、あんた昼間どっか出かけてたでしょって」

「ああ、うん。友達のとこ行ってた」

「え？　友達って誰？」

「ウチのクラスの宮本くん」

「え!?　男!?」

　素すっ頓とん狂きような声とともにいきなりガラス戸が引き開けられ、バンダナで黒髪をまとめた青いパジャマ姿のむつきが顔を覗のぞかせた。












「ちょっと!?」

「マジで男？　あんたのクラスにそんないい男いたっけ？」

「ど、どうしてそうなるのよ？」

「だってあんた、おとなしくて自己主張しない割にはさりげなく面食いじゃん。ブサイクとつき合う気ないでしょ？」

「別につき合ってるわけじゃないけど――」

「ああ、んじゃブサイクなんだ？」

「ブサイクじゃないわよ！　いいから閉めて、そこ！」

　軽くムカっと来て、さつきは戸を閉めた。

「ま、別にあんたが誰とつき合おうとかまわないけど、そんなにいい男ならちょっと気になるわね。今度あんたのクラスまで見物にいこうかな？」

「だからつき合ってないって」

「あー、はいはい。――んじゃ、おやすみー」

「…………」

　むつきが脱衣所からいなくなると、さつきは大きな溜息をもらしてシャワーのバルブを回した。ふたたび降りそそいできた熱いスコールが、さつきの髪からシャンプーの泡を押し流していく。

「……つき合ってないっていうのはホントなんだけどね」

　ぽつりともらし、さつきはタオルを頭に巻いてバスタブに身を沈めた。

　さつきと伊織は中等部の三年の時から同じクラスだった。ふたりとも読書が好きで、いつの間にか本の貸し借りをしたりする仲になっていたけれど、むつきがいうような関係にはなっていない。

　なっていないというか、この先そうなる可能性があるのかどうかも判らない。

　さつきは以前から、伊織の周囲に他人を寄せつけない空気があるのを感じていた。といっても、伊織がクラスで孤立しているということではない。さつきがわりと神経を使ってクラスの女子の中で立ち回っているのとくらべれば、伊織はよほどうまくクラスの男子たちとつき合っている。

　ただ、それでもある線から内側へは絶対に踏み込ませないバリアのようなものが、伊織にはあるように思えるのである。

「ご両親いないっていってたけど……そういうのと関係あるのかな」

　バスタブの縁ふちに顎あごを乗せ、さつきは嘆息した。

　そういえば、昼間借りてきた本をまだ一ページもめくっていない。

　早く全部読み終えて、次の週末には何かお土産みやげを持って本を返しにいこう。

　勝手にそう予定を立てて、さつきは風呂から上がった。
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　結局、地元に戻ってくるまでに、伊織たちは買い物の途中で二度も喫茶店に入った。クリスがおなかが空いてどうしても我慢できないといい張ったためである。この半日の間に、クリスは、自分が泣けばたいていのワガママは押し通せるということを学習したらしい。

「余計な知恵をつけやがって――」

　両手に持った大量の荷物を揺すり上げ、伊織は毒づいた。

「……それにしてもよく食ったな。ガキの食う量じゃないぞ、あれは」

　一軒目の喫茶店では、ブ厚いクロックムッシューをはふはふとたいらげ、次の喫茶店では小山のようなピラフをこれまたひと口も残さずに完食。クリスのような少女がそれだけの健けん啖たん振ぶりを発揮するわけだから、ブティックの時とはまた違った意味で注目されてしまい、伊織としては居心地が悪くて仕方がなかった。

　もっとも、あれだけ食べてもまだクリスは満足していないようで、さっきから伊織の手を引っ張り、早く家に帰って夕食を食べようとせっついている。

「……そう思うなら少しはおまえも荷物を持て」

「え～」

「おまえははたらかざる者食うべからずという言葉を――」

「あ、湖だー」

　説教の気配を察したのか、クリスはさっと伊織から離れ、公園へと続く石段を駆け降りていった。

　駅から伊織の家までは、この大きな公園を突っ切っていくのが一番近い。それに、日が暮れたあとはぐんと人ひと気けも少なくなるので、できるだけ人目を避けたい今の伊織には都合のいい帰宅ルートだった。

「…………」

　遊歩道に縁取られた池の周囲には、青い葉をつけた柳の木が、おだやかな夜風にその枝をなびかせている。幻想的といえば幻想的かもしれないが、人によってはどこか薄気味悪さを感じる光景だった。

　手て摺すりに寄りかかって真っ暗な池の水面を見つめていたクリスは、あとからやってきた伊織を振り返ることなく、ぽつりと呟いた。

「……この湖は、〝楽園エリジウム〟には通じてないの？」

「楽園エリジウム？　また唐とう突とつに何をいい出したんだ、おまえは？」

「えとね、こう……剣を投げ入れるとね、湖の中から妖精さんが現れて、舟に乗ってどこか遠いところに行けるんだって」

「どこのアーサー王だ、それは？」

　伊織はかさばる荷物を降ろして肩をほぐし、クリスの頭に左手を載せた。

「――あいにくだが、ここは湖じゃなくてただの池だし、通じてるのはアヴァロンでも楽園エリジウムでもなく玉たま川がわ上じよう水すいだ。それに、もしここに何かが棲すんでるとしても、せいぜい弁べん天てんさまくらいのもんだろ。少なくとも妖精さんじゃあない」

「なぁんだ、楽園エリジウムには行けないんだ……」

　クリスは気落ちしたように唇くちびるをとがらせた。

　それを苦笑混じりに見ていた伊織は、ふと眉をひそめ、

「……おまえ、アーサー王とか読んだことあるのか？」

「何それ？」

「だから、おまえが今いったヤツだよ。アーサー王が死ぬ前にエクスカリバーを湖に投げ入れると、ヴィヴィアンとかいう妖精の貴婦人が出てきて――」

「ううん、知らない」

「知らない？　じゃあ楽園エリジウムがどうのってのは何なんだ？」

「楽園エリジウムてゆうのはねえ、クリスが帰るところだよ」

「帰るところ――？」

「うん。帰らなきゃいけないところ」

「どういうことだ、それは？　おまえの家ということか？　おまえ、どこから来たんだ？　いや――そもそも親はどうしてる？　おまえのことを捜しているんじゃないのか？」

「親？　イオリのファーザー？」

「違う、おまえのだ！　おまえの親は、その……楽園エリジウムとかいうところにいるのか？」

　もしこれでクリスが無邪気に「うん」などと答えたら、伊織はひどい罪悪感に襲われたことだろう。ごくふつうの感覚で考えれば、それは彼女の両親がすでに故人となっているという意味だからである。

　が、クリスはやはり無邪気に「ううん」と答えた。

「クリスに親はいないよ。クリスだけじゃなくて、たぶん妖精には親なんかいないよ、みんな」

「……何？」

「楽園エリジウムはねえ、クリスたちが、いつかかならず帰らなきゃいけないところなんだって。一度も行ったことないからよく知らないけど」

「おまえ……何をいってるんだ？　妖精？　何が？」

「だから、クリスが」

「妖精？」

「うん」

　クリスは自分の顔を指差してにへらにへらと笑っている。

　昼間の問答は埒らちが明かなかったが、今度はさらにわけが判らない。伊織は両の人差し指でこめかみを押さえ、眉み間けんにシワを寄せて首をかしげた。

「少し整理するぞ。……つまり、おまえは妖精で、親はハナからいない」

「うん」

「おまえ、昼間はウォー何とかといっていなかったか？」

「うん。ウォーライクってゆう妖精なの」

「……それで、親はいないが楽園エリジウムというところに帰らなければならない。ただし、そこがどんな場所なのかは判らない――といいたいわけか？」

「うん。楽園エリジウムがどこにあるかも知らないけど、ただ、帰らなきゃいけない場所だってことだけは判ってるの」

「またそれか……」

　伊織は大きく溜息をついた。

　クリスのいっていることは何ひとつすじが通っていない。言葉は悪いが、やはりどこかおかしいんじゃないかと思ってしまう。七年も眠っている間に、この少女の頭の中では、夢想と現実の境界線がどろどろに溶けてなくなってしまったのかもしれない。

「つき合いきれん……」

　前髪をかき上げ、伊織は吐き捨てた。

「イオリ？」

　伊織の声のトーンが変わったことに気づいたのか、クリスは不安そうな顔で伊織を見上げた。

「どうしたの、イオリ？　もしかして怒ってる？」

「怒ってるんじゃない、笑ってるんだよ」

　無理矢理唇を吊つり上あげ、伊織はクリスの目線に合わせてしゃがみ込んだ。

「自分のバカさ加減に笑ってるんだよ。……だってそうだろ。おまえはおかしい」

「おかしいって？　クリスのこと？」

「おまえはどこかおかしいんだ。いっていることもおかしいし、そもそも七年も寝たままだったってことがおかしい。――一度きちんと医者に診みてもらったほうがいい。おまえにとっても、おれにとっても」

「イオリ……何、ゆってるの……？」

「それはおれのセリフだ」

　かすかに怯おびえの色を浮かべたクリスを見ていると、胸がちくちく痛んでくる。だが、ずっと押さえ込んできた反動で一気に噴き出し始めたいきどおりは、いまさら止めようと思っても止められなかった。

「おまえをあの棺ひつぎに入れておれのところに送り込んできたのは間違いなくおれの親父だ。でも、おまえは親父のことを知らないという。生まれや素す性じようを聞いても意味不明なことばかり口にして、詳しく聞こうとすると判らない、知らないを連発する。……ガキの虚きよ言げん癖へきにはもううんざりだ。最初から警察に任せるべきだった」

　妙な濡ぬれ衣ぎぬを着せられてしまうことばかり恐れていたが、冷静になって考えてみれば、日本の警察もそこまで無能ではないだろう。すべてを信じてもらえるかどうかはともかく、少なくとも、伊織がクリスを誘ゆう拐かいしてきたわけではないということくらい、ちょっと調べてみればすぐに判るはずだった。たとえ痛くもない腹を探られるにしても、支し離り滅めつ裂れつなクリスの妄もう想そうにこの先ずっとつき合わされるよりはましなはずだ。

　伊織は冷ややかに笑って立ち上がった。

「……おまえが妖精さんだろうと何だろうと、もうどうでもいい。警察に任せておけば、おまえが本当に帰らなきゃならないところくらいすぐに調べてくれるさ」

「人間には楽園エリジウムの場所は判らないよ。迎えが来ないかぎり――」

「はいはい、おしゃべりの時間はもう終わりだ、妖精さん。家に帰ってメシ食ってさっさと寝ろ。あしたの朝にはやさしい婦警さんが起こしてくれるから」

「……イオリのゆってること、よく判んない」

「だから、それはおれのセリフなんだよ。……おれにはクリスタベルさんのゆってることがちーとも判りません」

　冷たい皮肉とともに地面に置いてあった荷物へと手を伸ばした伊織は、しかし、ふと奇妙なことに気づいてすぐに身を起こした。

「……？」

　池の水面に、うっすらと霧きりが立っている。晴天が続いている近頃の湿度を考えれば、やや不自然な霧だった。それに、さっきまではまばらにあったはずのほかの人影が、いつの間にか見えなくなっている。

　街灯の明かりは消えていた。見上げればそこには月も星もなく、それどころか墨すみをぶちまけたような夜空すらない。一面に広がっているのは、陰いん鬱うつな夕暮れ時を思わせる暗い茜あかね色いろに染まる空だった。

「何だ、これ……？」

　突然現れた不気味な夕空に、伊織が呆然とあたりを見回していると、細かく震える小さな手が伊織の指先を握ってきた。

「おまえ――」

　伊織の手にすがりついたクリスは、もとから白い顔を青ざめさせ、不安げに落ち着きなくあたりに視線をさまよわせている。まるで何かを恐れ、何かを警戒しているかのようだった。

「おい、どうした？」

「判んない――」

　唇をわななかせ、クリスはかぼそい声で答えた。

「判んないけど……危ない――」

「危ない？　何がだ？」

「判んない――」

「くそっ……」

　この期ごにおよんでのクリスの意味深な物言いに、伊織はふたたび苛いら立だちに唇を嚙かみ締しめた。伊織は邪魔っ気な荷物をまとめて左手に持ち、右手でクリスの手を握り返して、足早に歩き出した。

「イオリ――」

「とにかく帰るぞ」

　何かいいかけたクリスを制し、伊織は深呼吸した。

　何がどうなっているのかは判らない。ただ、ふつうではないことが起ころうとしていることだけは判った。クリスのいいようではないけれど、それだけは直感によってはっきりと判る。

　このままここにいたら、やばいことになる――。

　得え体たいの知れない悪お寒かんが背中を無遠慮に駆け登ってくる。首筋に嫌な汗が流れ、それがたちまち凍こおりつくように冷えて、伊織の体温を容赦なく奪っていった。

　すべての音が消失した静せい寂じやくの中、石いし畳だたみの上に伊織たちの足音ばかりが響き渡る。その足音が余計に伊織の焦しよう燥そう感かんをつのらせた。

　異様な黄昏たそがれの空は、伊織たちの行く手にどこまでも続いている。この空の下で生きて動いているのは、ひょっとすると自分とクリスだけなのではないかという突とつ拍ぴよう子しもない考えが、伊織の心に重くのしかかってきた。

「――――」

　公園を突っ切り、住宅街のほうへと抜ける石段を登ろうとした伊織は、頭上にかかった影に気づいて視線を上げた。

「……え？」

　石段を登りきった先に、ひょろりとした背の高い男が立っていた。伊織たちを見み据すえるその男の手には、細長い棒のようなものが握られている。

「イオリ！」

　男がその棒を大きく振りかぶるのをぼんやりと見ていた伊織は、クリスの金切り声に我に返った。

「――!?」

　少女に腕を引かれてバランスを崩くずした伊織の鼻先を、男が振り降ろした棒がすさまじいいきおいで駆け抜けていく。ざくりとイヤな音を立てて石段の角に食い込んだそれは、鋭い穂ほ先さきを持つ槍やりだった。

「〝新米〟だな、おまえ――」

　男は血走った目を伊織に向け、粗そ暴ぼうさの窺うかがえる動きで槍を引き抜いた。

「〝新米〟のくせに……生意気だな。よけやがって――」

「ちょっ……待て、おい!?」

　男の槍が逆ぎやく袈げ裟さにすり上がり、伊織が咄とつ嗟さに身を守ろうとしてかかげた買い物袋をまっぷたつに切り裂いた。伊織が顔から火を噴く思いで買い揃えたクリスの着替えが、一瞬でリサイクル不能の燃えるゴミと化し、はらはらとあたりに舞い散っていく。

　しかし、金をかけた買い物をパーにされたことは、この際どうでもよかった。それよりも伊織は、目の前の男がどうやら自分を殺すつもりらしいということに気づき、慌てて逃げ出した。

「――正気か、こいつ!?」

　男に背を向け、自分がたった今歩いてきた遊歩道を全速力で引き返していく。

「たっ……たちの悪い夢でも、見てるのか――？」

　伊織は息を切らせながら自問自答した。

　昼前にクリスが船荷で自宅に送り届けられたところから、伊織はずっと長い夢を見続けていた――とかいうのであれば、いっそどれだけしあわせだったことだろうか。

　だが、伊織が今も感じている疲労や息苦しさ、それに握り締めたクリスの手が伝える彼女の震えは、まぎれもなく現実だった。

「……バカだな」

　伊織は唇をゆがめて呟いた。

　これが現実であれ悪夢であれ、本気でこの場から逃げおおせたいのであれば、この手を離すべきだ。ロクな速さで走れない少女の手を引いて走っていたら、相手がよほどののろまでないかぎり、振り切ることなんかできやしない。

「どこまでバカなんだ、おれは」

　伊織はクリスの手を振りほどいた。その拍子にクリスが足をもつれさせ、絶望的な表情を浮かべて前につんのめる。

「あっ――」

「気をつけろよ」

　前のめりにスッ転びそうになったクリスの腰に手を回し、伊織は少女の身体からだをひょいと抱き上げた。

「イオリ……！」

「……少し黙っていろ。舌を嚙んだらしばらく何も食えなくなるぞ」

　クリスを背負って走り出した伊織は、低い声でそうもらした。

　すぐ後ろから、非日常的な凶器を振り回す男が追いかけてきているというのに、伊織はひどくおだやかでいられた。それはたぶん、自分の身軽さから来ているんだろうと伊織は思う。

　伊織には親兄弟がない。肉親といえば風来坊の叔父と、一度も会ったことのない母方の曾そう祖そ母ぼくらいのものだ。クラスでも親友と呼べるような友人はいないし、学校の外に親しい知り合いがいるわけでもない。たとえ伊織が死んでも、それを哀かなしんでくれる人間はせいぜい二、三人だろう。

　残していく人間のことを思うとこんなところでは死ねない、なんて考えは伊織にはない。そういう身の軽さ、しがらみのなさが、よくも悪くも伊織を達たつ観かんさせ、結果的に冷静にさせているのかもしれなかった。

「それにしても、あいつは、いったい――」

　池の真ん中に架かる橋を渡っていた伊織は、肩越しに後ろを振り返った。

「!?」

　ほんの数メートル後方まで追いついてきていた男が、黒い影を引きずるようにして姿を消した。

「イオリ！」

「うお!?」

　クリスの声に咄嗟に立ち止まった伊織は、すぐ目の前で橋の欄らん干かんがさくりと切断されるのを見た。一足飛びに伊織たちを飛び越して前に回り込んだ男が、あの槍を一いつ閃せんさせたのである。

「〝新米〟も〝新米〟……どうやらまだ何も知らん口らしいな――」

　スチール製の欄干をちくわのようにたやすく切断した男は、手て馴なれた槍さばきで伊織に突きかかった。

「じょっ――待てよ、おい！」

「死にたくなければその小娘を置いていけ」

「はぁ!?　な、何を――」

　何を馬鹿な――の言葉を呑み込み、伊織は後ろに飛びのいてまた走り出した。

「ウォーライク――」

　伊織に負おぶさっていたクリスが、伊織の耳もとで声を震わせた。

「何!?　何ていった、今？」

「ウォーライク――」

「何がだ？　まさかあのキレてる野郎も、おまえいうところの妖精さんだっていうんじゃないだろうな!?　この状況でくだらん禅ぜん問もん答どうをするつもりはないぞ、おれは！」

「違う……あの、武器のほう――あれが、ウォーライク」

「おまえ、いい加減にしろよ！　あれのどこが妖精さんなんだ!?」

「でも、本当に――」

「ウォーライクだか何だか知らんが、おまえはれっきとした人間だろう？　あの物騒な凶器とおまえがどうして同類なんだ!?」

「手に取れば、判るもん」

「だから何をだ!?　おまえのいってることはいつも思わせぶりで――」

「ぶっきらぼうだけど、イオリはやさしいね」

　クリスは身を乗り出して伊織の唇にそっとキスをした。

「――――」

　伊織がそれを幼い少女の他意のないスキンシップだと流せなかったのは――それが伊織のファーストキスだったという衝撃の事実はさておき――伊織の口の中に、明らかにそれと判る血の味が広がったからだった。

「おまえ、どこか怪け我がしてるのか？」

　首をひねって間近からクリスの顔を見つめる。

　しかしクリスは、血で赤く染まった唇をにこっと吊り上げ、何もいわずに伊織の背中から飛び降りた。

「おい――!?」

　クリスの突然の行動に、伊織は反射的に立ち止まって手を伸ばした。

　すぐそこまで男は迫っている。クリスの後うしろ襟えりを引っ摑み、強引に引きずってでも逃げなければ、男は一撃でクリスを輪切りにするだろう。

　ところが――クリスに向けて伸ばされた伊織の手は虚空しか摑めなかった。

「!?」

　クリスの身体が一瞬にして沈んでいく。地面に落ちた、彼女自身の影の中へと。

　伊織はそれを目の当たりにして唖あ然ぜんとしていたが、同じ光景を目撃した男は、忌いま々いましげに舌打ちしてその眼光を伊織に向けてきた。

「……〝鞘ロのー主ド〟に選ばれたことを恨むんだな」

「な、何をいって――!?」

　伊織の問いには答えず、男は大きく振りかぶった槍を横一文字に繰り出してきた。

「！」

　伊織の脇腹に鋭えい利りな穂先が吸い込まれる寸前、何か青白く輝くものが伊織の足元から飛び出してきて、男の槍を強くはじいた。

「ちっ！」

　たたらを踏むようにして後ずさった男が、憎々しげな顔つきで歯をきしらせる。

　だが、伊織は男を見てはいなかった。

　たった今、伊織の窮きゆう地ちを救った輝き――クリスが沈み込んだ影の中から代わりに飛び出してきた青白い光が、大きな弧こを描いて伊織の目の前へと落ちてきて、コンクリート製の橋に突き立った。












　それは、ひと振りの両刃の剣だった。細身だが流麗なフォルムと、刃や柄に刻み込まれた美しい渦うず巻まき状じようの模様――黄昏の空の鈍にぶい光を跳ね返して青白く輝く剣が、伊織の眼前で細かく震えている。

　剣を凝視する伊織の背中に、誰かの声が飛んできた。

「宮本伊織！　その剣を取れ！」

「え――」

　伊織は慌ててあたりを見回したが、声の主がどこにいるのかは判らなかった。

「手に取れば判る！　早くしろ！」

「もうひとり――もうひと組いるのか!?」

　男は何かを警戒するように四方に視線を飛ばしたが、すぐにまた伊織を睨ねめ据すえ、槍を振りかぶった。

「くっ……！」

　伊織は反射的にその剣を引き抜き、一気に五、六メートルほど飛びすさった。

「!!」

　もともと伊織はさしてスポーツの得意なたちではなく、まあまあ人並みよりはマシという程度でしかない。そんな自分が見せた現実離れした跳ちよう躍やくに、伊織自身、しばらく声が出なかった。

「……え？」

　自分の身に何が起こったか判らないまま、伊織は手の中の剣を見つめた。

　剣道の竹刀しないすら使ったことのない伊織にとって、金属製の剣を手にするなどもちろん初めての経験だったけれど、それは不思議と伊織の手に馴な染じみ、もうずいぶん昔から触れていたかのような安心感をあたえてくれた。

　と同時に、自分の体内から何か熱いものが湧わき上あがってくるのを感じる。

「……！」

　それは、日頃の伊織とは縁遠い、ある種の激しい衝動だった。

「宮本伊織！　ぼーっとするな！」

　剣を見つめて立ち尽くす伊織のすぐ目の前に、槍の男が迫っていた。さっきの声が伊織に注意をうながした時には、すでに両者の距離はほとんどゼロになっている。

「その剣を――置いていけ！」

「…………」

　低い位置から伊織のみぞおちのあたりへと鋭く伸びてきた槍を、しかし、伊織はわずかに半身になることでかわし、さらに男の背中を蹴って後ろに飛んだ。

「ぐっ！」

　バランスを崩して呻うめいた男を一瞥し、伊織は手にした剣を指で軽く叩いてみた。

「……ひょっとして――クリスか？」

『うん』

　剣の刃が微妙に震しん動どうし、それが少女の声となって聞こえてきた。

　だが、不思議と伊織に驚きはない。剣を握った瞬間、これがあの金髪の少女なのだということはなぜか理解できていた。

「手に取れば判るといったのは、要するにこういうことか？」

『うん』

「そうか。これがウォーライクなわけだな」

　伊織は右手に握り締めたクリスを軽く振り回し、顔を上げた。

　あの男が槍を構えて伊織を見据えていた。

「手間が増えたか……」

「何の手間だ？」

　淡々と聞き返した伊織は、まばたきひとつの間に男の懐ふところへ飛び込み、両手持ちに構えた剣をバットでも振り回すみたいに打ち込んだ。素人しろうと丸出しのフォームだが、そのスピードだけは尋じん常じようでなく速い。

「ぐ、ぉ――っ！」

　槍を立てて伊織の一撃を受け止めた男の身体が、欄干を越えて大きく吹き飛んだ。それこそバットで打ち返された野球のボールのように、低い弾道曲線を描いて人間が飛んでいく光景は、それをやらかした伊織自身が呆あつ気けに取られるほどだった。

『イオリすごーい』

「……すごいのはおまえなんだろう？」

　無邪気に笑う手の中のクリスを見つめ、伊織は目を細めた。

　剣を手に取った時から――正確にいえばクリスの血を口にした時から、伊織は自分の中のいろいろなものが解放されていくのを感じていた。腕力、脚力、それに視覚や聴覚といった、ありとあらゆる身体能力のリミッターが次々に解除されていくのが判る。

　そして何よりも、精神的な枷かせから急速に解放されていくのがはっきりと判った。未知の敵に対する恐怖は完全に消え去り、明確な戦意がそれに取って代わっていく。

　すでに伊織は、ここからどうやって逃げ出そうかなんてことは微み塵じんも考えていない。どうやったらあの男を倒せるか――自分と目の前の男と、どちらが強いかということだけを考えている。ふだんの伊織からすればありえないことだった。

「くそっ……デカい魚を逃がした気分だぜ」

　派手に吹っ飛ばされた男は、係留されていたボートの上にうまく着地し、伊織を睨みつけた。

「何も知らん〝新米〟が相手なら、簡単に狩れると思ったが……」

「おしゃべりだな、あんた」

　伊織は唇を吊り上げ、男の多弁を笑った。

　もっとも、伊織にも何となく男の気持ちは判る。たぶん、精神が高こう揚ようするあまり、胸の奥からこみ上げてくる感情をつい口にしてしまうのだろう。実際、今の伊織も、こみ上げてくる笑いを抑えるのに必死だった。

　ふだん味わうことのない高揚感が伊織の全身を支配しつつあった。それが、いつにない粗野な言葉遣いとなって伊織の口から飛び出してくる。

「……おまけに根性も悪いらしい」

「黙ってろ、小僧！」

　ボートの船縁を蹴り、ひと飛びで橋の上まで戻ってきた男は、伊織の胸もとを狙ねらって矢継ぎ早の突きを繰り出してきた。

「……ふん」

　左右の動きが制限される橋の上だというのに、伊織は男の突きをたくみにかわしていく。伊織の動体視力は、人間離れした男の動きを完全に見切っていた。

「は！」

　それまで正面からの突きばかりに徹していた男が、不意に槍の軌道を変え、低い位置から伊織に斬りつけてきた。

『イオリ！』

「――問題ねえ」

　冷ややかに吐き捨てた伊織が柄を踏みつけて槍を封じ、逆足で男の首筋を蹴飛ばす。伊織にはもちろん格闘技の経験もないが、身体が勝手に動いていた。

「がっ――ぐ」

　水平方向にスッ飛んでいった男は、池の上のスワンボートを破壊し、そのまま土ぼこりを巻いて向こう岸の遊歩道の上を転がっていった。

「よく飛ぶもんだ」

　ボートを踏み台にして一気に岸辺へと移動し、伊織は低い声で笑った。

「！」

　苦痛に呻いていた男は、すばやく身を起こして槍を水平に構えた。

　そこに、伊織の力任せの一撃が飛んでくる。

　ばきん――と耳障りな金属音とともに男の槍がまっぷたつに切断され、男の胸に浅い傷が刻み込まれた。

「まっ、待て――」

「ムシのいいことぬかすな」

　伊織は膝ひざをつきかけた男の腹に回し蹴りを叩き込んだ。

「ぐほ――」

「おれは何度も待ってくれと頼んだが、てめえはそれをことごとくシカトしてきたんだぞ。それが今になって待ったはねえだろうが」

　ごろごろと転がって仰あお向むけに倒れた男へと足早に詰め寄り、伊織はその胸を無造作に踏みつけた。

「ぐ――」

「第一、いきなり襲いかかってきたのはそっちだ。何も判らねえおれを殺そうとしやがって……自業自得ってモンだろ」

　伊織は剣を逆手に持ち替えて男の胸に突き立てようとした。

「そこまでにしておけ、宮本伊織」

　伊織が振り降ろした剣は、横から伸びてきた刃にはじかれ、男の首をかすめるようにして石畳に突き刺さった。

「！」

　伊織がはっとして顔を上げると、すぐ目の前に、やけに気合いの入ったスーツ姿の美女がいた。どこかで見たことがあるような気もするが、すぐには思い出せない。

　ガンメタリックな輝きを帯びた剣を手に、伊織が男にとどめを刺そうとするのを邪魔した女は、低く押し殺した声でいった。

「よく見ろ。もう勝負はついている。……殺す気か？」

「――――」

　伊織はゆっくりと剣を引き抜き、男を一瞥した。伊織に踏みつけられたのが効きいたのか、すでに男は完全に意識を失っている。もしあのまま剣を突き立てていれば、男は確実に死んでいただろう。

　今になってそのことに気づいた伊織は、目を見開いて剣を持つ自分の手を見つめた。

「〝血〟に当てられたな。慣れていないとよくそうなる」

　美女は剣を肩にかついで嘆息した。

「……どうやら本当に何もかも初体験らしいな。見張っていて正解だった」

　伊織は女に視線を転じ、ゆっくりと後ずさった。

「……あんたは？」

「おまえな……」

　女はがくっと肩を落として頭をかいた。

「いくら授業を受けてないからって、教師に向かってそれはないんじゃないか？」

「……え？」

「美術の早瀬だ。名前と顔くらいは知ってるだろう？」

「は、早瀬先生……？」

　伊織は眼鏡を押し上げて美女の顔を凝視した。

「思い出したか？」

「思い出したというか――」

　伊織の通う三み日か月づき学園の高等部には、確かに早瀬薬子という美術教師がいる。いるにはいるが、伊織の知る早瀬教諭はもっともっさりとした、いつもよれた白衣を着ている黒縁メガネで洒落っ気の欠けつ如じよした無ぶ愛あい想そうな女だった。

「本当に……早瀬先生ですか……？」

「教師を疑うのか、おまえは？」

「いや、しかし――」

　その時、遠くで鐘かねが鳴るような音がした。

「……そろそろ〝逢魔が刻トワイライト〟が終わるな」

　遠い空を見上げていた薬子が呟いた。

「な、何ですか、〝逢魔が刻トワイライト〟って？」

「あとでゆっくり説明してやる。とりあえず、きょうはもう家に帰れ」

　薬子は肩にかついでいた剣を足元に落とした。

「おおっと」

　地面に落ちた剣と入れ替わるように、その影の中から女の子が飛び出してきた。

「先生――それも、ウォーライクってヤツですか？」

　伊織が目を丸くして尋ねると、少女はぺっと唾つばを吐き捨て、

「おい小僧、このエルクドゥーンさまをつかまえてソレ呼ばわりたぁナメた口を叩くじゃねえか。てめェにこの渡と世せいでのシノギってェヤツをとっくりとぶあ！」

「黙れ」

　袖そでをまくって啖たん呵かを切る少女の脳天を殴なぐりつけて黙らせ、薬子は伊織の持つ剣を指差した。

「――そっちの子もそろそろ戻してやれ。その姿のままだと腹の減りが早いらしい」

「えっ？　あ、ああ……こう、ですか？」

　薬子がやったように伊織が剣を手放すと、剣が地面に落とした影の中に吸い込まれ、代わりにクリスが飛び出してきた。

「――ふう」

　クリスはおなかのあたりを撫でてひと息つくと、伊織を見上げてにっこり笑った。

「もうおなかぺこぺこだよ、イオリ。ねえ、ゴハンは？」

「おゥおゥ、そこの小娘！　おめェもウォーライクの端はしくれなら、もうちっとそっちの小僧を教育しておぐげあっぷ!?」

「だから黙れといっている」

　エルクドゥーンのお尻しりにハイヒールの爪つま先さきで喝かつを入れ、薬子は伊織たちに背を向けて歩き出した。

「――あしたの放課後、美術準備室に来い。いろいろと教えてやる。それまでは無む闇やみやたらと出歩かないことだ。……特にその子、迂闊に外をうろつくと今のような目に遭あうからな」

　そういわれて、伊織はいまさらのようにさっきの男のことを思い出した。

「ちょっ……せ、先生！　この男はどうするんですか!?」

「放っておけ。あと小一時間もすれば目を醒さます」

「でも――」

「いいんだ。どうせそいつにはもう何もできないし、それ以前に何も覚えていない」

　立ち止まった薬子が肩越しに伊織を振り返る。

「……ウォーライクを失ったそいつは、もう〝鞘ロのー主ド〟ではないということだ」

「それじゃ何が何だか判りませんよ」

「うるせえぞ、小僧！」

　薬子につきしたがって歩いていた少女が、伊織に向かってまた悪態をついた。

「薬子さまがあとで説明してやるとおっしゃってるんだ、きょうのところはおとなしく帰りやがれ！　でねェと――」

「エルク」

「……ちっ」

　薬子にたしなめられ、少女はようやく口を閉ざした。

「じゃあな、宮本伊織」

「はあ……」

　薬子と少女を見送った伊織は、ふとクリスに手を引かれて我に返った。

　気づけば、さっきまで奇妙な夕焼け色に染まっていた空は星の少ない夜空へと変へん貌ぼうし、水鳥やカエルの鳴き声、遠くを走る電車の音といった環境音楽も復活している。

「――――」

　伊織は目をしばたかせ、自分の手を握る少女を見下ろした。

「どうしたの、イオリ？　早く帰ろ」

「……ああ」

　一時期の高揚と狂きよう騒そうがすぎてしまえば、すべてが夢だったのではないかという気がしてくる。

　けれども、すぐそこにはあの男が意識を失ったまま倒れている。伊織の肩口や脇腹にも、ごくごく小さな切り傷が無数にできていた。

　あれは、まぎれもなく現実にあった戦いだった。

「……帰るか」

「うん」

　嬉々としてしがみついてくるクリスを連れ、伊織は家路に就ついた。






















　月曜の朝、伊い織おりは何ごともなかったような顔をして学校にやってきた。

　無論、何もなかったわけではない。きのうの昼、クリスタベルが宮みや本もと家にやってきてから始まった日曜日は、これまでの伊織の人生の中でもかつてないほどに濃密な一日だった。

　が、伊織はそんなことはおくびにも出さない。

「よう、山やま崎ざき」

　クラスへとやってきた伊織は、自分のすぐ後ろの席にすでに座っていた悪友に声をかけた。

「――さっそくだが、ゆうべの戦果はどうだった？」

　机にカバンを置いて尋たずねる。ゆうべ伊織が公園で死にそうな目に遭あっていた頃、山崎は女子大生たちとのコンパを楽しんでいたはずなのだ。

　しかし、山崎はひどく哀かなしげな顔をしてふるふるとかぶりを振るばかりだった。一見して玉ぎよく砕さいしたのだと伊織には判わかったが、こんな時に傷心の友人にかける言葉を伊織は知らない。というより、やさしい言葉なんぞかけてやる気にもなれない。

　だいたいこの山崎という男は、相手の子の気持ちとは無関係にいつもほぼ一方的に恋に落ち、周りも見ないで一直線に突貫したあげく、見事に砕くだけ散ちるというようなことを何度となく繰り返している。もはやいちいちなぐさめるのも面倒だというのが伊織の感想だった。

「また玉砕か」

　伊織がことさら淡々と事実を確認すると、山崎は小さくうなずき、目もとを覆おおってさめざめと泣き出した。周りにいた連中も、その様子だけで、山崎の身に――毎度のことながら――大きな不幸が起こったのだと察したらしく、大おお袈げ裟さに溜ため息いきをついたり苦笑したり、とりあえずそっとしておこうという空気をかもしている。

　伊織も肩をすくめて自分の席に着き、一時限目の授業の準備にかかった。

　正直なところをいえば、きょうは学校を休みたかった。もっといえば、クリスの件が片づくまでは呑のん気きに学校なんか行ける気分ではない。

　けさだって、伊織といっしょにいたいとゴネまくるクリスをどうにかこうにかなだめすかして、伊織だけ家を出てきたのである。出かける直前に見た、あの不ふ貞て腐くされたような半泣きのクリスの顔からすると、今頃はそうとう荒れているに違いない。

「……かといって、子連れで学校へ来るわけにもなあ――」

「おはよ、宮本くん」

「おう」

　伊織がぶつぶつ呟つぶやいていると、隣となりの席にさつきが座った。

「どうかしたの？　朝から難しい顔してるけど？」

「そうか？」

「うん。眉み間けんにシワ寄せてたよ。ひょっとして、数学の宿題やってこなかったとか？」

「……それもある」

　さつきにいわれるまで宿題のことなんかすっぽり忘れていた伊織は、だからといってことさら慌あわてるわけでもなく、重々しくうなずいた。自宅にかくまっているクリスのことを思えば、宿題を忘れるくらいたいしたことではない。たいしたことではないのだと自分にいい聞かせ、とりあえず宿題の存在を頭の中から追い出すことにした。

「それもあるって、宿題のほかにも何かあるの？」

「ないわけではないが、それも別にたいしたことじゃあない」

「そのわりには深刻そうな顔だったけど……」

「おれはいつもこういう顔をしている」

「……そういわれるとそうなんだけどさ」

　微妙な表情で首をかしげていたさつきは、自分を呼ぶ声に気づいて席を離れた。

「――おい、宮本」

　さっきまで哀しみの涙に暮れていた山崎が、後ろの席からぬうっと首を伸ばして伊織にささやいた。

「復活が早いな」

「そんなことはどうでもいい。……それよりおまえら、本当につき合ってないのか？」

「なぜそうなる？」

「やけに仲がよさそうだ」

「今のやり取りだけでそう思えるのなら、世の中はカップルだらけだな」

「ああ。腹立たしいことにそれは正しい。きのうの夜も、長身のイケメンたちが次々に女子大生のおねえさんたちをお持ち帰りしていった……この世は大多数のカップルと哀れなひとり者によってできているのだ」

「また泣くなよ、おい」

「ごまかすなあ！」

　山崎は伊織の後うしろ襟えりを引ひっ摑つかんでがくがく揺さぶった。

「おまえ、本当は牧まき島しまとつき合ってるんだろう？　そしてこの俺おれを陰で冷ややかに笑っているんだろう!?　青春の日々を孤独にすごすこの俺を！」

「……冷ややかに笑うだけならクラスのほぼ全員が笑っていると思うが」

「何だとお!?」

「だいたい」

　伊織は山崎の手を振りほどき、教室の入り口のところで別のクラスの女子とおしゃべりしているさつきを見やった。

「――おれと牧島の今の会話で、どうしてそんな勘違いができるのかが判らん」

「いや、おまえの態度というより、牧島のほうがな」

「牧島がどうした？」

「間違いない。あれはおまえに惚ほれている目だ」

「ほう」

　失恋街道まっしぐらの男がそんなことをいってもまったく説得力がない。気のない返事から伊織の胸中を読み取ったのか、山崎は、

「おまえ……俺の言葉を信じてないな？」

「信じたい気持ちはあるが、残念ながら理性がそれを許さんのだ」

「バカにすんなよ、宮本！　その女が男に恋をしてるかどうか、俺には目を見れば判るんだぞ！」

「おまえにそんな特殊能力があるとは初耳だ。……しかし、そんな便利な能力があるのにどうしていつも玉砕するんだ、おまえは？」

「そこだよ、そこ！　……実は俺、その女が恋をしているかどうかは判っても、その対象が誰だれなのかってことまでは判らねえんだ」

「つまりアレか、恋をしていそうな女を見つけるたびに、おまえはその対象が自分ではないかとはかない望みをいだき、結果的に無む駄だな努力を繰り返しているわけか」

「はかない望みとか無駄な努力とかいう表現はムカつくが、おおむねそんな感じだ」

「哀しいヤツだな、おまえ」

「同情はいらん」

「そうか。それはそうと、あそこで牧島と話し込んでいるのは誰だ？」

「何だよ!?　もう俺の話題は終了か？　少しは哀れめよ、俺を！　この俺を！」

「同情はいらないといっただろう？」

「ああいえばこういう！　このひねくれモンの正直モンが！」

　忌いま々いましげに舌打ちした山崎は、伊織がそっと指差したほうを見やり、

「……おまえがいってんのはあのサバサバ系のことか？」

「婦女子をどうカテゴライズするかはよく知らんが、とにかく牧島と話し込んでいる背の高い女子のことを聞いている」

　漆しつ黒こくのストレートロングの髪が特徴のその少女は、さつきと何ごとかおしゃべりしながら、ときおり伊織たちのほうをちらちらと見ている。

「ありゃあおまえ、牧島の妹だぞ」

「牧島の？　てっきり上級生かと思ったが……そういわれれば似ていなくもないな」

「おまえ、中等部でも牧島といっしょだったよな」

「ああ」

「それなのに知らなかったのか？　牧島んとこは双ふた子ごだぜ？」

「双子？」

「まあ、二卵性だっていうから瓜うりふたつってカンジじゃないけどな。確か今年は三組だったんじゃねえかな？　名前は――ああそうだ、むつきっていったかな」

「ほう」

　顔立ちこそ似ているが、確かにさつきとむつきは、いわゆる双子というほど似ているわけではない。むつきのほうが背が高く、髪が長く、ついでにいえばプロポーションもよさそうだった。

　俺は妹のほうが好みだな――などと聞かれもしないことを呟き、山崎はにやりと笑って伊織の肩を叩たたいた。

「……そんな基本情報も知らんとは、どうやらおまえたちがつき合ってないってのは本当らしいな」

「だから最初からそういっている」

「しかし気になるな」

「何がだ？」

「牧島の妹、ときどきこっちを見てるだろ？」

「ああ。おれもさっきからそれが気になっていた。だからおまえに聞いたんだよ」

「宮本よ……あの目は誰かに恋をしている目だぜ」

　そう語った山崎の唇くちびるはヘンなふうにゆがんでいた。おそらく本人としては、精一杯ニヒルな表情を浮かべたつもりなんだろう。

「……山崎。おれは破滅の運命に向かおうとしているおまえを止めるべきなのか？」

「黙ってろ、宮本。今度こそ間違いねえ。……あれは俺に恋してる目だ」

「まあ、少なくともおれに恋してるわけじゃなさそうだが」

　不屈の闘とう志しを持つ山崎に呆あきれながら、伊織は数学のノートを開いた。
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「――あれ？」

　授業は四時限目に入っていた。空腹が頂点に達し、それにともなって睡すい魔まが猖しよう獗けつを極める魔の時間帯である。

　きのうの精神的疲労のせいで、はや二時間目からこっくりこっくり始めていた伊織は、後ろの席からあがった怪け訝げんそうな声に目を醒さまし、さりげなく周囲の様子を窺うかがった。

　さいわい、伊織が居眠りをしていたことは教師にはばれていないらしい。

　伊織は肩越しに小声で山崎に尋ねた。

「……どうした？」

「いや、あれ見てみ」

　伊織の席は教室内の一番窓際にある。山崎にうながされて何気なく窓の外を見やった伊織は、ツツジの植え込みの向こうにある正門を見て、思わず腰を浮かせかけた。

「――おいそこ、どうした？」

　がたりと椅い子すが鳴ったのを聞きとがめた歴史のマオ先生が、伊織たちのほうを見やった。ちなみにマオというのは、中国の偉大な指導者を思わせる風ふう貌ぼうと、マオカラーのジャケットを愛用しているところからついたあだ名で、本名は鈴すず木きという。

　咄とつ嗟さに言葉が出てこない伊織に代わって、よせばいいのに、山崎がわざわざ立ち上がって律りち儀ぎに答えた。

「センセー、何かあそこに不法侵入者みてえのがいます」

「何？　どこどこ？」

「え!?　不審者!?」

　山崎の発言を契機に、クラス中の視線がいっせいに窓の外に向いた。

「――あんな正々堂々とした不法侵入者は見たことねえな」

　へらへら笑いながら、山崎が正門を指差す。

　そこには、格こう子し状じようの門を必死によじ登ろうとしている幼い少女の姿があった。

「何だ、あれ？」

「不審者っつーか……どっかのガキじゃね？」

「でもなんか金髪っぽいけど」

「うお、何？　金髪の美少女？」

　クラスメイトたちがわいわい騒ぎ立てるのを遠い世界のことのように聞き流し、伊織は机に肘ひじをついて額ひたいを押さえた。

「あのガキ……！」

　誰にも聞こえない声で毒づき、伊織は頭をフル回転させて最善策を模索した。

　本当に一瞬、遠目にちらっとしか見なかったが、あれは間違いなくクリスだった。さすがに声は聞こえてこなかったけれど、何かわんわんわめきながら必死に正門を越えようとしている。どうやってこの学校を突き止めたのかは知らないが、おそらく伊織を捜してここまでやってきたのだろう。

　もしこのままクリスが校内に入ってきたら、伊織が一番恐れていた事態が現実のものとなってしまう。

　しかし、いくら考えをめぐらせても、この絶望的な状況を打破する神の一手は見つからなかった。衆しゆう人じん環かん視しの中、伊織があそこまで行ってクリスを折せつ檻かんして家に追い返すわけにはいかないし、さりとてこのまま傍ぼう観かんしていても、教師や警備員が出てきてクリスを保護、そして結局は伊織が校内放送で呼び出されるはめになる。

　伊織がこめかみを押さえてうむむむ……とやっていると、隣の席のさつきがそっと耳打ちしてきた。

「何なのかな、あの子？　日本人じゃないみたいだけど――」

「おれが聞きたい」

「え？」

「いや、何でもない」

「おい、見ろよ！　先生が出てきたぜ」

　誰かがそういうのを聞いた伊織は、唇を真一文字に引き結んで立ち上がり、窓の外を見やった。

　正面玄関から警備員といっしょに出てきたのは、白衣をだらしなく着き崩くずした二〇代後半の女性教諭だった。

「誰だ、あれ？」

「美術の早はや瀬せ先生だろ」

「いっちゃ悪ィけどいつ見ても野や暮ぼったいよなあ」

「バッカ、おめえ、あの先生、実はすげえ美人だぞ？」

「マジかよ？」

「この前、先生が帰る時にちらっと見たことあんだけど、私服すげーのよ、あの人」

「あ、オレも見た！　ビシッとしたブランドもののスーツで、一瞬どこのチーママの出勤かと思ったもん。髪型もわざわざコテ当てたみてえに決まっててさ」

「えー！　俺も見てえ！」

「何いってんの？　バッカじゃないの、男子！」

「いいからおまえら席に着け！　授業中だぞ！」

　鈴木教諭が大きく手を叩いてざわつく生徒たちを席に着かせる。

　その間も、伊織はじっと薬くす子この動きに注視していた。

　門を乗り越えて侵入してきたクリスのもとへと歩み寄った薬子は、クリスの頭を撫なでながら警備員と何ごとか話し合っていたが、やがてクリスを連れて校舎の中へと引き返していった。

　死角に入る寸前、薬子は顔を上げて伊織のほうを見上げた。

　その目が、「絶対に美術準備室に来い」といっているようで、ほっとするやらげんなりするやら、伊織は人知れず胸に詰めていた空気を静かに吐はき出だした。

　　　　　[image: ]

　三み日か月づき学園の高等部普通科では、二年にならないと美術の授業がない。

　だから、まだ一年の伊織が美術教師の早瀬薬子のことをよく知らないのは当たり前のことだった。

　けれど、公園でのやり取りを考えると、薬子のほうはまえまえから伊織のことを知っていたんじゃないかという気がする。なぜ薬子が授業も取っていない一年生の名前を知っていたのかは不明だが、とりあえずクリスの件がある以上、伊織としても薬子のもとを訪ねないわけにはいかなかった。

「――宮本くん」

　伊織が帰り支じ度たくをしていると、カバンを背負ったさつきが声をかけてきた。

「わたし図書館寄るけど、宮本くんも行かない？」

「いや、おれ、先生に呼ばれてるから」

「え？　何かやらかしちゃったの？」

「おれは何もしていない」

「何もしていないのに呼ばれたの？」

「たぶん、将来のことについて深刻な話をされるんだろう。それもこれも無責任な親おや父じのせいだな」

　薬子に呼ばれているのは事実だし、そこで伊織の人生に大きくかかわりかねない深刻な話が出ることもまあ間違っていない。もとを正せば父親のせいだというのも本当のことだ。伊織は何ひとつ噓うそはいっていない。

　ただ、どうやらさつきは、両親のいない伊織が進路相談か何かで担任に呼ばれたのだと勝手に思い込んだらしく、ぎこちない表情でうなずいた。

「そっか……いろいろたいへんなんだね、宮本くんも」

「悪いな、つき合えなくて」

「ううん、別に。――それじゃ、またあしたね」

「ああ」

　教室の前でさつきと別れ、伊織は東棟に向かった。

　サッカー部だかテニス部だか、とにかく窓の外から、部活動にいそしむ生徒たちの声が聞こえてくる。高等部進学と同時に迷うことなく帰宅部を選択した伊織には縁のない健全さだ。

　そんな少年少女が生み出すすこやかな喧けん騒そうから遠く離れた東棟には、理科室や美術室といった特別教室が集中している。だが、この学園に美術部があるという話を寡か聞ぶんにして伊織は知らない。

　物音ひとつしない美術室をスルーし、その向こうにある美術準備室の前に立った伊織は、軽くドアをノックした。

「宮本です。失礼します――」

「イオリー！」

　伊織の言葉も終わらないうちにがらりと扉が引き開けられ、中からクリスが飛び出してきた。

「ん～～～～！」

　伊織の腰にがしっとしがみつき、まるでタオルで顔でも拭ふくみたいに、伊織の腹に顔を押し当ててぐりぐりと左右に振る。

「うぜえ……」

　ぼそりともらした伊織は、準備室の奥で薬子がにやにや笑っているのに気づき、クリスを中に押し込むようにして後ろ手に扉を閉めた。

「イオリ遅い！　クリス、ずっと待ってたんだよ！」

「あー、はいはい」

「またそうゆうことゆうし！」

「いいから少し静かにしてろ」

　しっかとしがみついたままのクリスを引ひき剝はがし、伊織は薬子に頭を下げた。

「どうもお手数をかけまして」

「気にしなくていいよ。……とにかく座ったら？」

　薬子は空いている椅子を伊織に勧めて眼鏡めがねをはずした。

　絵の具やテレピン油の匂いが満ちる美術準備室は、本来ならもっと広々としているはずなのだろうが、ところせましと並べられた絵や塑そ像ぞう、それにいかにもかさばりそうな美術書のおかげで、ずいぶんと雑然としている。

　その一番奥にある大きな机も、半分以上は美術書の山によって占められていたが、とりあえず、薬子が持ち込んだコーヒーメーカーでお茶を楽しむ程度のスペースは確保されていた。

「コーヒーでいいよね？」

　薬子は小さなカップをもうひとつ取り出してきてコーヒーをそそいだ。

　ウェーブのかかった長い髪を無む造ぞう作さにアップにし、薄汚れた白衣をまとっているが、眼鏡をはずしたその顔は、確かにゆうべ伊織の前に現れたあの美女だった。

　伊織の視線に気づいたのか、薬子はにっと唇を吊つり上あげ、

「わたしの顔に何かついてる？」

「いや……きのうとぜんぜん雰ふん囲い気きが違うもんですから」

「いうと思った」

　薬子はところどころに絵の具の汚れが残る白衣の襟をつまんでおどけた。

「――一応いっておくけど、これはあえてこういう恰かつ好こうをしてるの」

「どうしてわざわざダサく見せるんです？」

「男子生徒どもから舐なめるような視線で見られるのがイヤなのよ、生理的に」

　そういって薬子は笑ったが、案外本気なのかもしれない。美女には美女にしか判らない悩みというものがあるのだろう、たぶん。

「――はい、どうぞ」

「いただきます」

　薬子が用意してくれたコーヒーをひとすすりし、伊織は床の上で美術書を広げて眺ながめているクリスを見やった。

「――きのう初めて出会ったって本当？」

「は？」

「あの子よ。クリスちゃんていったっけ？」

「クリスタベルだそうですが」

「可か愛わいい子ね」

　薬子は机の上で頰ほお杖づえをつき、クリスを眺めて微笑ほほえんでいる。

　その横顔に束つかの間ま見とれていた伊織は、はっと我に返ると声を低くして尋ねた。

「……そういえば、どうやってごまかしたんです、クリスのこと？」

「そこはまあテキトーにね。わたしが預かってる知り合いの娘さんだってことにして、ほかの先生がたにもうまくいっておいたわ。……ただし、次からは絶対こういうことのないように、この子にもよくいい聞かせておきなさい。きのうもいったけど、狙ねらわれてるのはこの子なんだから」

「はあ……どうもすいませんでした」

　申し訳なさに肩をすくめ、伊織は横目でじろりとクリスを睨にらんだ。

　しかし、伊織の苦労も知らぬげに、クリスはここでも好き勝手に片っ端から本を広げている。その天てん真しん爛らん漫まんさが恨めしい。

　ポケットからタバコを取り出し、薬子はライターで火をつけた。こういうところは火気厳禁なんじゃないかという気もしたが、細長いタバコをくわえて煙けむりをくゆらせる薬子の姿はとてもさまになっている。

「――あの子、ほとんど何も知らないようね」

「それはおれも同じですよ。……こいつらはいったい何なんです？　先生のとこにもいるんでしょう？　同じような――ウォーライクとかいうのが」

「ええ。ウチのエルクドゥーンにはあの子ほどの可愛げはないけど」

「いったい何なんです、ウォーライクって？　本人は妖精だとかほざいてましたけど」

「妖精なんでしょ？　本人がいってるんだから」

　上を向いてふぅ……っと煙を吐き出し、薬子は笑った。

「あれが妖精？　剣に変身するのがですか？」

「じゃあ、どんな妖精なら納得できるの、きみは？」

「それは――」

　薬子の切り返しに、伊織は何も答えられなかった。

　確かにクリスは伊織のイメージの中にある妖精とはまったく違っているが、妖精という概念そのものが空想の産物だとするならば、クリスが妖精ではないと断言できる根拠はどこにもない。

　薬子は机の上にあった古ぼけた絵本を手に取り、そのページを静かにめくりながら、上うわ目め遣づかいに伊織を見つめた。

「あの子たちが本当は何なのか、そんなことは誰にも判らない。だから、とりあえず妖精ということにしておけばいいのよ。妖精を名乗る未確認生命体ね」

　薬子は閉じた絵本を美術書の山の上に戻した。海外の古書らしく、表紙にはひどくかすれた装飾文字のタイトルと、背中に蝶ちようの羽根を持つ妖精たちの絵が描かれている。

「――本来の妖精学でいえば、ウォーライクというのは〝好戦的な妖精〟を意味する言葉で、妖精の加護を受けた騎士や戦士のことを指すらしいわ」

「ってことは、厳密には妖精じゃないってことじゃないですか」

「だからそういう細かいことはこの際どうでもいいの。重要なのは、ウォーライクという妖精たち――少なくとも自分たちはそういう存在だと称する少女がここにいて、実際に彼女には不思議な力がある。それはきみも見たわよね？」

　伊織は無言でうなずいた。剣に変貌したクリスを手にした時の圧倒的な高こう揚よう感かんは、忘れようと思ってもそう簡単には忘れられない。

「ウチのエルクがいうには、あれは〝変形シエイプシフト〟という能力らしいわ。妖精の中でも、この能力を持つもののことを特にウォーライクと呼ぶんですって」

「ゆうべの男が持っていた槍やりも……？」

「そう、あれもウォーライクが変じた姿よ。――ただ、ウォーライクにはシェイプシフトした自分を手にして戦ってくれる人間が必要なの。それが〝鞘ロのー主ド〟」

「そういやあの男がそんなこといってましたっけ」

　目を血走らせた男の言葉を思い出し、伊織は目を細めた。

「――あの時先生がいってた、〝血〟に当てられるって……どういう意味ですか？」

「きみ、この子とキスしたでしょう」

　してませんよ！　と大声で否定しかけた伊織だったが、思い返してみれば、確かに男から逃げ回っていた時、クリスにいきなりファーストキスを奪われた覚えがある。

　それでも、伊織は自分の名誉のために釈明した。

「……おれがしたくてしたんじゃありませんよ。クリスが勝手に――」

「イオリ、クリスのこと呼んだ？」

　床に寝そべって本を読んでいたクリスが、がばっと身を起こして伊織の膝ひざの上によじ登ってきた。

「別にきみのほうが乗り気だったなんていってないわよ。……ただ、あの時に何か飲まされたでしょう？」

「はい。血みたいでしたけど……」

　膝の上に陣取った少女をやや乱暴に脇に降ろし、伊織はうなずいた。












「あれはウォーライクたちが持つ〝魔性の血エルフインブラツド〟というものよ。端的にいえば強力なドーピング剤みたいなものね。身体能力を飛ひ躍やく的てきに高めるだけでなく、人間の精神にも作用して闘争心をかき立てるの。敵と戦うためにね。……あの時、自分でもいつになく荒っぽくなってたって思わない？」

「はい」

　何しろいつもおとなしい伊織が、いくら命を狙われたからといって、見ず知らずの男に剣を突き立てる寸前までいったほどである。その効果はあまりにも劇的だった。

「――そういえば、先生の言葉遣いもかなり男っぽかったですね」

「わたしはかなり慣れたからあの程度ですんでるのよ。慣れないうちは、平気で死ねとかブッ殺すとか連呼してたわ」

　薬子のその言葉は、彼女が一度ならずああした修しゆ羅ら場ばを経験してきたということを意味していた。

「……先生は、そんなに何度も戦ったことがあるんですか？　いったい何と戦ってるんです？」

「きみだってゆうべ体験したはずよね？　戦う相手はウォーライクを手にしたロードよ。みんながみんなそうとはかぎらないと思うけど、ふつう、ウォーライクが戦う相手はウォーライクしかいないの」

「え……？」

　伊織は、登頂に成功するたびに引きずり降ろされ、それでもしつこく膝の上に乗ってこようとするクリスを凝ぎよう視しした。

「それって……仲間同士で戦うってことですか？」

「正確なところはわたしにも判らない。わたしにもというより、ウチのエルクにも判らないというべきね。エルクだってすべてを知ってるわけじゃないの。きみのところのクリスが何も知らないのといっしょで」

「そんな――」

「ただ、ウォーライクたちは、同じウォーライクを倒すことで少しずつ力を手に入れ、同時にいろいろなことを思い出していくらしいわ。ウォーライクがウォーライク同士で戦う理由のひとつは、自分が何者なのかを思い出すためなのよ」

「それじゃ先生のところのウォーライクも、最初は何も知らなかったんですか？」

「ええ。口が達者なだけだったわね。今ではそれなりにあれこれ思い出してるけど」

　薬子はダメージジーンズに包まれた脚を悠ゆう然ぜんと組み替え、携けい帯たい灰皿の中にタバコをねじ込んだ。

「――エルクがいうには、そうやっていろいろと思い出していけば、いつか妖精たちにとってのふるさとである〝楽園エリジウム〟に帰りつくことができるんですって」

「要するにおれたちは、こいつらがおうちに帰るための戦いにつき合わされてるだけってことですか？」

「不満？」

「少なくとも歓迎できることじゃないでしょう。ヘタをすれば死ぬんですよ？　本来なら何の関係もないのに」

「なら、何かしらメリットがあればいいわけ？」

「……そのメリットにもよります」

　そもそも伊織がクリスを家に置いてやろうと考えたきっかけは、彼女が父の居場所を突き止める手がかりになるかもしれないと考えたからだ。もしクリスがこの先さまざまなことを思い出していけば、いずれ父のことも何か判るかもしれない。

　その時、伊織はふと気になって尋ねてみた。

「あの……先生のところの口の悪いのも、ウォーライク同士で戦ってるんですか？」

「もしそうなら、ゆうべの時点でまずこの子を血祭りにしてるわよ」

　伊織の膝にのしかかってだらだらしているクリスを一いち瞥べつし、薬子は笑った。

「――どうもウチのエルクは、〝楽園エリジウム〟に帰ることには興味がないみたいなのよね。ふつうにこの世界でおいしいもの食べて暮らしていければそれでいいっていってるわ。だから、売られたケンカは買うけど自分から手を出すことはしないわね。それに、自分から仕掛けるような戦いにはそもそもわたしが手を貸さないし」

「そうですか……」

　薬子のスタンスを聞いて、伊織は少しほっとすると同時に複雑な気持ちになった。できれば伊織も、自分たちのほうから戦いを仕掛けるような真ま似ねはしたくない。しかしその一方で、クリスにいろいろと思い出してもらうためには、ほかのウォーライクを倒す必要がある。

　そのジレンマに伊織が黙り込んでしまうと、薬子は椅子から立ち上がった。

「――ま、きのうのきょうじゃあなたも整理もつかないでしょ。きょうはこのくらいにして、そろそろ帰りなさい。わたしもそろそろ帰るわ」

　アップにしていた髪をほどいて白衣を脱いだ薬子は、化け粧しようポーチを取り出してコンパクトを開いた。

「暗くならないうちに、できるだけ人ひと気けの多いところを通って帰るのよ。でないとゆうべみたいにタチの悪いウォーライクに狙われるかもしれないから」

「……人気の多いところを通るんですか？　コレを連れて？」

　膝の上のクリスの頭をぽんぽん叩き、伊織は渋い顔をした。まだ五時を少し回ったばかりのこの時間帯だと、駅前で見知った顔に遭そう遇ぐうする可能性が高い。できればもう少し時間をずらすか、さもなければ人目につきにくいルートで帰りたかった。

「――大丈夫よ。もし知り合いに見つかっても、その子、きみの従い姉と妹こってことにしてあるから安心して」

「はぁ？　いや、だって、先生の知り合いの娘っていってごまかしたんでしょう？」

「ええそうよ。――きみ、宮本頼より通みちの甥おいっ子こよね？」

　ルージュを引きながら薬子が尋ねる。

「そうですけど……え？　先生、ウチの叔お父じの知り合いか何かですか？」

「本人から聞いてないの？　わたし、高校時代の後輩で大学も同じだったんだけど」

「……初耳です」

「きみのおとうさまの講義を受けたこともあるし」

「あー……それでおれの名前を知ってたんですか」

「まあね。――とにかく、この子は頼通くんがアメリカでこしらえた娘ってことにしてあるから、クラスメイトに見つかっても堂々としてていいわ。そういう設定で押し通しなさい」

「……叔父が帰国した時に問題になるんじゃないんですか、それ？」

「その時はわたしが頼通くんをいいくるめてあげるから大丈夫」

　あざやかな赤いルージュを引いた薬子は、自信たっぷりにそういって笑った。どうやら叔父と薬子は、学生時代を通してそれなりに親密な間柄だったらしい。

「――それじゃ、きょうはこれで失礼します」

　伊織はクリスを床に降ろして立ち上がった。

「ああ、それとこれ、あげるから持って帰りなさい」

　薬子がくれた紙袋の中身は可愛い子供服と下着だった。きのうせっかく買った服をズタズタにされてしまった伊織には、非常にありがたいプレゼントである。

「いいんですか？　マジで？」

「気にしないで。どうせエルクのお下がりだから。……それより、いい加減にお風呂くらい入れてあげなさい。子供は新しん陳ちん代たい謝しやが激しいんだから」

「……はあ」

　いわれてみれば、伊織もゆうべはシャワーすら浴びていない。自分の汗あせ臭くささが急に気になってきて、伊織は思わず顔を赤くした。

「あの……この学園に美術部ってありましたっけ？」

「ええ。一応わたしが顧こ問もんってことになってるわね。でも、全員幽ゆう霊れい部員よ。――きみも入部する？」

「ここに来る口実が必要ならそうします」

「そうね……何かあったらまた来なさい」

「はい。ありがとうございました」

　伊織は薬子に礼をいって美術準備室をあとにした。

「――イオリー、おなか空いたー」

　クリスが伊織の手を握り締め、ぷらぷらと揺する。放課後の校舎の中に、少女の声がやけに大きく響いて聞こえた。

「家に帰ったら食わせてやる。……というか、昼は何を食べたんだ？」

「こめー」

「米？」

「うん。クスコがくれたの。何かこう……三角でね、ぱりぱりした黒いのが張りついたやつ」

「おにぎりか」

「うん。どんどん食べていいよっていうからた～くさん食べちゃった」

「……おまえがたくさん食べたというくらいだから、そうとう食ったんだろうな」

「でもおなか空いた」

「……ウォーライクはみんなそうなのか、先生に聞いとくべきだったな」

「えへへへ♪」

「どうしておまえがそこで照れるんだ？」

「あのね、えとね、クスコってヘンな名前だけどいい人だね」

「おまえの場合、たくさんメシを食わせてくれる人なら誰でもいい人なんだろうな」

「うん」

「…………」

　クリスの価値観に合わせていると、おしゃべりするだけで体力をひどく消しよう耗もうさせられる気がする。

　伊織は重苦しい溜息を何度も繰り返しながら、あまり生徒が使わない裏門のほうを通って学校をあとにした。
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　学生たちで混み合うマクドナルドの、二階の窓際の席でひとり静かに本を読んでいたさつきは、眼下の通りで手を振っているむつきに気づき、腰を浮かせた。

「――何よ、さつき、まっすぐ帰ったんじゃなかったの？」

　コーヒーの紙カップを片手に二階へと上がってきたむつきは、さつきの隣の椅子に腰を降ろし、姉の手もとを覗のぞき込こんだ。

「また図書館寄ってたわけ？」

「うん」

「あ、もしかしてアレ？　あの宮本くんと？」

「違うって、ひとりでだよ」

「それはそれでさみしいじゃん」

「別にいいでしょ、もう」

　さつきは頰をふくらませてアイスティーをかき混ぜた。

　さつきは根っからの紅茶党で、コーヒーはほとんど飲まないたちだったが、逆にむつきは完全なコーヒー党だ。正直、さつきにはコーヒーのおいしさがまったく理解できなかったが、むつきは紅茶好きのさつきに張り合うように、いつもコーヒーばかり飲んでいる。

　性格にしても、さつきはおとなしくて内向的なインドア派で、むつきは明めい朗ろう闊かつ達たつなアウトドア派。そのへんが影響しているのか、小学校までは同じくらいの背格好だったのに、中学の頃からはむつきのほうが背が高くなり、スレンダーだが出るところは出ているといううらやましい身体からだつきになっていた。

　むつきはさつきのポテトを勝手にもしょもしょ食べながら、

「……どうでもいいけど、こんなものばっかり食べてると、あんたまた体重増えるんじゃない？」

「う……」

　むつきより一〇センチ近く背が低いのに体重はさほど変わらないというのは、さつきの大きなコンプレックスのひとつである。スポーツで妹にかなわないのは仕方ないとしても、ＢＭＩ値で差をつけられたのはかなりショックだった。

　熱いコーヒーをふぅふぅいいながら飲んでいたむつきは、ふと思い出したように唇を吊り上げた。

「……けっこうカッコいいじゃん」

「え？」

「だからほら、宮本くんよ。あんたの隣の席の、愛あい想そうのないのがそうなんでしょ？」

「あー、その……」

「え？　まさかその後ろにいたヘンにきょどってたヤツのほう？」

「あ、違う違う、あれはその……山崎くんていう子。宮本くんはすぐ隣で」

「やっぱりそうなんじゃない」

　むつきはにやにやしながらさつきを肘で小突いた。

「な、何よ？」

「この裏切り者」

「え!?」

「わたしを置いてひとりだけしあわせになろうとして」

「だ、だからそういうのじゃないってば！」

「だって、あんたが男の子の家に遊びに行ったなんて、幼よう稚ち園えんの時以来でしょ？」

「とにかく違うの！」

「そこまで力いっぱい否定しなくたっていいのに……それこそ幼稚園児じゃないんだから、別に恥ずかしがるようなことじゃないでしょ？　好きなら好きでいいと思うけど」

「…………」

　もうほとんど氷しか残っていないアイスティーをずこ～っとすすり、さつきはうつむいた。

「別に……今のままでいいし」

「え？　何かいった？」

「ううん。……それより、そういうむつきはどうなのよ？」

「わたし？　わたしはほら、今んとこはこっちに集中してるから」

　むつきは足元のスポーツバッグをぽんぽん叩いた。中等部の頃から続けている陸上部で、むつきはハードルをやっている。高等部に上がってからは少し伸び悩んでいるようだが、中等部時代は都大会の常連だった。さつきがうらやむ長い脚と細い腰は、毎日のトレーニングの中ででき上がったものなのだ。

　カバンの中にハードカバーをしまい込み、さつきは立ち上がった。

「――もう帰ろうか」

「え？　もう？」

「テスト近いし、たまには勉強しないと赤点だよ。赤点なんか取ったらおとうさんから何いわれるか判らないよ？」

　さつきとむつきの父は、娘を溺でき愛あいするあまりに融ゆう通ずうが利きかないところがあり、何かと帰りが遅くなるむつきの部活動をあまりこころよく思っていない。もしむつきが赤点なぞ取ろうものなら、これさいわいと部活禁止令を発令するだろう。残念ながら、むつきが部活にばかりかまけて勉強をおろそかにしているのは本当のことだからだ。

　紙カップをゴミ箱に突っ込み、むつきは大袈裟に肩をすくめた。

「バカにしないでよ。いくらなんでも赤点なんか取らないって。……で、赤点て一〇点以下だっけ？」

「勉強のハードルはずいぶん低く設定したがるんだね」

　妹の調子のよさに、さつきは苦笑した。
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　充分にありえる事態だった。

　夕食後の片づけをしていた伊織は、バスルームのほうからイヤな足音が廊ろう下かを歩いてくることに気づき、皿を拭いていた手を止めた。

　べちゃべちゃべちゃべちゃ――。

　クリスタベルには、さっき風呂に入れといってバスルームまで案内してやったばかりだ。しかし、この家に伊織以外の住人がクリスしかいない今、やけに湿ったあの足音は、クリスのものでしかありえない。

「おい――」

　伊織が慌ててキッチンから飛び出すと、クリスが廊下でほこほこと湯気を立てて笑っていた。

「洗ってきたー♪」

「……一応聞いてみるが、何を洗ってきたんだ？」

「これー」

　そういって、クリスはぐっしょりと濡ぬれたワンピースの裾すそをたくし上げ、誇らしげに伊織にしめした。ワンピースだけでなく、頭のてっぺんから爪つま先さきまで全身ずぶ濡れで、まるで服を着たままバスタブにつかってきたかのようだった。

　というより、そうとしか思えない。

「ほらー、イオリが洗えってゆったから洗ってきたー」

　だらだらと全身からお湯をしたたらせ、クリスは伊織にしがみついた。

「洗ってきたから～、デザートデザート～！　あとお茶～！」

「……あのな」

　伊織は重苦しい溜息をもらし、クリスをかかえ上げた。

「おれが綺き麗れいに洗ってこいといったのは、そのワンピースじゃなくおまえ自身の身体だ。何のために風呂を沸わかしたと思っている？」

「違うの？　だってクリス、お風呂なんて知らないもん」

「……おまえ、妖精だったらどんなムチャをいっても納得してもらえるとか思ってないか？」

「え？　どゆこと？」

「いや、いい」

　クリスにそんな確信犯的な悪あく辣らつさがないことは、伊織にももう判っている。クリスはただ、世間一般の常識を知らないだけなのだ。無自覚にトラブルを引き起こし、そして伊織に手間をかけさせる赤ん坊のような存在なのだ。

　伊織はクリスをかかえてバスルームへ向かった。まるでバケツでもひっくり返したみたいに廊下はびしょ濡れだったが、それよりも、濡れねずみのクリスをどうにかするほうが先決だ。

「……いいか？　風呂に入るというのはお湯で頭や身体を洗うことだ」

「沐もく浴よくのことー？」

「まあそんなようなものだ。……沐浴は判るのか？」

「うん」

「なら、日本では家の外で絶対に沐浴をするな。あらかじめいっておかないと、そのへんの川でいきなりやらかしかねないからな、おまえは」

「えー、ダメ～？　どうして～？」

「衛生上の問題もあるが、さしあたって屋外で沐浴すると捕まるからだ」

「イオリ、誰かに捕まったことあるの？」

「捕まったことはないが、おれがやったらたぶん警察に捕まるだろう。おまえがやっても……別の意味で捕まるだろうな。特殊なシュミのある連中とかに」

　伊織は脱衣所にクリスを降ろすと、ワンピースの背中のボタンをはずしてやった。

「脱いだ服はそこの洗せん濯たく機きの――そこにある謎なぞの白い箱の中に入れておけ。おれは着替えを用意しておく」

「んぐぐぐぐ……！」

　濡れているせいで脱ぎにくいのか、クリスはワンピースから袖そでを抜くだけでひどく苦労している。いいザマだと小さく笑いながら、伊織はシャワーの下に並んだボトルを指差した。

「あの白いのが身体を洗うヤツで、青いのが頭を洗うヤツだ。きちんと洗えよ？」

「ぬぐぐぐぐぐぐ……」

「……聞いてないな」

　伊織は肩をすくめてキッチンに向かうと、薬子からもらった着替えの中からトレーナーとパンツを取り出した。

「……このパンツ、男の子用じゃないのか？」

　前合わせのあるパンツに首をかしげながら、でもとりあえずこれでいいだろうと、バスルームへと取って返した。

　が、やけに水音が大きく聞こえると思ったら、バスルームの引き戸が開けっ放しになっていて、なぜか脱衣所が泡だらけになってる。

「おい!?」

　伊織がバスルームを覗き込むと、一応ちゃんと服を脱いだクリスが、シャワーを全開にして軽く地じ団だん駄だを踏みながらわめいていた。

「いたいいたいいたいいたい～！」

　クリスのボリュームのある金髪はシャンプーの泡にまみれていた。たぶん、髪を洗っているうちに泡が目に入ったんだろう。

「このヘタクソ！　ちょっと貸せ！」

　満足に自分の頭ひとつ洗えない少女に業を煮やし、伊織はジーンズの裾をまくってクリスの手からシャワーヘッドをひったくった。

「うぐぶぶぶぶ……！　めん、目が、目がいた～い！」

「それは判った。いいから黙れ。今度は口の中に泡が入るぞ」

「うううううう……」

　伊織はやかましいクリスを黙らせ、その肩を押さえた。

「――――」

　一瞬、伊織は言葉を失って息を詰めた。直接触れたクリスの肩が、伊織が想像していたよりもはるかに華きや奢しやだったことに驚いたのである。

　いかにガキとはいえ、伊織の目の前にいるのは裸の少女には違いない。それをヘンに意識してしまった伊織は、大きく深呼吸して心を落ち着けると、自分に背を向ける形でクリスを座らせ、まずはその顔にそっとシャワーを当てた。

「いばばばぶば」

「……黙っていろといったろう」

　ことさらぶっきらぼうに呟き、伊織はクリスの顔から泡を洗い流した。

　問題はこの頭だ。

「……仕方ない」

　さっきの様子では、クリスにこの髪を自分で洗えといってもどのみち無理だろう。クリスの背後に腰を据すえた伊織は、わっしわっしとクリスの髪を洗い始めた。

「ぷぁ～」

　つるつると両手で顔をぬぐい、クリスは溜息をついた。

「――お風呂って気持ちいいね～、イオリ～」

「おれは手がだるい」

　クリスの髪を洗い始めたばかりだが、すでに伊織の手には乳酸が溜まりつつあった。ただでさえボリュームのあるクリスの髪は、濡れるとさらに重くなる。それを少しずつ洗う作業は思いのほか重労働だった。

　しかし、伊織の苦労も知らずにクリスは気分よさげにしている。

「おい」

「ぷぁい？」

「自分の頭も満足に洗えないやつが、こんなにだらだらと髪を長く伸ばしているなんておこがましいとは思わないか？」

「え？」

「こんなに髪が長いとおまえも髪を洗うのがたいへんだろう？　いっそ短くしたらどうだといっている」

「イヤ」

「……じゃあこの先どうするんだ？」

「えとね、毎晩イオリが洗えばいいよ」

「じゃあおまえは代わりにおれに何をしてくれるんだ？」

「んとね、えとね、代わりにイオリのごはん食べてあげるー」

「論外だな」

　伊織はクリスの頭を軽く小突き、泡を流し始めた。

「――身体洗う前に一回お湯につかれ」

　髪を洗い終えると、伊織はそのままクリスをかかえてバスタブの中に降ろした。

　予想外の労働で、伊織まで全身びしょ濡れになってしまった。お湯と泡を吸って肌に貼りついたＴシャツが気持ち悪い。

「イオリ」

「何だ？」

「イオリはどうして服をきたままお風呂に入ってるの？　お風呂に入る時はハダカじゃなきゃダメなんだよ？」

　バスタブの縁ふちにちょこんと顎あごを載せたクリスが得意げにいう。

「……誰のせいでこんな目に遭ったと思っている？」

　うんざり顔でぼそりともらし、伊織はＴシャツを脱いだ。

　気恥ずかしい気持ちはあったけれど、いろいろともう面倒なので、伊織はこのままクリスといっしょに風呂に入ることにした。






















　伊い織おりが薬くす子こに教えられたところによれば、クリスたちはウォーライクという妖精であると同時にジョイントイーターでもあるという。

　ジョイントイーターとは、人間に取とり憑ついて行動をともにしながら、人間の〝精気フオイゾン〟を吸い取って生きる食いしん坊の妖精のことだそうだ。

　なるほど、クリスにフォイゾンを吸収され続けている伊織がいつもより腹が空くのも、伊織のフォイゾンだけでは足りないクリスがやたらと飯を食う理由も、そういわれてみれば説明がつく。

　薬子のところのエルクドゥーンも、やはり鬼のように毎日暴食をするらしい。

「……確かにこいつは、我が家のエンゲル係数を飛躍的に上昇させた魔性の女だな」

　右手にぶら下がる少女の重みに肩を落とし、伊織は溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

「何かゆった、イオリ？」

「ゆった。おまえに寄生された我が身の不幸を嘆なげいてみた」

「キセイって？」

「辞書ひけ、辞書」

　ふたりの影が、水銀灯の光を受けてぼんやりとアスファルトの上に伸びている。この前いっぱいにしたはずの冷蔵庫がほとんど空になってしまったため、これからスーパーまで買い出しにいくのだ。

　クリスが宮みや本もと家に現れて以来、伊織の日常は確実にクリスに食い荒らされていた。これまでの倍以上の量の食事を作らなければならなくなったことはもちろん、風呂に入れてやるのも手間がかかるし、さらには夜ひとりで寝られないと駄だ々だまでこねる。勉強や読書もクリスが寝てからでなければとてもできないありさまで、おかげで伊織はすっかり夜型人間になってしまった。

「どうせ押しかけてくるなら、料理や家事のできるグラマーなのが来てくれればよかったのに……」

　またひとつ重苦しい溜息をついた伊織がふと見下ろすと、クリスが険しい表情を浮かべて伊織を見上げている。

「……イオリ、何かヘンなこと考えてる」

「ヘンなことなど考えていない」

「ウソ！」

「男なら誰だれしも一度は見る夢だ。ヘンでも何でもない」

「むー」

　クリスはどこかまだ釈然としない顔をしている。

　が、伊織はそれを無視した。家の中ならまだしも、出先であまり常識に欠けた会話をクリスと交わしていると、道行く人たちの注目を浴びかねない。数は少ないとはいえ、住宅街の中を抜ける通りにはまだ人目がある。

　その時、伊織の携けい帯たいが震ふるえ出した。

「イオリー、ケータイ鳴ってるー」

「おまえが取るな」

「しゃべらせてしゃべらせてー」

「おまえはケータイの使い方より日本人としての常識を先に身につけろ」

　自分で出ようとするクリスを押しのけ、伊織は電話に出た。

「もしもし？」

『宮本伊織？』

　探るような薬子の声に、伊織は思わず苦笑した。

「先生までフルネームで呼ぶのはやめてください」

『きみを呼び捨てにするのは恩師を呼び捨てにするようで気が引けるのよ』

「別にいいですよ、あんな不良親おや父じ。呼び捨てで充分です」

『親不孝ね』

「向こうが子不幸なんですよ。――で、何なんです？」

『ああ、可か哀わい相そうな男子生徒とその押しかけ扶ふ養よう家か族ぞくに、何かごちそうしてあげようかと思って。……たいへんでしょう、毎日の食事の準備？』

「それはありがたいけど、たいへんさでいったら先生も同じじゃないですか」

『わたしは楽なものよ。だって、家事はほとんどエルクに任せてるし』

「ええっ!?」

　ふだんあまり大おお袈げ裟さに驚くことのない伊織も、薬子のその発言には思わず声をあげてしまった。

「……それ、不公平じゃないですか？　ウチのは完全に生活能力が欠けつ如じよしてるんですけど。自分のことさえ満足にできないんですよ？」

『そこはそれ、わたしの教育の賜たま物ものよ。うらやましかったらきみもあの子に家事を教えるのね』

　そんなことをいわれても、一朝一夕には無理だ。何しろいまだにクリスは、冷蔵庫を開けるたびにもれてくる冷気を浴びて、「ふぁ～、この箱すごいね～」などと感嘆しているのである。現代人として必要な常識を覚え込ませるだけでひと苦労だろう。

『で、とりあえず、どうする？』

「これから買い物にいこうと思ってたんですけど……じゃ、お言葉に甘えてゴチになります。いろいろとまたお聞きしたいこともあるんで」

『ＯＫ、それじゃ駅前で合流ね』

「判わかりました」

　携帯をポケットに戻し、伊織はほっとひと息ついた。少なくとも、これで今夜は食事の準備からは解放される。

「今のクスコー？」

「ああ。夕食をご馳ち走そうしてくれるそうだ」

「あっ！　やっぱりいい人だね、クスコ！」

「……そうだな」

　無邪気に喜ぶクリスから視線を逸そらし、伊織は唇くちびるをゆがめた。

　一日中家事に追われ、その上さらにガキの面倒まで見なければならないのは本当に疲れる。育児ノイローゼになる人間の気分が少し判るような気がした。

「……せめて着替えや風呂くらいは自分でどうにかしてくれ」

　ぼそりともらし、伊織はいつものようにクリスの頭に手を載せた。

　その手が、唐とう突とつに赤く汚れた。

「――あれ？　雨？」

　ふと顔を上げたクリスの額ひたいに赤い血が垂れているのを見て、初めて伊織は、自分の肩が大きく裂け、鮮血を噴ふき上あげているということに気づいた。

「イオリ!?」

　伊織の異変を知ったクリスが甲かん高だかい声をほとばしらせた時には、二撃目が伊織の脇腹を捉とらえていた。貫通したのか、それとも内臓で止まったのかも判らない。

　ただ伊織は熱い痛みと衝撃だけを感じて、前のめりに吹っ飛ばされた。

「ぐっ……」

「イオリー！」

　アスファルトに転がった伊織のもとへクリスが駆け寄る。

　歯を食いしばって苦痛の呻うめきを嚙かみ殺ころしていた伊織は、クリスの足下で何かがはじけるのを見て、咄とつ嗟さに少女の腕を摑つかんで引っ張った。

　一瞬前までクリスがいた場所に、朱色の赤い光の矢が突き立ち、そして消え去った。
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　ウォーライクたちは、〝逢魔が刻トワイライト〟と呼ばれる異世界に入ることができる。

　そこは、ウォーライクと〝鞘ロのー主ド〟しか入ることを許されない、現実世界をそっくりそのまま永遠の黄昏たそがれの中に閉じ込めた異世界だった。伊織たちがこの前引きずり込まれた夕ゆう闇やみ迫る公園も、あの名も知らぬウォーライクが扉を開くことで現世とつながった、時の止まった広大な戦場のごく一部にすぎない。

　ウォーライクが現世からトワイライトへと移動するもっぱらの理由は、常人には立ち入ることも覗のぞき見みることもできない平行世界でなら、誰に邪じや魔まされることもなく存分に戦うことができるからである。

　しかし、だからといって、トワイライトの内部でなければウォーライクの力が発揮できないというわけでもない。

　現に――伊織はこうして現実世界に身を置いたまま、姿の見えないほかのウォーライクからの攻撃を受けていた。




　もしほかのウォーライクから攻撃を受けることがあるとすれば、まずはトワイライトに引きずり込まれてからだ――と、伊織はそう考えていた。

　実際に戦うことになっても、正面からの斬きり合あいしかありえないと考えていた。

　もちろん、そんな不ふ文ぶん律りつがあるわけではない。どちらも完全に伊織の身勝手な思い込みである。

　そのせいで、まんまと先制パンチを食らってしまった。

「そういう……やり方も、アリか――」

　伊織はこみ上げてくる吐はき気けをこらえてあたりに視線をさまよわせたが、敵らしき姿は見えない。敵はトワイライトに引きずり込まないことで伊織に警戒心をいだかせることなく、さらに姿の見えない離れた場所から攻撃してきた。

「くそ……ぉ」

　伊織は身体を引きずるようにして横道に入った。

「イオリ！」

　ブロック塀べいに寄りかかってへたり込んでしまった伊織の首に、クリスがしがみつく。すぐに伊織の唇にクリスの唇が張りつき、鉄てつ錆さびの味のする〝魔性の血エルフインブラツド〟が体内に流れ込んできた。

「う……ふ、ぅ――」

　心の奥深くから真っ黒な波が押し寄せてきて、伊織の良識やためらいを押し流していく。代わりに湧わき上あがってくるのは激しい闘争心と高こう揚よう感かんだった。

　肩と脇腹からの出血は目に見えて少なくなり、同時に熱い痛みが噓うそのように麻ま痺ひしていくのを感じて、伊織はクリスの顔を凝ぎよう視しした。

「これも……おまえの血の効果か？」

「判んない……でも、もしイオリが死にそうになったら何度もちゅーしろって、クスコがゆってたから――」

　そういいながら、クリスは何度も伊織にキスを繰り返した。

「……安売りはもういい。もしこんなところを誰かに見られたら身の破滅だ。ここはまだ例のトワイライトの中じゃあない」

　たまたま人ひと気けが途と絶だえているだけで、ここはまだ現実世界である。

　ということは、最初の不意討ちで伊織たちを仕し留とめられなかったと知った敵が次に取る行動は、おおよそ見当がつく。

「……鳴ってるな……」

　どこかで鐘かねが鳴る音がする。

　死者を悼いたむ鎮ちん魂こんの鐘――現世とトワイライトとを結ぶ扉が開かれたことを告げる、幻まぼろしの鐘の音だった。

「イオリ――」

　怯おびえるクリスを抱き締めたまま、伊織はゆっくりと立ち上がった。

　伊織たちの周囲が憂ゆう鬱うつなセピアに染まっていく。何者かが開いた扉によって、伊織たちはふたたびトワイライトへと引きずり込まれていた。

「先制パンチを一発ブチ込んでから試合開始のゴングか……フェアじゃねぇな」

　皮肉っぽく唇を吊つり上あげ、伊織は毒づいた。

「クリス」

「うん」

　クリスは小さくうなずき、アスファルトに映り込んだ影の中へと消えた。

「――――」

　代わりに影の中から飛び出してきた剣を握り締め、伊織は空を見上げた。

　どうやっているのかは判らないが、遠距離から攻撃する方法がある以上、敵が伊織の前に姿を見せることはないだろう。敵の居場所が判らなければ伊織が反撃することは不可能だ。一方的に安全に攻撃できるアドバンテージを相手が手放すとは思えない。

　きょうの敵は、あっさり自分の姿を伊織の前にさらした、あの槍やりの男よりはるかに狡こう猾かつで手て強ごわかった。

　伊織は塀の角からそっと顔を覗かせ、永遠の夕空へと伸びるマンションを見つめた。このへんであたり一帯を見下ろせる場所といえば、まずあそこの屋上が一番怪しい。

「……敵はゴルゴかよ」

　ひとりごちるだけで脇腹の傷がうずく。出血と痛みが緩かん和わされたからといって、まるで無視できるわけではない。早めにケリをつけて手当しなければ命取りになる。

　伊織は深呼吸しながらクリスに尋たずねた。

「……一応聞くが、おまえはここから出る方法を知らないんだな？」

『うん』

　最初に扉を開いたウォーライクがもう一度扉を開くか、あるいはそのウォーライクが意識を失わないかぎり、引きずり込まれたほうは現世に戻ることはできない。少なくとも伊織は薬子からそう聞かされている。

「倒すしかないか――」

　向こうがクリスを狙ねらってふたりをここへ引きずり込んだ以上、その目的を果たさずにふたりを解放してくれるとは思えない。となれば、伊織とクリスが現世に戻るには、敵を倒して強引に扉を開くしかなかった。

　伊織はクリスを握り直し、マンションに向かって移動を始めた。

　エルフィンブラッドが全身をめぐっている間、ロードは一種の超人と化す。しかし、そんな今の伊織にとっても、脇腹に受けた傷は決して軽いものではなかった。

　足元がどこかおぼつかない伊織にクリスが声をかけた。

『大丈夫、イオリ？』

「……できれば逃げ出したいところだがな」

　額の脂あぶら汗あせをぬぐい、伊織は目を細めた。

　この傷さえなかったら、今すぐ全速力で敵から遠ざかる方向へ走って逃げたかった。敵のロードも人間である以上、食事や睡眠を必要とするわけで、いつかはこのトワイライトから現世に戻らなければならない。それまで逃げおおせれば、伊織たちも無事に現世に戻れるのが道理だ。

　だが、今の伊織にはそんな持久戦に打って出るだけの体力がない。時間がたてばそれだけ血を失い、死に近づく。

『……もしかして』

「どうした？」

『もしかしてイオリが痛い思いしてるの、クリスのせい……？』

　伊織の手の中で、クリスがさびしげに震えた。

『この前はイオリが何ゆってるのか判んなかったけど、もしかしてクリス、イオリにすごい迷惑かけてる？　イオリ、クリスのこと怒ってる？　クリスのこと嫌い？』

「うるせえ。少し黙ってろ」

『イオリ――』

「もしおれがおまえのことを迷惑だと思っていたとしたら――どうにかなんのか？」

　伊織の唇がさらに吊り上がる。

「おれが迷惑だといったらおまえとの縁が今すぐ切れるのか？　今すぐおれだけ現世に戻って何ごともなかったように以前の生活に戻れんのか？　育児ノイローゼから解放されんのか？」

　本来なら敵に向けられるべき闘志が、苛いら立だちに形を変えてクリスに向けられている。口では辛しん辣らつなセリフを次々に吐きながら、心の片隅で、伊織は必死にそれに歯止めをかけようともがいていた。

『……判んない』

　伊織の剣けん幕まくに、クリスは鼻声でぼそりと答えた。

『クリスには判んないよ……』

「……ガキはお得だな。判らねえのひと言ですむしよ」

　血に濡ぬれたシャツの重さにうんざりしながら、伊織は吐き捨てた。

「……少し考えてみりゃあ判る。もしおれが今ここでおまえを手放したら、おれはすぐに出血多量でブッ倒れて、何時間もしないうちに死ぬだろう。一方のおまえは反則みてえな飛び道具持ってる敵にやられて消滅だ」

『……そうなの？』

「そうなんだよ。だから――とりあえずは、おれたちがいっしょにいるのが今は一番助かる見込みがあるってことだ。それとも、おまえは死んでも別にいいわけか？」

『……死にたくない……』

「じゃあ黙ってろ。今のおまえにできる最善の選せん択たく肢しだ」

『でも……やっぱりクリス、迷惑かけてるかも――』

「かもってのは何だ、かもってのは」

　伊織の胸に溜まっていた怒りが、気の抜けたような笑いに変わって噴き出した。

「ここまできても自覚が薄いんだな、おまえは」

『ジカク？』

「今度子供向けの辞書を買ってやる。それ読んで少しは言葉覚えろ」

『今度っていつ？』

「早ければ……いや、運がよければあした――」

　空気を裂くかすかな音を聞きつけ、伊織は倒れ込むようにして電柱の陰に隠れた。

　かいん！　と軽い音がして、すぐそばの標識に一円玉サイズの穴が開いた。伊織は慎重に身を隠しながらマンションに接近していたつもりだったけれど、どうやら向こうには伊織の現在位置が丸見えらしい。通りをはさんで数十メートルの場所まで来たには来たが、この先には満足に身を隠せるようなものもない。

　特に、マンションの真ん前にある駐車スペースが最高に危険だった。マンションの敷地に足を踏み入れてからエントランスの屋根の下まで、何の遮しや蔽へい物ぶつもないところを突っ切っていかなければならないのである。

　マンションの屋上を目を凝らして見つめ、伊織はクリスに尋ねた。

「……おまえには今みたいなマネはできねえのか？」

『え？』

「だから、おまえはビームとか出せねえのかって聞いてんだよ」

『ごめん……判んない……』

「別にあやまらなくていい。……新米のおまえがそんな小器用なわけねえしな」

　脇腹を押さえた左手の下から、とくとくとあらたな血があふれてくる。すでにジーンズは尻しりのあたりまで赤黒く変色していた。

　自分が考えていた以上にタイムリミットが近づいていることを知った伊織は、電柱にすがって身を起こし、一気に走り出した。

　かっ！　かっ！　かっ！

　風のような速さで駆ける伊織のすぐそばで、数秒おきにアスファルトがはじける。

「そこまで連射が効きくわけじゃないらしい、が――」

　それが判ったところでたいした慰なぐさめにはならない。あの光の矢に人間の身体からだをやすやすと貫通するだけのパワーがあるのは、伊織もすでに体験ずみだ。かすめただけでもバランスを崩くずして転倒し、次の一矢で確実に急所を撃うち抜ぬかれるだろう。あれだけ離れた場所から人間サイズの的をはずさなかったスナイパーなら、この距離ならヘッドショットもやってのけるに違いない。

　――なんてことを考えて一気にマンションの真下に入ろうとしたのに、肝かん心じんな時に伊織の身体が伊織を裏切った。

「!?」

　何でもない平らなアスファルトの上で、伊織の足が急にもつれた。がくりと膝ひざから崩れ落ち、手をついたところに、赤い光の矢が飛来する。

『イオリ！』

「ちっ――」

　極度に発達した動体視力が、高速で飛んでくる矢の軌き跡せきを捉える。初弾はどうにか身をひねってかわしたが、続く二の矢をはじき返そうとして、逆に剣をはじき飛ばされてしまった。

「しくじった……っ！」

　伊織はすぐさま立ち上がろうとしたが、緩かん慢まんに続いた出血のせいで、もう身体が思うように動かなかった。痛みこそ感じなかったけど、その代わりに全身がひどく冷たく、重くてしょうがない。

　それでも、伊織は両手を踏ふん張ばって身を起こそうとした。

「イオリ！」

　剣からふだんの姿に戻ったクリスが、伊織の身体を必死にかかえ起こそうとした。

「よせ……早く、戻れ――」

　どうなるとウォーライクが倒されたことになるのか、伊織にはよく判らない。でも、人間の姿のままでいるより剣の姿でいたほうが、外からの攻撃に対して強いような気もする。単純に考えて、今この姿のクリスがあの矢を一発でも食らおうものなら、そのままお陀だ仏ぶつになったとしてもおかしくない。

　そんなことにすら思い当たらないほど混乱しているのか、クリスは泣きながら伊織の身体をゆさゆさと揺さぶっている。敵からすれば絶好のチャンスだろう。

「ごめっ……ごはんちょっとはがまんするからあ！　イオリ、死なないで！　ねえ！」

「おまえ……人のいうこと、少しは、聞け、よ――」

　伊織は震える手を伸ばしてクリスの頭を引っ摑み、そのまま自分の身体の下にかかえ込むようにしてかばった。

　びきんっ！

　ふたりのすぐそばにとびきり巨大な光の矢が突き刺さり、アスファルトに深い穴をうがった。伊織がそれと察してクリスを抱き寄せていなかったら、おそらくクリスは今頃胸の真ん中に同じような穴を開けられて死んでいただろう。

　ただ、それももう焼け石に水だった。

　ここで伊織が身を挺ていしてクリスをかばったところで意味はない。あの矢は伊織の身体をやすやすと貫通し、クリスの命を奪うことができる。

　しかし、だからといっていまさら動くのも面倒で、伊織はクリスを抱き締めたまま、静かに目を閉じた。




「イオリ！　重い！　苦しい！　クリス死んじゃうぅ！」

　どのくらい気を失っていたのか、伊織は耳もとで叫さけぶクリスの声に目を醒さました。

「……？」

　自分がまだ生きていることも不思議なら、クリスが生きていることも不思議だった。姿の見えない敵は、なぜ無防備な伊織たちにとどめを刺さなかったのか。

「鐘が――？」

　どこかであの鐘が鳴っているのが聞こえる。ふたたび世界の扉が開き、伊織たちが現世に戻る瞬間が近づきつつあった。

「――宮本伊織！」

　首をねじって視線を転じると、薬子とエルクドゥーンが走ってくるのが見えた。

「先生……？　どうしてここに――？」

「近くで〝扉〟が開く気配を察してな。さてはまたおまえが狙われているのかと思って咄嗟に飛び込んだはいいが、見つけるのに手間がかかった。すまん」

　薬子は伊織の身体をかかえ起こした。だらんと垂れた伊織の右手の指先から、ぼたぼたと血がしたたり落ちていく。

　エルフィンブラッドの効果が切れつつあるのか、ぶり返してきた脇腹の痛みに顔をしかめ、伊織は薬子にいった。

「気を、つけて……ください。敵は――」

「安心しろ。追い払ってやった」

「え……？」

「というより、わたしたちが接近してくるのを察してさっさと逃げ出したようだ。……ずいぶんと用心深い相手らしい」

　薬子は平然と伊織を背負って立ち上がった。この前と同じで、オフタイムの薬子は気合の入りまくった高価そうなジャケットをお召しになっていたが、それがあっという間に伊織の血を吸って赤く染まっていく。

「せ、んせ……服が、汚れます――」

「気にするな。わたしは気に入った服はいつも二着ずつ買うことにしているんだ。これがダメになってももう一着ある」

「そういう、意味ではなくてですね――」

「薬子さま！　そろそろ現世に放り出されやすぜ！」

　あたりを警戒していたエルクドゥーンが、鼻面にシワを寄せて叫んだ。

「こんな血だらけのなりでいきなり住宅街に出現したりしたら、さすがに警察沙ざ汰たになるだろうからな」

　背中に伊織をおんぶし、さらに右手でクリスをかかえ、薬子は風のような速さで走り出した。それに遅れまいと、エルクドゥーンも慌あわてて追いかけてくる。

　超人化した薬子のスピードとパワーは、同じように超人化した時の伊織のそれを軽く凌りよう駕がしていた。本来の薬子が伊織より身体能力が高いとは思えなかったから、これは純粋に、エルクドゥーンが彼女にあたえたエルフィンブラッドの効果なんだろう。

　ということは、ウォーライクとしての能力も、クリスよりエルクドゥーンのほうが上なのかもしれない。さもなければ、伊織が想像していた以上に、薬子とエルクドゥーンは、多くのウォーライクを倒してその力を吸収してきているのかもしれない。

　そんなことをぼんやりと考えているうちに、伊織はいつしか完全に気を失った。
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　子供の頃、伊織はよく熱を出して寝込むことがあった。読書好きで身体が弱く、中学に上がるまでは学校も休みがちだった。

　気持ちが悪いと泣いても、誰かがそばにいてくれるわけではない。

　授業参観日にも、運動会にも、三者面談にも、伊織は保護者なしで臨のぞんだ。卒業式だけはかろうじて叔お父じが顔を出してくれたが、およそ親子が揃そろう行事というもので、伊織が楽しい思い出を作れたことなど一度もなかった。

　だが、それをさびしいとかつまらないとか思う気持ちは、小学生の頃にすでに失ってしまった。親や家族がいないならいないで、そのほうがいっそ気が楽だと思い込むことによって、伊織は自分がかかえ込むストレスを減らそうとしていたのかもしれない。母を失って打ちのめされていた自分をあっさりと置き去りにしていった父も、最初からいない人だったのだと考えればさほど恋しくもなかった。

　小学生の子供が身につけるには、やや哀かなしすぎる考え方である。

　そして伊織は、つねに他人と一定以上の距離をたもつようになった。それなりのつき合いはするが、絶対に深く踏み込むことはしないし、踏み込ませもしない。

　月並みではあったが、誰か親しい人間を失ったり、去られたりするのはもうごめんだった。それならいっそ、はなから親しい人間なんかこしらえないほうがいい。

　――そう思っていたはずなのに、どう考えてもふつうじゃない、得え体たいの知れない少女の同居を許してしまったのはどうしてなのか。

　数日前にタイムスリップできるなら、あの時の自分に伊織は何というだろうか。




「……受け取りを拒否しろ……」

「はぁ!?」

　夢うつつで呟いた言葉に予想外のリアクションが返ってきたことで、伊織の意識は急速に覚かく醒せいした。

「…………」

　伊織は静かに目を開け、左右に視線を走らせた。

　広いフローリングの部屋だった。必要最小限の調度だけが置かれた、シンプルでいさぎいいレイアウトである。カーテンの引かれた窓側から視線を転じると、カウンターキッチンの向こうで、誰かがじゃかじゃかフライパンを振っているのが見えた。

「――おう、小僧！」

　エプロン姿でキッチンに立っていたのはエルクドゥーンだった。

「目が醒めたか？　それとも今のは寝言か？　ん？」

「……起きてる」

　そう呟いた自分の声がガラガラにかすれていることに驚き、伊織は首をもたげた。

　どうやら伊織は大きなソファベッドの上に横たわっているようだった。上半身は包帯でぐるぐる巻き、下半身は新品のトランクス一丁という情けないスタイルだったが、とりあえずは夢でも幻でもなく、現実に生きてはいるようだ。

「……ここはどこだ……？」

「そりゃおめェ、薬子さまのマンションに決まってらァな」

　エルクドゥーンは慣れた手つきでフライパンをあやつり、炒いためていたチャーハンを大皿によそっていく。軽く二、三人前はあるようだが、ウォーライクであるエルクドゥーンならひとりでぺろりといけるだろう。

「おめェんトコの小娘なら、今は薬子さまといっしょに風呂だぜ。ふたりとも血まみれだったしな」

「……この手当も、先生が……？」

「ああ、そいつはプロの仕事だ。薬子さまが馴な染じみの医者を呼んでくだすったんだよ。あとで礼をいっとくんだな」

「大丈夫なのか……？」

　本職の医者なら、伊織の負った傷が日常生活でできるようなものかどうか、ひと目で判断できるだろう。それでなくてもあの派手な出血を見れば、何かしらの事件に巻き込まれたのだと想像がつくはずだ。

　エルクドゥーンはチャーハンをもっくもっくと食べながら、レンゲを揺らしてしたり顔でいった。

「安心しな。口のカタい医者だからそのへんは問題ねェ。――ま、オレの口からァいえねえが、薬子さまもアレでいろいろとおありなさるのさ」

「……そうらしいな」

　あらためて室内を見回してみれば、かなりの高級マンションの一室のようだった。たとえ分譲ではなく賃貸だったとしても、二〇代の美術教師に手の出せる物件とは思えない。それに、具体的にいくらするのかは知らないが、シャネルっぽいジャケットを気に入ったから二着買ったとか、もう一着あるから血で汚れてもかまわないとか、ふつうの公務員ならなかなか吐けないセリフだ。

「――イオリー！　起きたー？」

　ふと訪れた沈黙をこなごなに破壊し、だぶだぶのＴシャツを引っかぶったクリスが駆け込んできた。

「あ！　起きてる！」

「ちょいと待ちな、小娘！」

　きゃっきゃっと喜んで伊織のもとへと走っていこうとしたクリスの後ろ襟えりを、エルクドゥーンがすばやく引っ摑んで引き止めた。

「……おめえ、そのままのいきおいで飛び込む気だったんじゃねェだろうな？」

「え？」

「え？　じゃねえ！　野郎は怪け我が人にんだぜ？　テメェのタックルで傷口がまた開いちまったらどうするつもりなんだよ？」

「ええと……あの、どゆこと……？」

　きょとんとするクリスに、エルクドゥーンは大袈裟な溜息をついてかぶりを振った。

「……おゥ、宮本の」

「何だ？」

「オレぁおめえのことをナマイキな小僧だと思ってたんだが、今はちぃっとばかし同情してるぜ。……礼儀作法も知らねェこんな小娘に見込まれちまったんじゃァ、命がいくつあったって足りねェやなあ」

「そうだな。……せめて空気の読み方くらいは覚えてもらえると助かるんだが」

「え？　どしたの、イオリ？　今のクリスの話？　この子と何しゃべってるの？」

「ふざけんなこのアマ！」

　がっ！　と鈍にぶい音とともにクリスの脳天にエルクドゥーンの拳げん骨こつがめり込む。

「いった～い！」

「るせェ！　テメェより目上の人間捕まえてこの子たァどういう言いい種ぐさだ!?　今度そんなナメた口利きいてみやがれ、オレさまが刀の錆にぷばっ」

「女の子に手を上げるなんて最低よ、あなた」

　バスローブ姿で戻ってきた湯上がりの薬子が、エルクドゥーンの尻を蹴けり上あげて淡々と吐き捨てた。

　半泣きでしがみついてきたクリスの頭を撫なで、伊織はのろのろと半身を起こした。

「……先生がそいつを蹴飛ばすぶんにはいいんですか？」

「いいのよ。だってエルクは男だから」

「え？　男？」

　伊織は笑顔をこわばらせ、フローリングの床の上で尻を押さえて悶もん絶ぜつしているエルクドゥーンを凝視した。確かに言こと葉ば遣づかいは威勢のいい江戸っ子のそれだが、それさえなければクリスと同種の美少女――ビスクドールのようだといわれるような美少女にしか見えない。第一、エルクが着ているのは女の子用の服だ。

「いっておくけど、これは趣味よ」

　薬子は偉そうに仁王立ちして、ひくひくと痙けい攣れんを続けるエルクをびしりと指差した。まるで伊織の胸中を見透かしたかのようなタイミングだ。

「――だって、男の子の服はひらひらしてないじゃない」

「そんな大いばりで主張しなくても……先生、そういうものが好きなんですか？」

「そうよ。子供の頃に自分がそういうの着られなかったから」

　冷蔵庫の中からビールを持ってきた薬子は、ぷぽっと栓せんを抜いて冷えたグラスにとくとくとそそいだ。

　学校にいる間はわざと野や暮ぼったい恰かつ好こうをしているだけで、本来の薬子はとても美人でプロポーションがいい。

　にもかかわらず、その湯上がりの艶あで姿すがたを見た伊織が、勃ぼつ然ぜんと湧き上がってくるものを何ら感じなかったというのは、怪我のせいでそれどころじゃなかったからか、あるいはその時の薬子の横顔がなぜかひどくさびしげに見えたからか。少なくとも、自分は幼女にしか反応しない種類の男子ではないはずだと、伊織はそう思いたかった。

　あっという間に白ビールを飲み干した薬子は、大きくひと息ついて伊織に尋ねた。

「……一応輸血してもらって、傷口も縫ほう合ごうしてあるけど、具合どう？」

「そうですね……」

　伊織は脇腹を押さえて首をかしげた。

「痛みはまだありますけど、まあ、生きてます。意識もはっきりしてますし。とても腹に穴が開いてたとは思えないですよ」

「その子の血のおかげね。エルフィンブラッドにはそういう効果もあるのよ」

「えへ♪」

「……いばるな」

　愛あい嬌きようたっぷりににこっと笑ったクリスを引ひき剝はがし、伊織はソファベッドから足を降ろして大きく深呼吸した。

「……すいません、何か、飲むものもらえませんか――？」

「ビールでいい？」

「気分悪くなってここで吐いてもかまわないなら、別にビールでも」

「頼より通みちくんがザルなんだから、きみだって飲める口でしょ？」

　そういいながら、薬子が持ってきてくれたのはスポーツドリンクだった。

「いただきます」

　大量出血と関係あるのかどうか判らないが、とにかく喉のどが渇かわいていた。かすかに震える手で苦労しながらキャップを開けた伊織は、ボトルに口をつけると、ほとんど息継ぎもせずに一気にスポーツドリンクを飲み干した。

「おかわりは？」

「……ください」

「はい」

　薬子に勧められるまま、二リットル近くアルカリイオン飲料を飲んでようやく人心地ついた伊織は、足元に並べた空のボトルを見つめてぼそっともらした。

「……死ぬかと思いましたよ」

「そうね」

　エルクドゥーンにクリスの食事を用意するようにいいつけて、薬子は伊織の隣となりに腰を降ろした。

「まさかこんなに早く別のウォーライクに目をつけられるとはわたしも思ってなかったけど……でもきみ、冷淡そうなわりにはやさしいじゃない」

「……何の話です？」

「身体を張ってあの子を守ろうとしてたでしょ？」

「…………」

　バスローブの裾すそが割れて、薬子の白い膝小僧が覗いた。今になって胸がどきどきしてきた伊織は、さりげなく薬子から視線を逸らして静かに息を吐いた。

「……どうにもならないじゃないですか」

「何が？」

「あの状況じゃ、どうしようもないですよ。ほかに打つ手があればそうしてました」

「そぉ？　少なくとも、きみには一番単純で効果的な選択肢が残っていたはずよ」

「……何です？」

「クリスをその場に残して、ひとりで逃げればよかったのよ」

　冷れい酷こくともいえるそのセリフに、伊織は思わず薬子の顔を凝視した。

「ウォーライクは自分たちの使い手として一方的に人間を選んでいる。きみもいっていたように、わたしたちはただ巻き込まれただけよ。……でも、そのウォーライクが消滅すれば、わたしたちは何ごともなかったようにもとの生活に戻れる。ウォーライクの目的はわたしたちを倒すことじゃない。あくまでほかのウォーライクを倒してその力を吸収することなんだから」

「先生――」

「だからもし、きみがどうしてもあの子と縁を切りたいというのなら――あの子を見殺しにすればいい」

「そんな……」

　伊織は目を細め、勝手に他人のお宅の冷蔵庫を開けて牛乳を飲んでいるクリスを見つめた。

「そんな、後味の悪い思いをしなきゃダメなんですか……？」

「後味が悪いといっても一瞬よ。ウォーライクを失ったロードは、ウォーライクとともに暮らしていた間の記憶を失うんだから」

「え……？」

「ウォーライクは、死の間際に自分のロードの思い出を奪っていく。ロードはウォーライクといっしょにすごした日々のことを都合よく忘れるようになっているのよ。一種の記憶操作みたいなものね」

　伊織はその時ふっと思い出した。

　初めて伊織たちがトワイライトに引きずり込まれた時――確か薬子は、伊織たちが撃退したあの槍の男はもう何も覚えていないから、そのまま放置していってもかまわないといっていた。

「あれは……そういうことだったんですか」

　今になって納得すると同時に、伊織ははっきりと自覚した。

　あの時伊織は、男が手にしていた槍をまっぷたつに切断したが、あれがウォーライクを倒すということなのだと。

「あの男は……かなり運のいいほうよ」

　じっと伊織の横顔を見つめていた薬子が、軽い溜息混じりに呟いた。

「ウォーライクが倒されてロードだけが助かるというのは、きみにも判ると思うけど、ケースとしてはレアなのよ。戦いの流れの中では、たいていのロードは血に当てられて歯止めが利かなくなりやすいから、ウォーライクを倒したところで剣を止められずに、無力になったロードまで殺してしまうことが多いの」

「――――」

　確かに伊織もそうだった。既すんでのところで薬子が止めに入ってくれなければ、伊織は間違いなくあの男を殺していただろう。

「同じことはきみにもいえるわ。ほかのウォーライクと戦うかぎり、あなたにも死の危険はつねについて回る。……そうなる前に、あの子を手放してかつての生活に戻るのもひとつの手よ」

「手放すっていったって――」

　穏おん便びんにそれができるのなら苦労はしない。

　――そういおうとして、伊織は息を詰まらせた。

「先生、ひょっとして……？」

「……わたしたちが引いん導どうを渡してあげてもいいわ。きみがそれを望むならね」

「先生たちが、クリスを――」

「殺すのよ」

　薬子の目は、エルクドゥーンの作ったチャーハンをがつがつむさぼる無邪気な少女にそそがれていたが、そこには何の感情の色も感じられない。感動の少ないヤツとよくいわれる伊織も舌を巻くほどの、完かん璧ぺきなポーカーフェイスだった。

　伊織は包帯の巻かれた脇腹を押さえ、ごくりと喉を鳴らした。

「……先生」

「なぁに？」

　重苦しい沈黙のあと、伊織は尋ねた。

「そういうことを……これまでに何度もやったことがあるんですか？」

「……ええ」

「頼まれて？」

「当然よ」

「気分はどうですか？」

「怒るわよ？　いいはずないじゃない」

　薬子はメンソールのタバコに火をつけ、少しだけ苛立ちを横顔ににじませた。

「なら、どうして先生自身が手を引かないんです？」

「それは――」

「そんな首切り役人の真ま似ね事ごとを繰り返して、嫌な気分を何度も味わって、それでもまだエルクドゥーンと共生を続ける理由って、いったい何なんです？」

「……忘れたわ」

「ずるいですね」

「何が？」

「子供には正直でいろというくせに、自分たちはすぐにウソをつく」

「大人はウソつきなんじゃないわ。ただ忘れっぽいだけよ」

「……どこかで聞いたことのあるセリフだな。ずるいですよ」

　薬子はさらに何ごとかいおうとしたようだったが、カウンターのスツールから飛び降りてこちらに駆けてくるクリスに気づくと、そのまま口を閉ざしてしまった。

「イオリー！　しゅっ、すごっふ！　すご、すごいよっ！」

　レンゲを片手にやってきたクリスは、何があったのか知らないが、やけにエキサイトして小さくむせ返っている。おれが死にそうになりながらかばってやった時のあの穢けがれのない涙はどこへ行ったのかと、伊織はむなしさにこめかみを押さえて低い声でたしなめた。

「……何度もいうが、ものを食べながらわめくな。行ぎよう儀ぎが悪い」

「うん！　でね、すごいんだよ！」

「おまえ、おれのいうことをろくに聞いてないだろ？　自分のいいたいことだけいおうとしてるな？」

「うん！　だからね、すごいんだよ！」

「……何がだ？」

「ほらほら～♪」

　クリスは不意に伊織の右のまぶたにキスをした。

「何を――」

「は～い、右目だけでクリスのこと見てー！」

「こうか？」

　いわれた通り、左目をふさいで右目だけでクリスを見ると、不思議なことに、その背中に青白い蝶ちようの羽根のような輝きが見えた。さらに、クリスを中心として青白い鱗りん光こうが舞い散り、まるで蛍ほたるが群れ飛んでいるかのようにも見える。

　しかし、それを両目で捉えようとすると急に見えなくなる。クリスに何か細工をされた右目だけで見た時しか感知できない輝きなのだ。

「……何だ、これ？」

「〝幻視セカンドサイト〟よ」

「ホントに何も知らねェんだな、おめえのトコの小娘は」

　にやにやと笑うエルクドゥーンの背中にも、クリスのと違って銀色っぽいが、やはり同じような光の羽根があった。












「わたしたちはこれでほかのウォーライクを見つけるの。この前きみたちに気づいたのもこの力のおかげね」

　薬子はいったん隣の部屋へ下がると、すぐに男物の服を持って戻ってきた。

「――力の強いウォーライクほど、強くて大きな羽根を生はやしているらしいわ」

「でも……」

　伊織はいぶかしげに薬子の足を見つめた。

「やい、宮本の！　てめェどこを見てやがる!?　薬子さまのおみ足を不躾にじろじろ見てんじゃねェぞ！」

「いや……先生の右足の爪つま先さきだけ、なぜか光ってるから――」

「それはエルクのが移ったのよ。さっき蹴飛ばしたから。蝶の羽根に触れると指に鱗りん粉ぷんがつくでしょ？　あれと同じ状態だと思えばいいわ」

　薬子が身をかがめて爪先を撫でると、その光が手のほうにも移った。

「――ほら、どう？」

「あの……先生、ブラしたほうがいいです」

　薬子がかがんだ拍ひよう子しにバスローブの胸の奥がちらりと覗けてしまった伊織は、口もとを押さえ、バツが悪そうにそっぽを向いた。

「てめえ、宮本ォ！」

「怪我人相手にエキサイトしない」

「うぶっ」

　女の子用のワンピースの袖そで口ぐちをまくって伊織に詰め寄ろうとしたエルクを拳こぶしで黙らせ、薬子は恥らう様子もなく手にしていた着替えを伊織に差し出した。

「――サイズが合うといいんだけど」

「はあ……ありがとうございます」

　薬子が貸してくれた服は、どう考えても紳士用だった。ワイシャツはともかく、スラックスはウエストがぶかぶかで、強引にベルトで締め上げなければならなかった。

　ただ、どっちにしても、エルクはもちろん薬子が日常的に着る服ではない。

　どうしてこんな服が都合よくストックされているのか、聞いてみたい気もしたが、それは薬子のプライベートに深く踏み込む行為になりそうな気がしたので、伊織はただかさねて礼を述べただけだった。






















「おい、宮みや本もと」

「おはようございます、先生」

「おまえ、目でも悪くしたのか？」

　いきなり朝の昇降口で担任に呼び止められ、伊い織おりは首をかしげた。

「いえ、別にそんなことはありませんが――」

「そうか？　何だかあたりをきょろきょろしながら目をぱちぱちさせているようだったから、ちょっと気になってな」

　一年二組の担任を務める古ふる田た先生は、伊織の叔お父じである宮本頼より通みちの高校時代の後輩に当たる。おっちょこちょいなのがアレだが、まだ若いせいか、生徒たちとつき合っていくのがうまい先生だ。

「……先生」

　登校してくるほかの生徒たちには聞こえないよう、古田先生のそばに歩み寄って、伊織はこそっと尋たずねた。

「確か先生は、ウチの叔父の一年後輩だっておっしゃってましたよね」

「ああ、麿まろ先輩か」

「麿先輩？」

「一部でそう呼ばれてたんだよ。ほら、名前がお公く家げさまっぽいだろ？」

「はあ、そうかもしれませんね」

「あれ？　面白くないか？」

「笑ったほうがよかったですか？」

「そうやって気を遣つかわれるほうが傷つくぞ、先生は。……まあそれはともかく、先輩がどうかしたのか？　ひょっとして日本に帰ってきてるとか？」

「本人とは音信不通です」

「そうか……それは困ったな。学期末には受験を見み据すえた三者面談もあるんだが」

　実は中学時代も、伊織はロクに三者面談ができなかった。同じ三み日か月づき学園の中等部から高等部に持ち上がるだけだから、それはそれでさほど困ることはなかったのだが、さすがに次の目標が大学受験となると、生徒本人だけでというわけにはいくまい。

　が、さしあたって伊織はそんな話がしたいわけではなかった。

「ウチの叔父のひとつ後輩ということは……先生はひょっとして、美術の早はや瀬せ先生と同級生だったんですか？」

「うっ――お、おまえ、どうしてそれを――？」

「いや、一応おれ、美術部なんで。それで早瀬先生にちょっと話を聞いたら、ウチの叔父の後輩だっていうから、それじゃ先生と同学年だったのかなー、と」

「あまり振り返りたくない過去だ……思い出したくない……」

　廊ろう下かの壁に手をつき、先生は大おお袈げ裟さにかぶりを振った。

「思い出したくないって、早瀬先生に振られた経験でもあるんですか？」

「おうっ!?」

　突とつ如じよ何かに撃うち抜ぬかれたかのように、先生は胸を押さえて呻うめいた。

「え？　ほ、本当に？」

「……深く追及するな、宮本」

「はあ……」

　薬子のことを聞きたかったのだが、このぶんでは古田先生から詳しい話を聞くことは難しいだろう。壁に向かってぶつぶつ呟つぶやき続ける担任に軽く一礼し、伊織は教室に向かった。




「おーい、宮本～」

「宿題なら見せんぞ」

　教室の自分の席に座った伊織が振り返りもせずにそう突っぱねると、山やま崎ざきは不満そうに唇くちびるをとがらせ、

「どうしてそう決めつけるんだ、おまえは？」

「おまえが挨あい拶さつもそこそこに朝一番に切り出してくる話題といえば、まず八割方は宿題を見せろという話に決まっている」

「なぜ残りの二割だと考えないんだ、おまえは？」

「すると女の話か」

「そう、それだ！」

　ずびし！　と伊織の顔を指差した山崎は、急に下げ卑びた笑みを浮かべて声をひそめた。

「……実はゆうべ、おまえがどこかの美人と深夜にドライブしていたのを見たという情報を手にしたのだが」

「何の話だ？」

「とぼけるなよ」

「とぼけてなどいない」

　伊織は平然とシラを切った。

　ゆうべは日付が変わる頃まで薬くす子このマンションで休ませてもらい、それからクルマで自宅まで送ってもらった。おそらくその途中を誰だれかに見られたのだろう。

　しかし、それを素直に吐はくほど伊織も馬鹿ではない。

「……だいたい、おまえのように女子大生とコンパしまくっている人間ならともかく」

「しまくってねえ！　哀かなしい誤解をするな！」

「まあそのへんはともかく、おれのどこにそんな美人との接点がある？」

「それはまあ……いや、でもおまえなあ」

「何だ？」

「おまえ、どっちかというと年上のほうが好きだろ？」

「幼女よりはな」

　自宅に軟なん禁きんしてきたクリスのことを思い浮かべ、うなずく。

「案外おまえみたいなヤツは、俺おれたちの知らないところでうまいことやって、さっさとキレイなおねえさんゲットしたりしてそうだからな」

「おまえこそ勝手に決めつけるな。それはおまえのイメージだろう」

　これ以上まともに山崎につき合うのも馬鹿馬鹿しくて、伊織は数学の宿題に取りかかった。きのうは結局、あの騒動で勉強どころではなかったのである。

「――お、何だよ、今から宿題すんのか？　ちょうどいい、いっしょにやろうぜ」

　伊織が宿題を始めたことに気づいた山崎が、これさいわいにと伊織のノートを後ろから覗のぞき込こんでくる。

「結局人のノートを見るんだな」

　伊織は苦笑しながら背後を振り返り、さりげなく左目をつぶって右目だけで山崎を見据えた。

　ウォーライクによってあたえられる〝幻視セカンドサイト〟の能力は、ウォーライクが周囲に振りまく力を光の軌き跡せきとして認識する。だから、この能力を使えば人混みの中にまぎれたウォーライクを捜し出すこともできるし、ウォーライクと深く接触したことのある人間――すなわち〝鞘ロのー主ド〟を発見することも不可能ではない。

　とりあえず山崎にウォーライクと接触した痕こん跡せきがないことを確認した伊織は、ほっと溜ため息いきをついて宿題に戻った。

　朝から伊織はたびたび左目をつぶり、それらしい人間がいないかどうかいちいち確かめてきた。

　きのう伊織たちを襲った敵は、出歩いていた伊織たちを偶然見かけて行き当たりばったりに襲撃したわけではなく、伊織たちが買い物に行くルート上に周到に狙そ撃げきポイントを用意して不意討ちを仕掛けてきた。つまり、相手は伊織たちがどこに住んでいるか、少なくともそのくらいの知識は持っているということになる。敵は意外に近く――同じ街に住んでいるのかもしれない。

「――あれ？　ふたりともいまさら宿題？」

　予鈴が鳴る少し前、さつきが登校してきた。

「おれは家庭の事情でできなかったが、山崎は単なる怠たい慢まんだ。同情の余地はない」

　淡々と呟き、伊織は隣となりの席に座ったさつきを一いち瞥べつした。

「――――」

「ん？　どうかした？」

「……いや、別に」

　伊織はノートに視線を落とし、肩越しに後ろの席の山崎を指差した。

「――そういえば、山崎がまた妙な妄もう想そうをいだき始めたぞ。今度の相手は牧まき島しまの妹らしいが」

「え!?　何？　どういうこと、山崎くん？」

「そういうこというなよ、宮本～。さすがの俺も照れるじゃんかよ～」

　にたにたと笑いながら、山崎は短く刈かり揃そろえた頭をわざとらしく撫なでつけた。

「牧島、おまえの妹に、俺ならいつでもフリーだぜと伝えておいてくれ。他た人にん行ぎよう儀ぎな遠慮はいっさい無用だ」

「ちょっ……ちょっと！　どうしてそういうことになるわけ？」

「だっておまえの妹、俺に惚ほれてるだろ？」

　山崎が真顔で答えると、ぶふっと押し殺した失笑が教室のあちこちでいっせいにあがった。その発言がいかに的外れであるか気づいていないのは、いつものことながら山崎本人ただひとりである。

「いつもはこっちからガツガツ突っ込んでって失敗してるからな。今回は鷹おう揚ようにかまえて向こうから飛び込んでくるのを待つことにしたんだよ」

「……そんなこといったって、別にむつきは山崎くんのこと好きじゃないと思うよ」

「何？　そんなことないだろ。この前だって俺のことを熱っぽい視線で見てたぞ？」

「え～？　いつ？」

「だから、教室の入り口のところでおまえと話し込んでただろ、この前」

「ああ……だって、あれは、その――」

　牧島は急に言葉を濁にごらせ、ちらっと伊織を見やった。

　その視線の動きに気づいた山崎は、

「ちょっと待て！　何だ、今のその意味ありげな目は!?　まさかおまえの妹が惚れてるのは、俺じゃなくて宮本とかいうんじゃないだろうな!?」

「ちっ、違うって！　そういうこと大きな声でいわないでよ！　ヘンな噂うわさが立ったりしたら、わたしがあとでむつきに怒られちゃうじゃない！」

「じゃあ何だよ!?」

「……というか、そもそもおまえの眼力とやらが間違ってるんじゃないか？」

　山崎とさつきのやり取りの間にささっと宿題をすませた伊織は、数学のノートと教科書を机の中に放り込んだ。

「――あれは絶対に誰かに惚れてる目だとか、おまえがいってもまったく説得力がないからな。噓うそだと思うなら周りの人間に聞いてみろ」

「ええっ!?」

　伊織にやさしく肩を叩たたかれた山崎は、落ち着きなく周囲を見回した。

「もっ、もしかして、みんな俺の眼力を信用してないのか!?　信用してないだけじゃなく、俺がひとり相ず撲もうを取っていたのを眺ながめてこっそり喜んでいたのかっ!?」

　誰もそうだとはいわなかったが、笑いをこらえているクラスメイトたちの表情を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん、疑いの余地はない。

「おっ、おまえらぁ……！」

「世をはかなんで泣くなら校舎裏がいいぞ。間違っても誰か女子になぐさめてもらおうとか考えるなよ」

「うおっ!?　み、宮本……おまえ、まさかエスパーか!?　ミュータントか!?」

「……もしおれにテレパシーがあったら、おまえの思い込みを片っ端から粉ふん砕さいしているところだな」

　山崎のリアクションに苦笑し、伊織は立ち上がった。

「どうしたの、宮本くん？　もうホームルーム始まるよ？」

「起きた時から少し貧血気味なんだ。ちょっと保健室に行ってくる」

「大丈夫？　その……連れてってあげようか？」

「ひとりでも大丈夫だ。そこまでひどくない。先生にはうまくいっておいてくれ」

　伊織は心配そうなさつきを制すると、授業開始間近い教室をあとにし、保健室ではなく東棟へと向かった。きのうのきょうでやや貧血気味だというのは事実だったが、クリスタベルの〝魔性の血エルフインブラツド〟のおかげで、信じられないくらいに回復は早い。だから保健室に行ってくるというのは、教室を抜け出すための口実でしかなかった。

　生徒たちの姿がほとんどない廊下を歩きながら、伊織は携けい帯たいを取り出した。ディスプレイの表示は六件の着信があったことをしめしていたが、そのすべてが伊織の自宅からだった。たぶん、退屈だとかさびしいとか、そんな理由でクリスが何度もかけてきたのだろう。

「……電話の使い方を教えたのは早まったかな」

　いったん携帯の電源を落とし、伊織は美術準備室に向かった。

「先生」

「あら、宮本くん」

　窓際の定位置で大あくびをしていた薬子は、目もとをこすって眼鏡めがねをかけ直した。野や暮ぼったい自分を演出するためだけにかけているものなので、伊織のと違い、度の入っていない完全な伊だ達て眼鏡だ。

「――一時間目からさぼり？」

「貧血気味だといって抜け出してきました。まるっきり噓というわけでもないですし」

「なるほど。……で、用件は？」

「高校時代、ウチのクラスの古田先生に告白とかされました？」

「……え？」

「いえ、冗じよう談だんです」

　伊織は薬子の前に腰を降ろし、出がけにクリスにキスしてもらった右のまぶたを指でこすった。

「これのことなんですけどね」

「さっそくやってるのね」

　薬子は満足げにうなずいた。

　つねにセカンドサイトで周囲を警戒しておくべきだというのが、ゆうべ別れ際にもらった薬子からのアドバイスだった。ほかのウォーライクはもちろん、ウォーライクと接触したロードを逸いち早はやく発見することは、向こうからの先制攻撃を未然に防ぐためにも重要なことに違いない。

　薬子は左目をつぶり、伊織を見つめた。

「ちゃんとシャワー浴びてきた？」

「はい」

「まだあちこちにあの子の光が残ってるわよ？　どうせゆうべも同じベッドで寝たんでしょう」

「……あいつは先生にどういう話をしたんですか？　いっておきますけど、あいつが勝手に人のベッドの中にもぐり込んでくるんですからね」

「あの子は本当に甘えん坊よね。そこが一番のネックかもしれないわ」

　薬子は他ひ人とごとのように笑っている。おそらく、ゆうべいっしょに風呂に入っていた時に、クリスからあれこれと伊織のことを聞き出したのだろう。きのうの夜だけでいろいろと恥ずかしい秘密を薬子に握られてしまったような気がして、伊織はいたたまれない気分になった。

「――まあ、きみたちのライフスタイルにいちいち注文をつけるつもりはないけど、あまり目立つ痕こん跡せきを残したままうろつくと、いい標的になるわよ？」

　ウォーライクの鱗りん粉ぷん――力の痕跡は、冷たい水の流れで洗い落とすことができる。つまり、身体からだについた鱗粉をまめに落としておけば、敵対するウォーライクから発見される確率もそれだけ低くなるということらしい。

　鱗粉を全身にべたべたつけたまま動き回るのは、ここにロードがいると旗を立てて練り歩くようなものだ。ある程度の強さを持ったウォーライクとロードのコンビなら、その光を目印にして、遠距離から狙撃することもできる。それはきのう伊織も痛いほど思い知ったばかりだった。

「……ところで先生、つかぬことをお伺うかがいしますが」

「なぁに？」

「この学校に、おれと先生以外のロードはいますか？」

「――――」

　虚をつかれたかのように、薬子はしばし動きを止めて伊織を凝ぎよう視しした。

「先生は、これまで何人ものロードと会ったことがあるんでしょう？　きのうはああいってましたけど、まさか全員に引いん導どうを渡したわけじゃありませんよね？　おれのように決断しきれなかった人間だっているはずだ」

「……それを聞いてどうするの？」

「自分の身を守るためにも、できるかぎりの情報が欲しいんです。いけませんか？」

「そうね……」

　授業に備えて髪をざっくりアップにまとめながら、薬子は静かにうなずいた。

「確かにこの学校にもそういう子たちがいたわ。……でも、今わたしが把は握あくしている子はひとりだけよ。あとはみんな、ロードをやめてふつうの生活に戻っているわ」

　ウォーライクと決別したという生徒たちの決断が、平和的なものだったのかそうではなかったのか、伊織には判わからなかったが、薬子にとってはあまりいい思い出ではないのだろう。彼女の眉み間けんに刻まれたシワに、それが現れているようだった。

「誰です、そのひとりって？」

「……きみの知らない子よ。もちろん、向こうにもきみのことは教えていないわ。もしきみたちが戦うようなことになったらイヤだし」

「それは、そういう生徒だということですか？」

「スタンスはわたしと同じよ。……ただ、どうやらきみも自分から仕掛けるタイプではないようだし、きみさえよければ紹介してあげてもいいけど」

「それ……まさかおれのクラスの人間じゃないですよね？」

「えっ？」

「一年二組の生徒ですか、それ？」

「別の学年だけど……どうしてそんなことを聞くの？」

「……見たんですよ」

「何を？」

「全身に鱗粉つけたヤツを」

「――いつ？」

　薬子の表情がさっとこわばった。

「ついさっきです」

「……わたしは知らないわ。誰？」

「おれの隣の席の、牧島さつきって子なんですけど」

「…………」

　唇を嚙かみ締しめ、薬子は深く椅い子すに座り直した。

「授業がないから知らなくて当たり前とはいえ、迂う闊かつだったわね……それらしいところのある子なの？」

「いや、まったくないです」

「何かの間違いってことは？　きみについていたクリスの鱗粉が付着する可能性もゼロではないわよ？」

「どれだけ密着するとあれだけべったりつくんですか？」

「彼氏彼女の距離感ならありえるわよ」

「そういう関係じゃありません。……そもそも色が違いますよ。ウチのは青白いけど、牧島のは赤っぽかったんです」

　ウォーライクの鱗粉にはかなり個人差がある。実際、クリスの鱗粉は青系統でかなり明るく輝くし、エルクドゥーンのそれは鈍にぶい銀色、ガンメタリックな輝きを放っている。しかし、伊織がクラスメイトの周囲に見たのは、沈みかけの夕日のような赤黒い鱗粉だった。クリスやエルクの輝きとはまったく質が違う。

　それが意味するのは、牧島さつきのすぐそばに――少なくとも直接触れ合うほどの距離に、伊織が知らないウォーライクがいるという事実だった。

「これ見よがしに鱗粉をつけてきみの前に現れたということは……もしかして、きみと同じようにまだウォーライクのことをよく知らないロードということかしら？」

「おれに聞かれても判りませんよ」

「……とにかく、その子が本当にウォーライクに憑つかれているかどうか、それが確認できないことには何ともいえないわね」

「でも、あいつのウチはたぶんふつうの家庭ですよ？　両親がいて、妹がいて――おれのところと違って、いきなり妙な同居人が増えたらそれだけで騒ぎになるはずです」

「それはさして大きな問題じゃないわ。〝変形シエイプシフト〟させたウォーライクなら、ふだんは家族の目につかずに家のどこかに隠しておけるわけだし」

「ああ……」

　そういう方法を取れば、自分も少しはクリスの鬱うつ陶とうしさから解放されるかもしれないと、伊織はずいぶん場違いなことを考えたりした。

「とにかく、わたしのほうでも少し気をつけてみるわ。きみもくれぐれも気をつけてね」

「どう気をつければいいんです？」

「だから、その子と人ひと気けのないところでふたりきりにならないようにするとか――」

「はあ」

　すでにそういうシチュエーションになったことがあるともいえず、伊織は美術準備室をあとにした。

「…………」

　校庭では、哀あわれな二年生たちが朝から長距離を走らされている。ときおり鳴り響く体育教師のホイッスルを聞きながら、伊織はぼんやりと考えた。

　もしさつきが無知なだけの新米のロードなら、まだいい。伊織にとってはさほどの脅きよう威いではない。だが、もし彼女がゆうべ伊織を狙ねらったロードだとしたら、いろいろと厄やつ介かいなことになる。

「……きのうはおれを撃ち殺そうとしておいて、きょうは何ごともなかったようにああして声をかけられるほど、切り替えのうまい人間とも思えないが――女というのは判らんからな」

　早くも空腹を感じてきた腹を撫で、伊織は保健室に向かった。

　　　　　[image: ]

　昔プールで遊んでいた時、伊織は、隣にいた女の子が振り向いた拍子に、その長い髪で顔面を痛打されたことがある。

　こうしてクリスの髪を洗っていると、確かに濡ぬれた髪の破壊力は馬鹿にならないことがよく判る。水分を含んだその重さといったら、それこそ濡れたジーンズを持っているかのようで、こいつをぶるんとひと振りして一撃したら、小学生のガキくらいあっさり吹っ飛ぶに違いない。

　その重さに耐え、伊織はクリスの金髪をわしわしと洗っている。もうこの作業にもずいぶんと慣れてしまった。

「――ねー、まだ～？」

　シャンプーハットで泡の脅威を乗り越えたクリスは、アヒルのオモチャを片手に呑のん気きに歌を歌いながら、思い出したように伊織を急せかした。

「動くな。目に泡が入るぞ」

「だいじょぶだも～ん」

「シャンプーハットひとつで天下を獲とったつもりか、おまえは」

　この年になってシャンプーハットを購入するなどという羞しゆう恥ちプレイをしいられた伊織としては、生意気な口を叩くクリスにムカっ腹が立ってしょうがない。

　クリスの頭の泡をシャワーで流しながら、伊織はさりげなくシャンプーハットをわずかにずらした。

　そのとたん、

「ぎゃわ～っ！」

　泡まみれのお湯が目もとに流れ込み、クリスは痛みに悲鳴をあげた。

「おれの助言にしたがわないからそうなる」

「うそ～！　イオリ今何かやったもん！」

「黙れ」

「うぐぐぶぶうぶぅ～！」

　目もとを押さえてじたばたする少女を押さえつけ、頭からじゃばじゃばとお湯を流しかけた伊織は、泣き続けるクリスをバスタブに放り込んで先に風呂から上がった。

「――おい」

　脱衣所でガシガシと頭を拭ふいてトランクスを穿はいた伊織は、ふくれっつらのまま鼻の下までお湯につかっているクリスに尋ねた。

「あれから何か思い出したか？」

「……知らないもん」

　ぶくぶくとあぶくを吐くようにクリスが答える。つっけんどんな態度は、伊織の荒っぽいサービスに対する報復だろう。

　この家にやってきたばかりの頃は、伊織に叱しかられてもきょとんとするか泣くか、そのどちらかの反応しかなかったクリスだったが、近頃ではそこにむくれるというあらたな選せん択たく肢しが増えた。そのへんのガキのように、保護者に対して駄だ々だっ子こパンチやキックで反撃することこそしないが、伊織にあれこれ怒られてもまず素直にあやまるということはなくなった。もちろん、今みたいに伊織にイタズラされればはっきりとヘソを曲げた態度も取る。

　が、伊織は少女のそれがあまり長続きしないこともよく承知している。洗面台に寄りかかってドライヤーを使いながら、伊織は聞こえよがしな声でいった。

「……そういえば、この前ハーゲンダッツを買ってきておいたのに、フレンチトーストを作るのに使ったきり食べるのを忘れていたな」

「えっ!?」

　壁のほうを向いて不ふ貞て腐くされていたクリスが、ハーゲンダッツと聞いてざばりとお湯の中から立ち上がった。ダッツは彼女が最近覚えたばかりの新しい食べ物――とてもおいしくて甘くて冷たいものを意味する魔法の言葉なのだ。

「そっ、それってあの白くて甘くて溶けるヤツ!?　ねえねえ！」

「だったら何なんだ？」

「食べたい食べたい食べたい食べたい！」

　しつこいくらいに連呼しながら、クリスはバスルームを飛び出し、全身びしょ濡れのまま伊織にしがみついた。

「クリスあれ好き～！　食べたい食べたい食べた～い！」

「だったらまず身体を拭け。この国には、ダッツはよい子にしか食べさせてはならないという法律があるんだ。おれも叔父さんからそう教えられてきた」

「え～？　ウソだ～」

「……最近おまえはおれを疑うようになったな」

「だって～」

「無む闇やみに人を疑うのはよくないことだ。それだけでおまえはよい子の資格を失ったな。……可か哀わい相そうに」

「あっ、うそうそ！　イオリのこと疑ってなんかないよ！」

　とたんに前言をひるがえし、クリスはぴょんぴょん飛び跳ねて伊織に抱きついた。たぶんこの少女は、死ぬほどフォアグラを食べさせてやるとかささやいたら、悪魔にだって平気で魂たましいを売りかねない。妖精にも魂というものがあればの話だが。

「……だからびしょ濡れのまま飛びつくな」

　伊織は唇を吊つり上あげて苦笑すると、クリスの前にしゃがみ込み、バスタオルで少女の身体を拭いてやった。

　最初のうちは、まったく恥じらいのない少女を相手に伊織のほうが恥ずかしさを感じていたくらいだが、それも慣れてしまえばさしたる問題ではなかった。

　これはみずから動いてしゃべりまくる巨大なキューピーなのだ。

　そう考えれば恥ずかしがるほうが馬鹿らしくなってくる。そう思うことで、伊織はこの面倒な問題を乗り越えた。

「……一応、この前ウォーライクを倒したはずなんだがな……」

　伊織は邪じや魔まっ気けな大量の金髪をタオルで包み込んでまとめ上げ、クリスの小さな背中を拭きながら、この少女のいったい何が変わったのだろうかと考えた。

　明確に自覚する前とはいえ、伊織はクリスとともに、あの槍やりの姿をしたウォーライクを倒した。ということは、あのウォーライクの力はクリスによって吸収され、同時にクリスは何かしら思い出したはずなのだ。ウォーライクにとって同類を倒すことは、自分が何者なのかを思い出すことなのだと薬子もいっていた。

「……本当に何も思い出さないのか？」

「うん。ごめんね」

「……いや、いい」

　ひとりやふたりのウォーライクを倒したくらいでは、目に見えた変化は現れないのかもしれない。薬子のところのエルクドゥーンも、見た目はああだが、クソ生意気なあの口ぶりからするに、かなりの修羅場をくぐってきているのは間違いない。

　クリスがあんなべらんめえになってしまうのはごめんこうむるが、少なくとも、伊織の父のことを聞き出すまでにはかなり時間がかかりそうだった。

「先が思いやられるな……」

「え？　何が？」

「何でもない」

　クリスにパンツとキャミソールを着させ、伊織は眼鏡をかけて立ち上がった。

「イオリ～、おんぶ～」

「悪いな。夜八時以降は子供をおんぶしてはいけないというのが死んだ親おや父じの遺ゆい言ごんなんだ。……まだ死んだと決まったわけじゃないが」

「お～ん～ぶ～！」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑ってキッチンへ向かおうとする伊織の脚に、クリスががしっとしがみついた。完全に面白がってやっている。

「…………」

　伊織が学校に行っている間、クリスはこの家の中で本を読んだりテレビを観たりしてひとりですごしている。その反動なのか、最近のクリスは夜になると異様に伊織にべたべたと甘えてくるようになった。

　それはそれで可か愛わいらしくはあるのだが、同時に伊織は、この少女の頭の中身が外見よりもずっと子供っぽいのではないかということにも、うすうす気づき始めていた。伊織はすでに小学校時代からストイックで愛あい想そのない子供だったので、直接くらべるわけにはいかなかったが、それでもあの頃いっしょのクラスで学んでいた小学生たちは、ここまで子供っぽくはなかった。見た目は一〇歳児でも、やっていることは幼よう稚ち園えん児じか小学一年生レベルだ。

「ただでさえ湯上がりで暑いのに、わざわざおんぶなんかしていられるか」

　伊織は無む造ぞう作さにクリスを小脇にかかえ上げ、キッチンに入った。

「もう少し髪を乾かしてろ」

　クリスを椅子に座らせ、その頭にバスタオルをかぶせると、伊織は冷蔵庫からパイントサイズのハーゲンダッツとタイムセールで買ってきたイチゴを取り出した。

　伊織はハーゲンダッツのバニラが好きで、基本、それ以外の味は買わない。その代わりに、自分であれこれトッピングしてバリエーションをつける。特に伊織が好きなのは、細かく刻んだイチゴに砂糖を振りかけてレンジで加熱し、即席のジャムのようになったアツアツのヤツだ。これをたっぷりかけるとうまい具合にダッツが溶けてきて、とてもうまくなるのである。

「…………」

　つい二時間前には膨ぼう大だいな量の夕食を作っていたのに、今またこうして口に入れるものを作っている自分をかんがみると、さすがの伊織も、今月の我が家の食費がトータルでいくらになっているか考えるのが怖くなってくる。

　その時、何かが動く気配を察して、伊織は肩越しに背後を振り返った。

「――あ」

　髪を拭いていろといったはずなのに、いつの間にかクリスがテーブルのところに忍び寄り、ハーゲンダッツの容器の中に大きなスプーンを突っ込んでいた。

　伊織は静かにひきだしの中からキッチンバサミを取り出し、聞こえよがしにぢょきんぢょきんとやった。

「……切るか、その髪？」

「ええっ!?」

　スプーンを握り締めたまま、クリスは湿り気の残る頭をかかえた。

「自分で洗えないだけならまだしも、きちんと拭くことすらできないようならおまえに髪を伸ばす権利などない。短くしろ」

「いや～んっ！」

「だったらきちんと拭け」

　クリスを脅おどしつけ、伊織はイチゴをレンジにかけた。

「――いいか？　自分のことくらい自分でできないようだと、あとあと困ることになるぞ。親兄弟や保護者がいつ何時どんな理由でいなくなるか判らないんだからな」

「保護者って？」

「今のおまえにとってはおれが保護者だ。はなはだ不本意だが……」

「えっ？　イオリ、いなくなっちゃうの？」

　椅子に座って頭を拭いていたクリスが、眉まゆを八の字にゆがめて立ち上がった。

「いや～ん！　イオリがいなくなったら困る！　誰がクリスのごはん作るの!?」

「さあな。先生にでも頼んだらどうだ？」

「いやいや！　クスコいい人だけど、イオリがいないとやだ～！」

　クリスは伊織のＴシャツの裾すそを引っ張り、じたじたと地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「……そういうところが一〇歳児に見えないんだよな、おまえは」

　伊織は小さく鼻を鳴らしてクリスを引ひき剝はがすと、火傷やけどしそうなほどに熱くなった即席ジャムを、ハーゲンダッツの容器の中に直接どぼどぼとそそぎ込んだ。まだアイスは半分以上残っていたが、ふたりで食べればすぐになくなるだろう。

「ほら、来い」

　伊織はクリスを連れて勝手口を出た。

　星の少ない東京の夜に、月ばかりが皓こう々こうと輝いている。この界かい隈わいは日没後はクルマの通りもほとんどなく、緑の匂いの濃い夜風が植え込みの葉を揺らす音ばかりがやけに耳についた。

「……イオリ、いなくならない？」

　クリスはハーゲンダッツをかかえて今にも泣きそうな顔をしている。しかし、伊織はその問いに違うとはいえなかった。

「おまえたちウォーライクに寿命というものがあるのかどうか知らんが、人間はいつかかならず死ぬ。それ以外の理由でもいなくなる。……そういうものだ」

「うぐ――」

「……いつになるかも判らない将来のことで泣くヤツの気が知れん」

　母がよく使っていた白いベンチに腰を降ろし、膝ひざの間にクリスを座らせる。キッチンの窓からもれ出た光が、少女の濡れた髪をきらきらと輝かせていた。

「いいから早く食え」

　クリスの髪をバスタオルで拭きながら、伊織はぶっきらぼうにいった。

「……いいの？」

「おれはおまえが残したぶんを食べる。いいから溶けないうちに食え」

「イオリ、やさしいね」

「そう思うのなら少しはおれの負担を減らす方向で善処しろ」

「ゼンショ？」

「辞書」

「……あの本、重いから嫌い」

「ふん」

　子供っぽいのは事実だが、しかし、伊織が見るかぎり、クリスは決して馬ば鹿かではない。テレビや携帯電話、ゲームといった、自分が興味のあるものについては、驚くほどの理解力と順応性を見せてあっという間に使いこなせるようになった。

　ただ、その一方でクリスには、興味のないことにはとことん背を向け、面倒なことは何から何まで伊織に任せようとする一面もある。怠たい惰だで享きよう楽らく的てきで身勝手で――それはまるで、極端にデフォルメされた幼児性を体現しているかのようでもあった。

　すでに自分がさっきまで半泣きだったことも忘れ、クリスはぺとぺととイチゴ味に化けたバニラアイスをなめている。

「イオリー」

「……何だ？」

「イオリにはクリスがいっしょにいてあげるからね」












「上から目線だな、いきなり。逆じゃないのか？」

「いいの！　とにかくイオリにはクリスがついててあげるの！　ず～っと！」

「ずっとか……それはちょっと――」

「え～？　もしかしてイヤなの、イオリ!?」

「イヤとはいっていない。……が」

「が？」

「……おまえ、ある日突然グラマラスな美女に変身したりしないのか？」

「しない～」

「……ちっ」

「あ～！　今またちってゆった！　イオリ、クリスに文句がある時っていつもそうゆうよね!?　ね！」

「そんなことはない」

「ウソ！　ゆうよ！　クリスもう判るもん！　イオリ、文句がある時は、『ちっ……』とか『ったく……』とかゆうじゃん、いっつも！」

「……おれの顔かお真ま似ねはいらん。まったく似ていない」

　念入りにクリスの髪にタオルドライをかけた伊織は、クリスをどかしてベンチから立ち上がった。

「それ食ったら寝るぞ」

「もう食べたー！」

　そう誇らしげにスプーンをかかげるクリスの胸には、空っぽになったハーゲンダッツの容器がかかえられていた。

「……おれのぶんは？」

「え？　だって、クリスが残したぶんを食べるってゆったじゃん。だから、クリスが残さなかったら食べないのかと思って」

「……おまえ、今夜はひとりで寝ろ」

「いや～ん！」

「黙れ。近所迷惑だ」

　深く嘆たん息そくし、伊織はクリスを抱き上げて家に入った。

　たぶんこの少女は、ゆうべあんな目に遭あったばかりだというのに、人がいかに簡単に死んでしまうかまだよく判っていないのだろう。ほかならぬ伊織にも、少し前まではそのことが判っていなかった。

　クリスとともに生きていくということは、つねにほかのウォーライクの攻撃目標にされる可能性をはらんでいるということであり、それだけふつうの人間よりも死の淵ふちの近くに立っているということでもある。

「……呑気なヤツだ」

　急に重く感じられるようになったと思ったら、二階の伊織の部屋に上がるまでのわずかな間に、クリスはすでにくーくー寝息を立て始めていた。

「……おれがほかのウォーライクに殺されるとしたら、その時はたぶんおまえも死ぬんだよ」

　伊織自身、自分で口にしてどきりとするような呟きだったが、クリスは目を醒さまさなかった。

　しっかりシャツを摑つかんで離さないクリスといっしょにベッドに横になった伊織は、暗い天てん井じようを見上げ、大きく深呼吸した。

　　　　　[image: ]

　その日の放課後、美術準備室からの帰り、伊織は山崎に呼び止められた。

「宮本！」

「金なら貸さん」

「ちょっと待て！　どうしていきなりそういう返事が返ってくる？　おまえは俺を何だと思ってんだ？」

「他意はない」

　むっすりと不満げな表情を見せる山崎に、伊織は冷ややかな笑みで答えた。

「……ただ、幼少の頃からたびたびカツアゲの被害に遭っていた経験から、気安く声をかけてくる男は全員カツアゲが目的だと思うようにしているんだ」

「てめえ……他意はねえとかいってるけどよ、そりゃあアレだ、俺がカツアゲするような人間に見えるってことじゃねえのか？」

「そこまではいわんが、だからといってカツアゲしない人間にも見えんしな。世界の人間をカツアゲする側とされる側に分類したら、おまえはギリギリでする側だ」

「くおお……！　こ、こいつはまた、物静かな口調でモノすごく失礼なことを……！」

「失礼なことをいっているつもりはない。客観的な意見を述べているだけだ」

「じゃあおまえはどうなんだよ!?」

「だからさっきもいったろう？　おれはカツアゲされる側の人間だ」

「何だよ、マジか？　見た感じ、おまえは将来、企業ゴロとかになりそうなんだけどな」

「……おまえのほうがよほど失礼なことをいっているが」

　山崎に悪気はない。ないのが判っているから、伊織は苦笑で流した。こいつは悪気がない上に少しバカなのだと思えば腹も立たない。

「おれのウチは、昔から保護者がいるようでいない状態だったからな。当然、食料の買い出しやら何やら、すべて自分でやることになるんだが、そういうことをどこで嗅かぎつけてくるんだか、おれがサイフを握り締めてスーパーに行こうとすると、その途中にタチの悪い連中が待ち構えているということがよくあった」

「……それ、小学校とかの頃の話か？」

「ああ。何度かカツアゲ食らってからは、必要なものはスーパーに電話して届けてもらうようにしていたな。自分でまた買い物に出かけるようになったのは中学に上がってからだ」

「そうか……おまえの年に似合わない老成ぶりは、そういうガキの頃の苦労のせいだったんだな」

「……褒ほめられている気がしないが」

「え？　俺、別に褒めてないぜ？」

「そうか」

　伊織は気が抜けたように肩をすくめた。

「――ところでおまえは今まで何をしていたんだ？」

「いやー、この前の小テストの成績が悪くて、古チン先生に呼び出されちまってさ」

「そうか。自業自得だな」

「そういうおまえは誰に呼び出されたんだ？　何が赤点だった？」

「誰かが放課後に残っていたら問答無用で赤点だと思っているのか、おまえは？」

「あ、そういやおまえ、美術部に入ったんだっけ？」

「……なぜそれを知っている？」

「え？　いや、だっておまえ、最近よく美術準備室に出入りしてるみたいじゃん。そういう話あちこちで聞くぜ？」

「そうか」

　伊織はなるべく目立たないように美術準備室に通っていたつもりだったが、意外に人は見ていたということなのかもしれない。

　山崎は声をひそめて尋ねた。

「あそこ、ときどき準備室の片づけをするだけで、実際には絵を描いたりとかは何もしてないんだろ？　やっぱ内申書のこととか考えたら、幽ゆう霊れいあつかいでも何かしら入部してたほうがいいってことか？」

「……おまえがそんな計算をしているとは意外だな」

「違うよ！　おまえがそういう計算してんじゃねえのっていってんだよ！」

「いや、そういうわけでもない。単なるなりゆきだ。本当に内申のことを考えるなら、ボランティア部にでも入ったほうがましだろう」

「そういうもんか」

「そういうもんだ、たぶんな」

　正直、伊織はまだ、高校卒業後のことはよく考えていなかった。漠然と大学に進もうとは考えているが、将来的にやってみたいことも就ついてみたい職業も特にない。自分の夢とやらに情熱をそそぎすぎた結果、家族をかえりみずに行方ゆくえ不ふ明めいになってしまった父が反面教師としてつねに頭の中にあるせいで、熱心に何かをやりたいという気持ちが湧わいてこないのである。

「――あれ？」

　ぼんやりと階段を降りていた伊織は、隣を行く山崎の声に顔を上げた。

　あざやかな茜あかね色いろに染まる人気のない昇降口に、カバンを背負った牧島さつきが立っていた。階段を降りてくる伊織たちにはまだ気づいていないらしく、手持ち無ぶ沙さ汰たな様子で下げ駄た箱ばこに寄りかかり、腕時計を確認している。

　山崎はじろりと横目に伊織を睨にらみつけた。

「……おまえらさ、やっぱつき合ってんじゃねえの？」

「またその話か」

「だっておまえ、いっしょに帰るってのはそういうことだぞ。ホントはここで待ち合わせしてたんだろ？」

「そんな約束はしていない。……第一、いっしょに帰るだけでつき合っていることになるのなら、おまえは坂さか田たたちとつき合っているわけか？」

「男同士の間には成り立たねえ不思議な法則なんだよ！」

　小さく押し殺した声で山崎が否定する。

「……だいたい、ここんとこおまえら、教室でもよく見つめ合ってるじゃねえか」

「おまえは目が悪くなったのか？　あるいは妙なマッシュルームでも食ったか」

　ここしばらく伊織がさつきを観察しているのは事実だが、山崎のように何でもかんでも恋愛沙汰に結びつけようとする思考回路の持ち主には、ふたりがたびたび見つめ合っているように見えるらしい。もし本当にそんな真似を堂々とやっていたら、クラス中の人間が噂するくらいにはなっているだろう。

　なおも釈然としない様子の山崎は、ことさら大きな声で溜息混じりにいった。

「そんじゃそういうことにしといてやるけどよ。――んじゃ、俺は親への言い訳考えながらひとりさびしく夕闇に消えるぜ。じゃな！」

　びっ！　と敬礼し、山崎は残り数段をひと息に飛び降りると、スニーカーに履はき替かえるのももどかしげに走り去っていった。

「あ……！」

「……牧島も赤点か何かで呼び出された口か？」

　口ごもってしまったさつきに代わり、伊織が先に切り出した。

「山崎の家では今夜は血の雨が降るかもしれんな。中間も近いし」

「い……み、宮本くんは、テストの時も慌あわてないタイプだよね、いつも……」

「それは中等部の頃の話だ。高等部の勉強はさすがにそう簡単じゃない」

「でも、塾とか行ってないよね？」

「さいわい、行けとせっつく保護者もいないしな」

　いつの間にか、伊織とさつきは並んで歩いていた。駅に向かう通りには、ちらほらとほかの生徒たちの姿も見える。

　じっと自分の爪つま先さきを見つめたまま、さつきが呟いた。

「あの……さ」

「何だ？」

「この前借りた本……あさっての日曜日、か、返しにいってもいいかな？」

「ああ――」

　あれからもう一週間――いや、まだ一週間もたっていない。わずか六日の間によくもまあここまで劇的なことが起こったものだと、伊織はついつい笑ってしまった。

「宮本くん？」

「いや――わざわざおれのうちまで来なくても、学校に持ってきてくれればそれでいい」

「うん。でも……あの」

「今度は何だ？」

「宮本くん……美術部に入ったって本当？」

「どうして知ってる？」

「あ、山崎くんが、そんなようなことをいってたから――」

「……そうか」

　いつも以上に訥とつ々とつとしたさつきのしゃべり方が、伊織にはひどくもどかしく、苛いら立だたしいほどに感じられた。もし目の前にいるのがクリスタベルだったら、いいたいことがあるならはっきりいえと、冷淡に吐き捨てていたかもしれない。

「……どうして美術部に？」

「早瀬先生にいろいろ聞いてみたいことがあったからな」

「早瀬先生に？」

「あの人、おれの親父の教え子だったんだ」

「……そう、なんだ……」

「親父がどういう人間だったか、おれよりも他人のほうがよく知っているのも妙な話だが、まあ、そんなような理由だ」

　もちろん口からでまかせである。薬子に昔の父の話をしてくれと頼んだことは一度もない。しかし、伊織の父が行方不明だということを知っているさつきは、これ以上その話題に触れられなくなったようだった。

「――じゃあまたな」

　夕暮れ時の駅前の喧けん騒そうの中で立ち止まり、伊織はあれっきり無口になってしまったさつきに淡々と告げた。

「うん……さよなら」

　こくんと小さくうなずき、さつきはバス乗り場のほうへと歩いていった。

「…………」

　さつきが乗ったバスが走り去っていくのを見送った伊織は、駅を突っ切った向こう側にあるスーパーに立ち寄り、大量の食材を買い込んでから帰宅した。

「――おなか空いた～！」

「……日本に住んで一週間もたてば、どこの国の人間だろうとおかえりのひと言くらい覚えるはずだが」

　伊織が帰宅するなり飛びついてきたクリスの第一声は、きょうも空腹をうったえ魂たましいの叫さけびだった。

　だが、その悪しき慣習をあらためる気などさらさらないのか、クリスは伊織が手にしているビニール袋の中身を早くもがさがさとあさっている。

「ごはんは？　ごはんは？」

「……昼食はどうした？」

「食べたよ！　でも足りなかった！」

「……あれでか」

　伊織は毎日、学校に行く前に大量のごはんを炊たき、ゆうべの残りもののおかずも用意してから家を出るようにしている。クリスが腹を空かせて家からさまよい出たりしないようにするためである。

　しかし、玄関からまっすぐキッチンに向かった伊織は、綺き麗れいに空っぽになった炊すい飯はん器きと、シンクにごちゃりと積まれた食器の山を見て、自分の計算がまだまだ甘かったことを思い知った。

　この一週間で急に酷こく使しされるようになった小さな炊飯器を軽く叩き、伊織はふるふるとかぶりを振った。

「……このサイズではとても対応しきれんな。ひと回り大きなヤツに買い換えるしかないか――」

「ごっはっん♪　おー！　ごっはっん♪　おー！」

「うるさい」

　ひとりシュプレヒコールを続けるクリスをこづき、伊織はスーパーの袋の中から食パン一斤きんとジャムの瓶びんを取り出した。

「……とりあえずこれでも食ってろ」

「わ～い♪」

「……好き嫌いが少ないだけまだマシだな」

　嬉き々きとしてパンをむさぼり始めたクリスを横目に、伊織は手早くシンクを片づけ、夕食のための米を研とぎ始めた。もちろん今晩もフルに三合。伊織ひとりで暮らしていた時なら二日かけて消費する量だが、クリスにとっては一食分にしかなるまい。

「あっ！　ケータイ！」

　伊織が炊飯器をセットしてようやくひと息ついた時、テーブルの上に置きっぱなしにしていた携帯が鳴り出した。

「クスコ？　クスコ？」

「違う。ただのメールだ。……それよりおまえは、買ったばかりの服をジャムで汚すな」

　伊織の手から携帯を奪おうとする小さな略奪者を強引に引き剝がし、メールの文面を一読した伊織は、着替えのために二階の自室へ向かった。




　メールは、牧島さつきからのものだった。






















　念入りにシャワーを浴びて身み支じ度たくをととのえたあと、伊い織おりはキューケースを肩に引っかけて玄関を出た。

　ビリヤードが趣味の叔お父じの影響で、伊織も小さな頃からゲームにつき合わされることがよくあったが、腕前のほうはさして上達しなかった。それでも、自前のキューやケースを持っているとそれなりにうまいのだと思われるらしく、中等部の頃はヘンに誤解されっぱなしだった。

「…………」

　ケースを揺すり上げ、もう一度薬くす子こに電話をかけてみたが、電源が入っていないというメッセージしか聞こえてこなかった。こんなことならマンションの電話番号も聞いておけばよかったと後こう悔かいしたが、いまさらどうしようもない。

　伊織は大きく深呼吸し、ことさらゆっくりと夜道を歩いていった。




　数時間前、牧まき島しまさつきからメールがあった。

　電話やメールではできない大事な話があるから、今夜会いたいという。

　直接会って話がしたいなら、週明けに学校ですればいいだろう――というのは、あまりに気の利きかない朴ぼく念ねん仁じんの考えだ。女の子からこんなメールが来たら、どこかズレている山崎でさえその真意にすぐに気がつく。

　もちろん伊織もそこまで鈍にぶくはない。鈍くはないが、しかし、そういう用件ではない可能性もありうると、今の伊織は考えてしまう。

　さつきが〝鞘ロのー主ド〟ではないかという疑念は、まだ晴れていないのだ。

　そのさつきから、深夜の公園に呼び出されたのである。きっと告白されるに違いないと単純に浮かれていられるほど、伊織はお気楽な人間ではなかった。

「…………」

　この前のような遠距離からの狙そ撃げきを警戒しつつ、夜道を歩いていく。蒸すような夜気に、自分のてのひらが少しずつ汗ばんでくるのが伊織にも判わかった。

　待ち合わせの場所は、伊織にとっては因縁のあるいつもの公園の、池の東側にある四阿あずまやだった。花見シーズンを除けば、この時間ならもうほとんど人ひと気けはない。

　それを注意深く確認しながら、伊織は大きな池をぐるりと回り込んでいった。

「――あ」

　牧島さつきは、水銀灯のそばの四阿の下で、木のベンチに座ってぼんやりと池を眺ながめていたが、砂を踏ふむ伊織のかすかな足音に気づいて視線をこちらに向けた。

　白いパーカーにデニムのミニスカといういでたちは、言葉は悪いが地味めという意味ではさつきに似合っていて、正直、あまりときめく姿じゃあない。ただ、家で入浴してきたせいなのか、いつものようなポニーテールではなく、髪を結ゆわずに背中に流しているのはちょっと新鮮だった。

「おう」

　軽く手を上げ、さりげなく左目を閉じる。ベンチから立ち上がったさつきは、水銀灯の光とは明らかに違うほのかな赤い輝きにいろどられていた。

「……やれやれ」

　伊織は深い溜ため息いきとともに頭をかいた。

「あれ？　それ、キューケースだよね」

　さつきは伊織が肩にかけているケースに気づき、目を丸くした。でも、そう尋たずねるさつきの口調には、どこかほっとしたような安あん堵ど感かんとわざとらしさが感じられる。わざわざ伊織をここまで呼び出しておきながら、肝かん心じんの本題にはあまり触れたくない――そんなさつきのためらいが、ふたりの会話をどうでもいい世間話へ持っていこうとしているのかもしれない。

「宮みや本もとくん、ビリヤードやるの？」

「昔ちょっと叔父に習ったことがあるだけだ。やるっていうほどじゃない」

「じゃあどうしてそんなもの持ってるの？」

「近所の二四時間スーパーでゴボウを買った。ゴボウを持ち運ぶのにちょうどいい」

「……それホント？」

「冗じよう談だんに決まってるだろ。……で、話って何なんだ？」

「あ……うん」

　伊織がさくっと本題に切り込んでいくと、さつきは急に表情をこわばらせた。

「その……ね、いわれたんだ……」

「何をだ？」

「いや、だから、妹にね」

「あのサバサバ系か」

「え？　知ってたっけ？」

「見たことくらいはある。……で、あれに何をいわれたと？」

「うん……その、み、い、伊織くんはね、たぶん、はっきりいわないと、わざと判ってくれないようなタイプだからって――」

　いつも宮本くんと呼んでいたさつきが、急に伊織くんなどといってもじもじし始めたのを見て、伊織はひくっと眉まゆを震ふるわせた。

「……用件が何なのか、ある程度は見当がついていたが……要するにおまえは、おれをここへ呼び出して告白しろとせっつかれたんだな、あのサバサバ系に？」

「……うん」

　さつきは顔を真っ赤にしてうつむいた。

「やっぱり……気づいてたよね、い、伊織くん……？」

「まあな」

　さつきが自分に向ける視線が、ただの同好の士を見つめるそれとは違うことくらい、あの山やま崎ざきに指摘されるまでもなく気づいてはいた。それにきょうの帰り道、あの時のさつきの態度を見ていれば、どんなに鈍い人間でも気づく。

　――が、気づいてはいたが、それを認めることも、積極的に受け入れることも、伊織はしたくなかった。

　好きだの嫌いだのというわずらわしい間柄に踏み込まずに、たがいに本の貸し借りをする読書好きの友人としてやっていければそれでいい。伊織にとってはそのほうが好ましい状態だったし、わざわざ今の距離感を崩くずすことは避けたかった。

　さつきに対してだけではない。誰だれに対しても、伊織はそういう距離をたもったままでいたいのだ。

　だが、さつきのほうは、伊織の懐ふところへもう一歩踏み込まなければ我が慢まんがならないところまで来てしまったのかもしれない。昔からそういう感情を押さえつけることに慣れていた伊織と違って、思春期の少女にそれを耐えろというのは、やはり無理な注文だったのだろう。

「あのっ……」

　意を決したように顔を上げたさつきが、その時、ふらりと前のめりに倒れた。

「牧島？」

　反射的に伊織が手を差し伸べた刹せつ那な、倒れゆくさつきの肩越しに、赤い閃せん光こうが走るのが見えた。

「！」

　強い衝撃を胸に感じ、伊織の身体からだが大きく吹き飛ばされた。瞬間的に三半規管が麻ま痺ひし、激しいめまいのために天と地がひっくり返ったような感覚が伊織を襲う。そのまますさまじいいきおいで桜の木に叩たたきつけられ、あらたな衝撃に全身がしびれた。

「っ……！」

　どさりと地に落ちた伊織は、首をねじってさつきを見やった。

　いったい何が起こったのか、さつきは完全に意識を失い、身体をくの字に折ってその場に倒れ伏している。

　と――。

　またあの鐘かねの音が遠くから聞こえてきた。

　月の明るい星空が、玉虫色めいた赤黒い空に取って代わられていく。絶望的な黄昏たそがれが訪れたのだ。

　と同時に、倒れていたさつきの姿が幻まぼろしのように薄れていく。

　それは、彼女がこの〝逢魔が刻トワイライト〟に存在できない――すなわちウォーライクをたずさえたロードではないということを意味していた。

　　　　　[image: ]

　永遠の夕ゆう闇やみに押し包まれたいつもの公園に、なまあたたかい風が吹いている。

　伊織は長いスパンで深呼吸を繰り返しながら、静かに消え去った牧島さつきと、その向こうからゆっくりとやってくる人影を凝ぎよう視しした。

「……そっちだったか」

　胸を押さえ、伊織はゆっくりと立ち上がろうとした。

　そこに、またもあの光の矢が飛んできた。

　きゅばっ！

　奇妙な摩ま擦さつ音おんとともに走った光が直撃する寸前、伊織は地面についた右手の力だけで大きく跳ね上がり、間一髪でそれをかわした。

「――抜け目のないヤツだな、きみは」

　男とも女ともつかない、しかしはっきりとした笑みを含んだ声が、桜の木陰に入った伊織の耳を打つ。

「…………」

　伊織はそっと木陰から顔を覗のぞかせ、四阿の前に立つふたりを窺うかがった。

　あからさまに苛いら立だちの窺える表情を見せているのは、さらさらの長い髪が綺き麗れいな背の高い少女――牧島むつきだった。

　そしてそのかたわらには、時じ代だい錯さく誤ごな中世ヨーロッパ風の軍服を着込んだ美男子が立っている。

　いや、本当に男かどうかは判らない。その美び貌ぼうは女といっても十二分に通じる。とにかく線が細くてはかなげで、判りやすいいい方をすれば、宝塚の男役のような文句なしの美形だった。

「……ずいぶんと差があるな」

　そっと左目をつぶり、美形の背中に赤い光の羽根が広がっているのを確認した伊織は、自分が手にしている剣を一いち瞥べつした。

『イオリ……またクリスに文句ゆってるでしょ』

「別に。ただ、同じウォーライクでもこうも違うのかと思っただけだ」

『ほらゆった！』

　青白い剣が不満げに震える。伊織は忌いま々いましげに舌打ちし、剣をいったん手放した。

　しゅいんっ！

　――と、影の中から元気よく飛び出してきたクリスが、伊織の腰にしがみつき、自分も木陰から顔を出して敵の姿を確認しようとする。

「よせ」

　伊織がすばやくクリスの頭を押さえた次の瞬間、すぐそばを、あの光の矢が駆け抜けていった。

「ひゃっ！」

「……妙だな」

　光の矢を生み出す細い指先をひと吹きし、性別不詳の美形は小首をかしげた。

「そんな何も知らない新米のウォーライクに、わたしの〝魔矢エルフインダート〟を跳ね返す力があるはずはないのだが――」

「……そんなことどうでもいいわ」

　美形を制して一歩前へ進み出たむつきは、腕を組んで正面を見み据すえ、

「――宮本伊織！　聞こえてるでしょ！　出てきなさい！」

「そういわれてもな……」

「ねえ、あの人、イオリの知ってる人？」

「顔と名前だけはな」

　こそこそと尋ねるクリスに律りち儀ぎに答え、伊織はふたたび顔だけを覗かせた。

「――確かあんた、牧島の妹だな？　おれにいったい何の用だ？」

「死んで！」

　憎々しげに即答したむつきが力任せに四阿の柱を殴なぐりつけると、びしりと大きなひびが上下に走った。

「――ムカつくから死んで！」

　尋じん常じようじゃない怒りように、いつも能天気なクリスも、さすがに首をすくめて顔をしかめている。

「……イオリ、あの人に何かしたの？　すごく怒ってるよ？」

「まったく身に覚えがないな。こうして会話するのも初めてだ」

「聞こえてるわよ！」

「じゃあ判るだろう！　おれにはあんたにそこまで恨うらまれる覚えはない！　第一、この前おれたちを殺そうとしたのもあんたらだろう？　おれがあんたらを恨むのならまだ判るが、その逆とは納得がいかないな！」

「わたしとむつきの利害が一致したということさ」

　優雅な仕し種ぐさで腰に手を当てた美形が、金色の長い巻き毛をかき上げた。

「――わたしの獲物はそちらのおチビちゃん、そしてむつきの獲物はきみだ」

「だから、どうしておれがそっちのサバサバ系に狙ねらわれなければならんのだ？」

「うるさい！　やっちゃって、ベルフィービ！」

「いいとも、マイ・レディ」












　ベルフィービと呼ばれた美形――ウォーライクは、にぃっと笑って伊織を指差した。今度は人差し指と中指、二本分の太さの赤い輝きがするどい矢となり、夜気を震わせて飛来する。

「……おまえも早くああいう必殺技が使えるようになってくれ」

　伊織はクリスをかかえて木陰から飛んだ。

　直後、幹に大穴が開いた桜の木が、みきみきと嫌な音を立ててへし折れた。

「やはりそうか……」

　必殺の矢をかわした伊織を見て、ベルフィービが面白そうに笑った。

「ここに来る前から〝血〟を仕込んでいたな？　そうだろう？」

「当たり前だ。罠わなかもしれんと判っていて、何も手を打たずにのこのこやってくるほどバカじゃあない」

　結局、この場にむつきが現れる瞬間まで、伊織にはさつきが黒か白か判断がつかなかった。さつきには確かにいつも赤い鱗りん粉ぷんが付着していて、そういう意味ではかぎりなく黒に近かったが、逆にいえば、あまりにもあからさますぎた。

　しかし、さつきの周囲に強力なウォーライクの影がちらついていることだけは間違いない。

　だから伊織は、さつきからの呼び出しに合わせて、家を出る時から〝魔性の血エルフインブラツド〟を飲み、〝変形シエイプシフト〟したクリスをキューケースの中に忍ばせてここまで来たのである。剣と化したクリスなら、いきなりあの矢で狙撃されてもどうにかはじき返せるのではないかと考えてのことだったが、一瞬でも剣をかざすのが遅れていれば、伊織の心臓に大きな穴が開いていただろう。

「それにしても、妹のほうがロードだとは思わなかったな。……牧島はあんなヅカが妹のそばにいるのにまったく気づかなかったのか？　トロい女だ」

「宮本！　あんた今、さつきのことをトロいっていったでしょ！」

「……こっちはこっちでいちいちうるさい女だな」

「黙れ！」

「だったら耳みみ栓せんでもしてろ」

　鼻を鳴らし、伊織はクリスにささやいた。

「――そろそろ効果が切れそうだ」

「うん。がんばってね、イオリ！」

　伊織に口移しで自分の血を飲ませたクリスは、ふたたびみずからの影の中にもぐり込み、剣と化した。

　それを手にして別の木の陰に入った伊織は、体内の血液が沸ふつ騰とうするかのような高こう揚よう感かんを嚙かみ締しめ、むつきを見据えた。

「……おれは基本的には平和主義者なんだが、キリストやガンジーと違って、殴られたら殴り返したくなるタイプだ。そっちに退ひくつもりがないなら、今夜はとことんまでつき合うつもりだが、それでいいんだな？」

「うるさいわね！　あんた、よくもさつきを――」

「……は？」

「ベルフィービ！　変わって！」

「ああ。きみにはわたしがついてる。……わたしたちは絶対に負けやしないよ」

　芝居がかった仕種でさつきの腰に手を回したベルフィービは、少女に軽くキスをした直後、その長身を自分の影の中に溶け込ませ、すぐにひと振りのハルバードとなって現れた。

「……本当にあれも同じウォーライクなのか？」

『それだけ力の差があるということさ』

「死んじゃえ……！」

　本来なら少女の身で振るえるはずのない巨大なハルバードを大きく振りかざし、むつきは一気に伊織に肉薄した。

「!?」

　たがいの距離が一瞬でゼロになり、横殴りの猛烈な一撃が伊織の首へと飛んでくる。まともに受けてはクリスが折れるかもしれないと考えた伊織は、咄とつ嗟さに身を沈めてそれをかわした。

「よけるな！」

　伊織の首を飛ばすかわりに桜の老木をあっさりと両断したむつきは、すぐさま伊織に追いすがった。

「はやっ……い！」

　むつきは陸上部のホープだと聞いていたが、その力を何倍にもパワーアップしているのは、やはりベルフィービの血なのだろう。飛び道具というアドバンテージがあるだけでなく、ロードを強化する能力に関しても向こうのほうが上なのかもしれない。

「――あんた！　さつきとつき合う気あるわけ!?」

「はぁ!?」

「あるの!?　ないの!?　どっちよ！」

「ちょっ……！」

　力任せにハルバードを叩きつけてくるむつきの攻撃をどうにかかわしながら、伊織は全身にクリスの血が行き渡るのを感じていた。ついさっきまでは、相手がさつきの妹だと知って躊ちゆう躇ちよする気持ちがあったのに、今はそれを凌りよう駕がするいきおいで、敵に対する怒りと戦意が胸の奥で燃えさかり始めている。

「ふざっ――ふざけるなよ、てめえ……シスコンかよ!?」

　真正面から迫るハルバードを、柄の部分を摑つかんで脇に逸そらし、伊織はむつきの腹を蹴け飛とばした。

「ぐっ……！」

「わけの判らねえことをほざくな！　それが何の関係がある!?」

「あるのよ！　あんたなんか……さつきにはねえ、もっと、頼り甲が斐いのあるいい男でなきゃダメなの！」

　バランスを崩しながらも何とか踏みとどまったむつきは、長い髪をかき上げ、燃え立つように輝く双そう眸ぼうで伊織を睨ねめつけた。

「――少なくとも、わたしはあんたなんか認めない！　ブッ殺してでもさつきにあきらめさせる！」

「このアマ……そんなことのために――」

「そんなことじゃない！　わたしにとってはそんなことじゃない！」

『そうだ……むつきにとっては大事なことだ』

　熱に浮かされたようにわめくむつきに、彼女の手の中のベルフィービがおだやかにささやきかけている。

『大丈夫……この若者がいなくなれば、さつきはすぐに昔の彼女に戻る。きみがよく知るいつものさつきにね』

「……てめえ、何いってんだ？　てめえが余計なこと吹き込んでるから、そのシスコンが余計に錯さく乱らんしてんじゃねえのか？」

『人聞きの悪いことをいわないでくれたまえよ。わたしはただ、彼女が胸の奥にしまい込んでいた素直な気持ちを解放してやっただけだ。……わたしの〝魅惑ラブトーカー〟でね。シェイプシフトしか芸のないきみのウォーライクとはできが違うんだよ、わたしは』

『あの人クリスのこと馬ば鹿かにした！』

「事実には違いないが……とりあえず胡う散さん臭くさい野郎だな」

　力のあるウォーライクにどこまでのことができるのか、伊織にも把は握あくしきれていない部分が多い。だが、たとえクリスがこのまま順調に成長していったとしても、ベルフィービのようなウォーライクにはならないだろうという予感が伊織にはある。

　伊織にとってベルフィービは、生理的に相あい容いれないタイプの存在だった。

「――さつきはあんたなんかに渡さない！」

　次第に血走り始めた目を苦しげに細め、むつきはハルバードを振り回した。そのたびにあたりの木が切断され、ベンチが破壊されていく。

「わたしとさつきはずっといっしょに生きてきたの！　大人になってもいっしょに暮らそうって、おたがいが一番大切だって、ずっとそういうこといってこれまでやってきたの！　ここ一年くらいでぽっとさつきの視界に入ってきたようなあんたになんか、最初から割り込む隙すき間まなんてないのよ！」

「割り込むも何も、おれは別に牧島とつき合うつもりはないんだがな」

「！　何よ、いまさら！　さつきを馬鹿にしてるの、あんた!?」

「……じゃあどういえばいいんだ？」

「簡単よ！　だから死んじゃえっていってるでしょ、さっきから！」

「くっ！」

　ハルバードの石いし突づきが伊織の足元を狙って繰り出される。しかし、それはむつきのフェイントだった。伊織の意識が一瞬下のほうへと向いた瞬間、むつきはすばやくハルバードを返し、伊織の肩口へと振り降ろした。

『――痛っ！』

　伊織が剣をかざしてハルバードの刃を受け止めると、耳障りなきしみと同時にクリスが甲かん高だかい悲鳴をあげた。

「クリス!?」

『見たまえ、むつき。やはり彼の貧弱なウォーライクでは、わたしたちには勝てやしない。――さあ、もうひと息だ』

「うん……っ！」

　むつきはもう一度ハルバードを振り上げ、尻しり餅もちをついた伊織の脳天へと振り降ろした。

『やだっ！　痛いのやだっ！　よけて、イオリ！』

「この期ごにおよんでふざけたことぬかすんじゃねえ……！」

　咄嗟に身を転がしてハルバードをかわした伊織は、クリスのわがままに毒づきつつ、自分の背中にそっと触れた。

「くそ……！」

　指先にぬめりを感じる。おそらく今の一撃を完全には避けきれなかったのだろう。痛覚が麻痺しているおかげで痛みに動きを阻そ害がいされることはないが、少し触った感触ではかなりの出血のようだった。

『い、イオリ!?　大丈夫!?』

「いまさら何をいってんだ、おまえは……？」

　むつきと対たい峙じし、その出方を窺いながら、伊織は低い声で吐はき捨すてた。

「おれが死んだらおまえも死ぬんだよ。この前いったろうが。死にたくなけりゃあ死ぬ気で踏ん張れ。ふだんどれだけメシを食わせてやってると思ってる？」

『でも、あれが当たるとすっごく痛いんだもん……！』

「じゃあいっしょに死ぬか、おい？」

『ううううう……死にたくない……』

　しくしく泣き始めたクリスにうんざり顔で溜息をもらした伊織だったが、実際のところ、もしまたさっきのような一撃を食らったら、本当にクリスの刃は折れてしまうかもしれない。ぽきんと刃が折れ、そして伊織もそのまままっぷたつだ。

　あのハルバードを受け止められるのはおそらく一度きり――そしてその一度きりは、もう使ってしまった。

「――このっ！　このっ！　このっ！」

　むつきが狂ったようにハルバードを振り回すと、その刃から光の矢が次々に放たれていく。ベルフィービが放つものほど狙いは正確ではないけれど、こう続けざまに撃うたれると、はじいてしのぐにも限界があった。かわしきれない矢があちこちをかすめ、確実に伊織の身体にダメージを残していく。

『い、イオリ！　いた――』

「痛いてえのはおれも同じだ！　このクソガキ、今度痛ェなんてほざきやがったらメシ抜きだからな！」

『ううっ……』

　少女の悲鳴を彼女自身の食い気で封じた伊織は、クリスをひらめかせて光の矢を打ち落とし、ケヤキの巨木に向かって走り出した。

「逃げる気!?」

　眉を怒らせて伊織を追うむつきにベルフィービはささやいた。

『いいかい、むつき。わたしならきみを助けてやれる。きみの悩みはすべてわたしが消してあげる。さつきのことも、勉強のことも、友達関係のことも、陸上部のことも、すべてわたしが何とかしてあげる。わたしだけがきみを救えるんだ。……それを疑ってはいけない』

「うん……うん！」

　うなずくむつきの顔は完全に目が据わっている。エルフィンブラッドだけの影響とは思えなかった。

「てめえ……妖精っていうより悪魔じゃねェのか？」

　肩越しに後ろを振り返り、伊織は唇くちびるを吊つり上あげた。

『ふん……むつきはきみよりも心が繊細にできているんだよ。だからわたしがはげましてあげなければいけないのさ』

「だからよ……タダでさえ足元のおぼつかねえ思春期のガキをそそのかすなっていってんだよ!!」

　いっさい減速せずにケヤキの木に突っ込んでいった伊織は、そのまま木肌を蹴って幹を駆け上がり、そこから急激にベクトルを変えてむつきに斬きりかかった。大きく身体をひねり、その回転力にスピードと体重と落下速度まで加えた渾こん身しんの一撃だった。

「そんな貧弱な剣娘――」

　むつきはすぐさまハルバードをかまえ直し、頭上を薙なぎ払はらおうとした。

　だが、それよりも早く、伊織の手を離れてクリスが飛んだ。そのまま斬りつけると見せかけ、伊織はクリスを無む造ぞう作さに投げつけたのだ。

「！」

　虚をつかれたむつきは、右の二の腕を浅くえぐられてハルバードを取り落とした。

　そこへ、少し遅れて伊織が降ってきた。

「……悪いな！」

「きゃっ――」

　ほとんど踏ふみ潰つぶすような急角度で降ってきた伊織に肩口を蹴られ、むつきは池のほとりの手て摺すりに背中から激突して息を詰まらせた。

「邪じや魔まだ！　あっち行ってろ！」

　すかさず、伊織はハルバードを摑んで思い切り遠くへブン投げた。

「待て、貴様！」

　ぎゅるぎゅると回転しながら飛んでいったハルバードは、遊歩道の石いし畳だたみの上に深々と突き刺さったかと思うと、一瞬で影の中へ呑のみ込こまれ、代わりにそこからベルフィービが飛び出してきた。

「――むつきほどわたしと相性のいいロードはそうは見つからない！　そう簡単に手放すものか……！」

「親切ごかしにあれこれいってたくせに、結局はそれかよ！　こいつのためとか何とか御ご託たくを並べてやがったが、要するにてめェのために利用してるだけなんだろ！」

　伊織は地面に突き刺さったクリスを引き抜き、ベルフィービに向き直った。

「だったら――何のひねりもナシに、最初から腹減った腹減ったってワガママいってるこいつのほうが、よっぽど裏表がなくて信用できるぜ……」

『あ！　イオリ、クリスのこと褒ほめてる!?　ねえねえ！　褒めてるの!?』

「褒めてねえ！　いいから黙ってろ！」

　次の刹那、伊織の姿はむつきのそばから消え、一瞬でベルフィービの眼前に移動していた。

「!?」

　ほとんど瞬間移動かと思うようなそのスピードは、ベルフィービやむつきの想像をはるかに超えていたに違いない。ふたりの驚きよう愕がくの表情がそれを如によ実じつに物語っていた。

「馬鹿な……っ？　ど、どうして――!?」

　愕がく然ぜんとしながらも、ベルフィービはその手を伊織の顔面に差し向けようとした。基本的にロードがいなければ戦うことのできないウォーライクだが、ベルフィービにはまだこの光の矢がある。

　が、それも視線の届かないところからいきなり撃たれるから脅きよう威いなのであって、そのモーションが見えていればさほど恐ろしいものではない。やはりウォーライクは、ロードとともにあってこそ真価を発揮できるのだ。

　伊織はベルフィービの腕を左手で摑んで押さえつけ、その薄っぺらな胸板にクリスの切っ先を押しつけた。

「ひっ――」

「……てめえ、おれの親おや父じ――宮本康やす頼よりって男を知っているか？」

「え……え？」

「知らねえよな。……いいや。もう忘れろ」

　ぞぶっ――。

　ベルフィービが影の中に逃げ込もうとする気配を察した伊織は、その寸前、クリスの刃をすべらせた。

「ぐっ……」

　細身だが鋭利なクリスの刃が、何の抵抗もなくベルフィービの胸に吸い込まれていく。幸か不幸か、それをためらう心は伊織にはまったくなかった。

「ふっ、ぐ、う――」

　細かく痙けい攣れんするベルフィービの身体から次第に力が抜けていくのにつれて、クリスの刃が青白い輝きを増していった。たぶん、これがウォーライクを倒すということ、その力を吸収するということなのだろう。

「ベルフィービ……！」

　胸に剣を突き立てられて硬直する麗人を目の当たりにして、むつきが苦しげな呻うめき声をもらした。

「……おまえ、おれを呼び出すために牧島を使ったよな？」

　伊織はむつきを振り返り、淡々と尋ねた。

「おっ……おまえ、なんか――」

「牧島を使っておれを呼び出したよなって聞いてんだよ。牧島が巻き込まれて怪け我がするとか考えてなかったのか？　それとも、ラリっててそんな単純なことにも考えがいかなかったのか？」

「くっ……」

　むつきは震える両腕で身体をささえ、どうにか立ち上がろうとしている。

　伊織は完全に力を失ったベルフィービを突き放し、むつきに向き直った。

『イオリ！　もうやめようよ！』

「……少し黙ってろ」

　刃についたベルフィービの血を振り払い、伊織はむつきに歩み寄った。

「牧島もいい加減夢見がちなヤツだとは思ってたがな――」

　ルーズに締められたむつきのネクタイを摑み、強引に引きずり起こした伊織は、その鼻先にクリスの切っ先を突きつけて低い声でいった。

「……おまえはもっとガキだな」

「な、によ……？」

「幼よう稚ち園えん児じや小学生の頃ならともかく、高校生にもなっておねえちゃんおねえちゃんもねえだろ？　トロいねーちゃんには自分がついてなきゃダメだって、おまえはどれだけバカなんだ？　ンなもんタダの共きよう依い存ぞんだろうが」

「おまえ……おまえなんかに――！」

　むつきは両目に涙を浮かべて伊織の手を振りほどこうとしていたみたいだったが、ベルフィービが倒れた今、彼女に超人的な力をあたえていた血はすでにその効力を失いつつある。彼女が渾身の力を込めても、伊織の左腕一本の力にすらおよばない。

　伊織は無む駄だな抵抗を続けるむつきをがくがくと揺さぶった。

「どのみちあと二、三年もすりゃあ別々に暮らすようになんだろ？　大人になってまでいっしょってわけにはいかねえってことぐらいそろそろ気づけ、このガキ！」

　頭の片隅で、これは誰に対しての言葉なのかと、冷静な伊織が自問する。

　牧島むつきに向けての言葉か、それとも自分自身への言葉か。

　大きく首を振り、伊織はわめいた。

「――いいか!?　人間なんてのは、結局はひとりで生きてかなきゃならねえんだよ！」

「あうっ――」

　伊織に突き飛ばされたむつきは、ふたたび仰あお向むけに転がり、そのまま起き上がってはこられなかった。

　戦いの終わりを告げる鐘が、遠くで鳴り始めていた。

「ったく、手間かけさせやがる――」

　さつきは意識を失い、ベルフィービはもはや光の粒りゆう子しとなって完全に消えた。

　ようやく戦いが終わったことを知って、伊織は大きく溜息をついた。

「……いささか気を抜くのが早すぎないかね？」

「!?」

　ほっとひと息ついたところにいきなり声をかけられ、伊織はびくっと首をすくめた。

「この黄昏の世界には、ウォーライクを持つ者なら誰でも入ってこられるということを知らないわけではないのだろう？　なら、敵をひとり倒したからといって安心するのは甘すぎるな」

「――――」

　伊織は目を細めて彼を凝視した。

　静かな池の水面に浮かぶボートの上に、伊織が初めて目にする老紳士が立っている。淡いブラウンのトラッドなチェックのジャケットにステッキとソフト帽、それにモノクルをかけたその姿を見た伊織の脳裏に真っ先に浮かんだのは、英国紳士の四文字だった。ただ、左肩の上にあざやかな翡ひ翠すい色いろの羽毛を持つインコをたからせているのが、奇妙といえば奇妙だった。

「……まあ、ここにいるって時点で、マトモな人間じゃねえのは確かだよな」

「早死にしたくなければそう考えておくべきだ、少年」

　口もとの髭ひげをそっと撫なでつけ、老紳士はうなずいた。

「この世界から出るためにはいろいろと面倒な手間が必要だが、入るだけならそう難しくはない。ウォーライクを持つロードならね。……中にはウォーライク同士の戦いを察して、その勝負が決した頃合を見計らって乱入し、漁夫の利をさらっていこうとする者もいる。……気をつけたまえ」

「……そういうあんたは違うのか？」

「この私が、わざわざそんな真ま似ねをする必要があるように見えるかね？」

　伊織はそっと左目を閉じて老紳士を見つめた。

　そして、見なければよかったと後悔した。

「――安心したまえ」

　絶句して身じろぎひとつできなくなった伊織に、老紳士はおだやかに微笑ほほえみかけた。

「今ここできみをどうこうするつもりはない。きみには――きみと、その少女には、個人的にいささか興味がある。せいぜいこころざしなかばで命を落とさぬよう、これからも努力することだ、宮本伊織くん」

「どうしておれの名前を知っている!?　あんた、まさか――親父の知り合いか何かか？」

「単純なことさ。……知りたければ勝ち続けることだよ」

「!?」












　老紳士の姿が静かに消えていく。黄昏の世界が現実世界に侵食されていくのに合わせて、その影が次第に薄くなっていく。

　伊織は咄嗟にクリスを握る手に力を込め、一歩踏み出そうとした。

　しかし、伊織の足がそれ以上前に出ることはなかった。

　　　　　[image: ]

　現世に立ち戻った時、そこは静かな夜の公園のままだった。

　激しい戦いの中で切り倒されたはずの桜は変わらずそこに立っていたし、大きなひびが入ったはずの四阿の柱や壊れたベンチももと通りになっている。

　もとに戻ったというより、桜が切り倒されたりベンチが壊れたりしたのは、すべて黄昏の彼方かなたの別世界のできごとであって、あちらでどんな大破壊が起きようとも、現実世界には何ら影響をおよぼしはしないのかもしれない。あくまでトワイライトは現世の移し身であり、その姿は、誰かが扉を開くたびにリセットされてしまうのだろう。

　伊織は池のほとりに立ち尽くし、水面でゆらゆら揺れているボートを見つめていた。

『イオリ……痛いよ……』

　ようやく血のざわめきが落ち着いてくるのを感じた伊織は、手が真っ白になるほど強くクリスを握り締めていたことに気づき、慌あわてて力をゆるめた。

「……おれのほうが痛い」

　麻痺していた痛覚がよみがえり、ずきんずきんと背中の痛みをうったえてくる。

「あのジェントルマンは――どこに消えた？」

『判んないよ……』

「だろうな……」

『ごめん……』

「別にいい。おまえを責めてるわけじゃない」

　あの老紳士が何者なのか、伊織には判らない。ただ、伊織やクリスのことをまえまえから知っていたのはほぼ間違いないだろう。そしてもしかすると、行方ゆくえ不ふ明めいとなっている伊織の父のことも、何か知っているのかもしれない。

　だが、それを今ここであれこれ考えても無意味だ。あの老紳士を締め上げれば、あるいは伊織の知りたいことが判るのかもしれなかったが、それが不可能だということは、ついさっき、伊織がその右目ではっきりと理解したばかりだ。

「……別にいい」

　苦笑混じりに繰り返した伊織は、ふたり並んで横たわったさつきとむつきの姉妹を振り返り、じっと見つめた。

「それにしても……こいつらも、都合よくみんな忘れるのか？」

「たぶん……そうだと思う」

　いつもの姿に戻ったクリスがうなずく。

「そうか……便利なもんだ」

　真夜中に姉妹揃そろって部屋を抜け出し、自宅から遠く離れた公園で居眠りしているというこの状況が、果たして彼女たちの中でどういうふうに記憶操作されるのか、ある意味興味深くはある。

　ただ、多少の矛む盾じゆんは生じるにしても、彼女たちの記憶の中からウォーライクという存在が綺麗に消えてなくなることだけは確かだろう。

　そうやって、この物騒な妖精たちは、きょうまで人々に知られることなく生き続けてきた。ウォーライクの真実を知るのはロードたちだけであり、ウォーライクが倒されればロードたちですらその存在を忘ぼう却きやくしてしまう。

　なら、最後の最後まで生き延びたウォーライクとロードはどうなるのか。

　それを考えるには、伊織はまだまだ経験不足だった。ウォーライクのことなどまだ何も判っていないにひとしい。

「……イオリにはクリスがいるよ」

　その声に、伊織はふとクリスを見やった。

「イオリはひとりじゃないよ。クリスがいるもん」

「……別にありがたくも何ともないな」

「ひどい！　どうしてそうゆうことゆうの!?」

「わめくな……傷に響く」

　伊織はほっと嘆たん息そくして近くのベンチに座った。背中の痛みが本格化してきて、今にも膝ひざから崩れ落ちてしまいそうだった。

「だいじょぶ、イオリ？」

「ああ……」

「ちょっと待ってて」

　クリスはぐったりと座り込んだ伊織の膝の上に無遠慮にまたがると、少年の首に手を回して少女らしからぬディープなキスをした。

「――はい♪　これで元気出たでしょ？」

「……そんなにすぐに効きくか」

　ぼそりともらした伊織は、口の中にあらたに広がる血の味に顔をしかめた。

「……たとえおれたちがこういう戦いで命を落とさなかったとしても」

「うん」

「それはつまり、おまえが少しずつ〝楽園エリジウム〟とやらに近づいているということだ。……あのベルフィービとかいうヤツも、究極的には〝楽園エリジウム〟に帰ることが目的だったんだろうさ」

「うん」

「……だから、結局は、おれはひとりということだ」

「判んないよ。どうして？」

「戦いに敗れれば、ふたり揃って死ぬか、さもなければおまえだけが死ぬかおれだけが死ぬか、とにかくいっしょにはいられなくなる。そして、もしも運よく勝ち続けることができたとしたら――おまえは〝楽園エリジウム〟に帰るんだ」

「……でも、今はいっしょだよ？」

　クリスは首に回した両手に力をこめ、伊織にしがみついた。まるで自分の匂いを染み込ませるかのように、伊織の胸に顔をうずめ、ぐりぐりと押しつける。

　そのくすぐったさに目を細め、伊織はクリスの頭をぽんぽんと撫でた。

「そうだな……戦いが続く間は、少なくともひとりじゃない」

　空を見上げると、月が静かに輝いている。

「問題は……それがいつまで続くかということだ」

　ひとり言のように呟き、伊織はさつきたちのほうへ視線を転じた。

「ん……」

　もともと威力を抑えた光の矢で一時的に気を失っていただけのさつきが、もぞもぞと身じろぎを始めている。そろそろ目を醒さますのだろう。

「……おれたちはそろそろ消えたほうがいいな」

　クリスの血によってふたたび痛覚が麻痺し、代わりに常じよう軌きを逸いつした身体能力を得た伊織は、クリスを抱いたままいっさいの助走なしにその場から大きくジャンプし、背の高いケヤキの梢こずえへと移動した。

「…………」

　兄弟や姉妹のいない伊織には、牧島むつきの気持ちはよく判らない。

　これまで一心同体だと信じて暮らしてきた双ふた子ごの姉が、自分の知らないところで恋に悩んでいたと知った瞬間、むつきはおそらく自分だけ置いていかれたような、裏切られたような――そんな複雑な気持ちになったのだろうとは思うが、それも伊織にはただ想像することしかできない。どのみち男にとって女心を忖そん度たくするのは、非常に難しいことなのだ。

「……まあ、だからといって八つ当たりされてもな」

　伊織にしてみれば、さつきに一方的に惚ほれられて、それを知ったむつきに一方的に敵視されて、そして一方的に殺されかかっただけのことだ。女難というにはややハードすぎる数日間だった。

「……まあいい。行くぞ」

「うん♪」

　クリスのような幼女を連れ歩いていることはともかくとして、こんな血まみれの姿で住宅街を徘はい徊かいしているのが目撃されたら、たちまちパトカーが何台も急行してくる大事件に発展しかねない。人目を避けるために、伊織は木々の梢を器用に飛び移り、やがて公園周辺の民家の屋根の上へと移動してそのまま走り出した。






















　月曜日、早はや瀬せ薬くす子この表情は冴さえない。机に突っ伏し、こめかみを押さえ、低い声でうんうん唸うなっている。

　美術準備室に一歩足を踏み入れた宮みや本もと伊い織おりは、絵の具のそれとは違う匂いに気づき、じとりとした視線で薬子を見み据すえた。

「……酔うほど奈良漬け食べたんですか？」

「……そんなはずないでしょ……」

「判わかってますよ。金曜、懇こん親しん会かいだったんですよね？　ウチのクラスも古ふる田た先生がすごい顔でホームルームに来ましたから」

「あの男ども……」

　乱れきった前髪の向こうから、薬子が恨うらみがましいまなざしを伊織に向けてくる。がしかし、伊織にしてみればこちらが薬子を恨みたい気分だった。何しろ伊織が牧まき島しまむつきを相手に死にそうになっていた頃、薬子は同僚たちとがぶがぶお酒を飲んでいたのである。

　伊織はわざとらしく背中を押さえて顔をしかめた。

「あー、いたたたた……」

「……宮本くん、それ、あてつけ？」

「いや、今のおれのいつわらざる心情です。……土曜日曜と家でおとなしくしてて、それでも傷口がふさがらなかったらどうしようかと思ってましたから。動くだけでまだ痛むんですよ」

「……悪かったと思ってるわよ。いざという時にフォローに行けなくて」

「もういいですよ。やつれ果てた先生を見ていたら、なじる気も失せました」

　すでに金曜の夜の顚てん末まつについては、ここへ来る前、簡単に電話で薬子に伝えてある。伊織は静かになったコーヒーメーカーからカップにコーヒーをそそぎ、ブラックのまま薬子の前に置いた。

「ありがと……」

「いえ」

　薬子はコーヒーをすすって大きくひと息ついた。

「――それにしても、二日酔いってそんなに引っ張るものですか？　飲んだの金曜日の夜なんでしょう？」

「……正確には金曜の夜から土曜の朝までよ。一二時間も飲んじゃった……」

「どうしてまたそんなに？」

「古田くんとか――まあ、男の先生がたが、ここぞとばかりにわたしに飲ませようとするのよ。わたし、ふだんそういう席にあまり顔を出さないから……」

「ああ……何となく判ります」

「……何が？」

「男なら誰だれでも美人が酔ったところを見てみたいと思うんじゃないんですか？　先生、たぶんお酒に強くてなかなか酔わないでしょう？」

「それはね……おかげで若い先生がたを全員返り討ちにするまで飲み続けるはめになったわ」

「それでオールですか。ご愁しゆう傷しようさまです」

「……で？　きみのほうの対戦相手は？」

「姉のほうは何ごともなく登校してきましたよ。あの様子だと、妹のほうも何も覚えてないと思います」

「謎なぞの老紳士は？」

「あの場で姿を消してそのままです。幸か不幸か」

「天を衝つくほどの光の羽根を持つウォーライク、ねえ……聞いたことないわ」

「でも見たんですよ」

　あの夜、伊織が老紳士に対してただの一歩も前に歩み出せなかったのは、彼の背中に広がる巨大な羽根を見てしまったからだった。光の羽根とその力が正しく比例するとすれば、あの老紳士の力は、クリスはおろかエルクドゥーンすら歯し牙がにもかけないほどのものに違いない。

　どう逆立ちしても、今の伊織たちがかなう相手とは思えなかった。

「何者かは知らないけど、とりあえずは見逃してもらえたことを幸運だと思うことね」

「はい」

「それにしても――あなた、惜おしいことしたわね」

　頰ほお杖づえをついた薬子が、含みのある笑みを浮かべて伊織を見上げている。窓辺に突っ立ったままコーヒーを飲んでいた伊織は、いぶかしげに聞き返した。

「……どういう意味です？」

「だから、女の子のほうよ。……告白されたんでしょう？」

「ああ……まあ、その途中でしたけど」

「それがすべてなかったことになったわけじゃない？　残念ね」

「……惜しくはないですよ、別に」

「そうなの？」

「ええ。そういうの、鬱うつ陶とうしいって思う人間ですから、おれ」

　むつきとさつきの生活に、いつからあのベルフィービが忍び込んでいたのか、伊織には判らない。ただ、ベルフィービが消滅したことで、その間のふたりの記憶は多少の矛む盾じゆんを含みながらも都合よく改かい竄ざんされてしまった。少なくともさつきたちの中では、金曜の夜に伊織と会っていたという事実はなくなっているはずだ。

「……こうやってウォーライクの秘密は守られていくんですかね」

「たぶんね。ウォーライクのことを知る人間は、現在進行形でウォーライクに接触している人間だけ……ウォーライクと決別した人間は、すべてを忘れてふつうの生活に戻るのよ」

　空からになったタバコの箱をもてあそびながら、薬子は小さく笑った。

「……決心は変わらない？」

「ウチのヤツに引いん導どうを渡す渡さないって話ですか？」

「ええ」

「あいつは死にたくないっていってたんですよ。だったら考えるまでもないでしょう」

「もしあの子が、きみのためを思えば仕方ないって納得してくれたら、そうしてた？」

「……あいつにそんな殊しゆ勝しようさがあれば、毎朝おれに三合もメシを――」

　そこまでいいかけて、伊織はひどく重要なことを思い出した。愕がく然ぜんとした伊織の表情に気づいた薬子も、ぎょっと目を丸くしている。

「……どうしたの、宮本くん？　そんな怖い顔して――」

「おれ……朝、炊すい飯はん器きのスイッチちゃんと入れてきたかな……？」

「え？」

「もしメシが炊たけてなかったりしたら――」

　土曜、日曜と伊織がろくに動けなかったせいで、宮本家には最低限の食料しか備蓄されていない。あるものといえば、ふりかけとかレトルトのカレーとか、どれもこれもあたたかいごはんがあってこそ真価を発揮するものばかりだ。

　金曜日にスーパーのお買い得セールで買い込んできた大量の食パンも、この週末でほとんどクリスの腹の中に消えていった。もし炊飯器のスイッチを入れ忘れていたとしたら、あの大食漢美少女が昼に食べるものはほとんど何もない。

　その時、準備室の内線電話が鳴った。

「――はい、早瀬ですが」

　たくみによそ行きの声に切り替えて電話に出た薬子は、眉まゆ根ねを寄せて伊織を一いち瞥べつし、手短にやり取りをすませて受話器を置いた。

「……また来たって」

「……は？」

「だから、あの子が。……早く職員室に行きなさい」

「ええっ!?　お、おれがですか？」

「きみが保護者だっていってごまかした話、この前したでしょう？」

「それは聞きましたけど――」

「わたしもすぐに行くから」

　薬子はほどいていた髪を手早くまとめ、コンパクトを覗のぞき込こんでいる。

「きみ、先に行きなさい。でないと――」

　薬子の言葉が終わらぬうちに、伊織を呼び出す校内放送が流れ始めた。

「……先生も絶対に来てくださいよ！」

　伊織は眉み間けんにシワを寄せて廊ろう下かに飛び出した。身体からだを動かすと背中の傷がずきずきと痛むが、そんなことはいっていられない。

「――伊織くん!?」

　本校舎へ続く渡り廊下のところで、牧島さつきに呼び止められた。小脇に本をかかえているところを見ると、これから図書室に向かうのだろう。その隣となりにきょとんとしたサバサバ系がいるのを見て、伊織は反射的に身をかたくした。

「お昼も食べずにどこ行ってたの、伊織くん？　さっき放送で呼び出されてたよ？」

「聞いた。今から行く」

「顔色よくないみたいだけど大丈夫？」

「……今にも倒れそうだ」

　冗じよう談だんめかして答え、伊織はまた走り出した。

　後ろのほうで、あまり似ていない双ふた子ごが何やら楽しげにおしゃべりしているのが聞こえたが、何をしゃべっているのかは判らない。正直、興味もない。

　ただ、あまり後味の悪い思いをせずにすんだことだけが救いだった。




　最悪なことに、職員室の前の廊下には、中を覗き込む野や次じ馬うまたちがちょっとした群れを作っていた。

　だが、そのざわめきよりも、職員室の中から響いてくる少女の泣き声のほうがよほどやかましい。その泣き声が、定期的にもごもごとくぐもるのは、おそらく、心やさしい先生がたからあたえられた食べ物を食べながら泣きわめいているせいだろう。

　伊織は我が身の不幸を呪のろった。

　これまで伊織は校内でも決して目立つことなく、平へい々へい凡ぼん々ぼんと、スポットライトの当たらないおだやかなスクールライフを送ることに努つとめてきた。

　だが、そのいじましい努力もこれですべて木こっ端ぱ微み塵じんだ。

　すべてあの小さな侵略者のせいだ。

「……失礼します」

　野次馬をかき分け、可能なかぎりの冷静さで、騒がしい職員室に入る。

「いっ、イオリ～！」

　応接用のソファに座ってもぐもぐと茶菓子を食べていたクリスは、伊織がやってきたことに気づくと、テーブルの上のものを蹴け散ちらすいきおいで立ち上がった。

「イオリ～！　おっ、おなか空きすぎて、クリス死んじゃうぅ！」

「……人聞きの悪いことをいうな」












　クリスは伊織の腹に抱きつき、ぐりぐりと顔を押しつけて泣きわめいている。野次馬たちの視線が背中に痛い。

　できれば今すぐクリスを殴なぐってでも黙らせ、家まで引きずって帰りたいところだったが、教育の現場でそんな真ま似ねをすれば、周りの先生がたから説教の集中砲火を浴びることは目に見えている。

　仕方なく、伊織はぺこぺこと先生がたに頭を下げ続けた。

　だが、当のクリスは伊織がなぜ頭を下げているのか判らないらしく、空気も読まずにおなかが空いたと連呼している。そんな少女を心の中で呪いつつ、きょうにでも大家族用の炊飯器を買って帰ろうと、伊織はそう誓った。

　よそのウォーライクだのロードだの、そういう手合いよりも、伊織にとっては、クリスの大食漢ぶりのほうがはるかに厄やつ介かいな敵のように思えてならなかった。







　あとがき




　二刀流の宮みや本もと武む蔵さしにはふたりの養子があって、二番目の養子のほうが宮本伊い織おりという名前でした。

　でも、この作品の主人公とはまったく関係ありません。




　みなさんこんにちは、嬉うれし野の秋あき彦ひこです。

　っていうか暑いですね。蒸し暑い。このあとがきは八月のアタマに書いているのですが、とにかく毎日暑いです。

　とか思っていたら、ついさっき、都合よくどじゃーっと雨が降り出して、じりじりと熱せられていたアスファルトも冷えて一気に涼しくなったんですが、今度は遠くでヘンな放送が流れ始めました。

「東京二三区に大雨洪水警報が発令されました――」

　極端なんだ、極端！

　ウチの近くには、善ぜん福ぷく寺じ公園というけっこう大きな池のある公園があるのですが、そこはこのあたりで一番土地が低い場所なんですよ。

　で、ちょっと大雨が降ると、その池とつながっている善福寺川がすごいことになる。確か数年前も、川の近くの家屋が浸水してニュースにまでなりました。

　まあ、ウチはその公園より数メートルほど高いところにあるので、間違っても浸水する危険はないのですが（もし浸水するとしたら、二三区全体が水没するような大洪水しかありえない）、いずれにしても、さっと降ってさっとやんでくれりゃあいいのに、ゴロゴロと雷かみなりまで鳴らして大雨を降らせるとは、まったくもって空気の読めないお天道サマですな。




　でまあ、閑かん話わ休きゆう題だい。

　今回お届けした新作、『彼女は戦争妖精ウオーライク』、いかがだったでしょうか？

　ぼく自身、妖精をモチーフにした作品は、他社さんのレーベルで二度ほどやったことがあるんですけど、今回のような現代劇ではなく、どちらも正統派（？）のファンタジーものでした。

　正統派の――つまり民間伝承の中の妖精というのは、パスタやらピラフやらをガツガツと食い散らかしたりはしないものです。むしろ小食。皿一杯のミルクとかで夜中にこっそり家事を片づけてくれるとかね。

　それに、トラディショナルな妖精は変形とかしません。ビームも撃ちませんし、不思議空間に入り込むような芸当もやらかしません。

　そういう意味では、作中で薬くす子こセンセがのたまっているように、ヒロインたちはみずから妖精と名乗っているだけの、まったく別種の未確認生命体だという可能性も充分にあるわけです。実は宇宙人だったとか。

　まあ、彼女が妖精であろうと宇宙人だろうとＵＭＡのたぐいであろうと、一方的に見込まれて寄生された伊織くんにとってはどうでもいいことでしょうけどね。

「ああうぜえうぜえ、とんだ厄やつ介かい者ものを背負い込んじまったぜ」とかいいながら、それでもクリスちゃんの面倒を見てしまうこのメガネくんは、きっと生まれついてのツンデレなのですよ。

　ちなみに、作中でも具体的なヒントが出ているので判る人には判ると思いますが、伊織くんたちが住んでいるのは吉きち祥じよう寺じです。あの公園は井いの頭かしら公園。実際には、日没後もけっこう人がいるので、ああも派手な真似はできませんけどね。

　それと、プロットの段階では無口なのにぽろっといらんことをいって薬子センセにひっぱたかれるキャラだったはずのエルクが、いつの間にかあんな江戸っ子に……。ほかのキャラはプロットの時からほとんど変化ナシに来たのに、なぜエルクの性格だけが豹ひよう変へんしてしまったのか、自分でもよく判りません。

　次はまたちょっと違うウォーライクを登場させたいんですけど、うーむ……。




　……などとぽちぽちあとがきを書いているうちに、ようやく雨のいきおいも弱まってきました。まだ未み練れんたらしくごろごろ雷が鳴ってますけど、それよりもセミの鳴き声のほうがうるせえ。

　でも、雨のおかげでずいぶん涼しくなりました。今夜は熱帯夜をまぬがれそうです。

　それでは最後にお世話になったみなさまへの感謝の言葉を。

　イラスト担当のフルーツパンチ先生と編集担当のミスターＮ、そして『チキチキ』の時にもお世話になったデザインの伸しん童どう舎しやさま、まことにお世話になりました。次回もまたよろしくお願いいたします。

　でもって、読者のみなみなさま、暑い夏に負けずに、また次回のあとがきページでお会いしましょう。

　それじゃ！





嬉野秋彦
























著者

嬉野秋彦

Akihiko Ureshino




４月19日生まれ。最近ようやくＰＳＰを買った。で、遊んでいるのはもっぱら『ＰＳＰ』。まぎらわしくて申し訳ない。体験版の頃から育てているアナベルさん（女ヒューマン）で絶賛プレイ中なのだが、移動しながらパレット切り替えとか、ときどき指がつりそうになるのはぼくだけだろうか？

http://www.ureshino.cn/
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フルーツパンチ
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１月14日生まれ。奈良県の何所かの山に寄生、登山下山が大変と言いつつもバイク・車の免許を取りに行こうとしない。愛鳥のマンゴちゃんをこよなく愛してます。愛し過ぎてマンゴちゃんから嫌われてます。でも愛しつづけます。
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